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　楽しかった修学旅行が終わり、無事連れん載さい中の『BATTLE IDOL!』二話目の原げん稿こうを上げることもでき、また『BATTLE IDOL!』第一話目のアンケートの結果が良かったと早さ乙おと女めさんからの連れん絡らくも受け、何もかもうまくいっているような気がしていた。

　そんなある初夏の日。




「はあ!?」

　玄げん関かんの扉とびらを開けて家の中に入ると、すぐに玄関まで茉まつ莉りの大声が聞こえてきた。

　驚おどろいて家の中に上がり、声がしたリビングまで移動して、扉を開けた。

　リビングでは茉莉とエミリちゃんがソファーに座り、お菓か子しを食べながら話していたようだが……なんだか空気が神しん妙みようである。

「あんた今、なんて言ったの!?」

　俺のことなど全く気にすることなく、茉莉が酷ひどく慌あわてた様子で、エミリちゃんに尋たずねた。




「だから、今月からアシスタントを辞やめさせてもらおうと思うんです。急で申し訳ないんですけど」




　エミリちゃんは俯うつむき気味に、言いにくそうにそう言った。

「え……!?」

　彼女の言葉に、俺は耳を疑いたくなる。

　エミリちゃんが、アシスタントを辞める!?　こんな急に、一体なぜ!?

　あまりに突とつ然ぜんのことに混乱状態に陥おちいる。

　少し前までエミリちゃんは俺に冷たい態度を取っていたように感じたが、そのことと関係あるのだろうか？　まさか、俺のことが嫌いやになって……!?

「どういうことよ!?　急にそんなこと言われても困るわ！　り、理由は何なのよ!?」

　茉莉も動どう揺ようを隠かくしきれない様子で、エミリちゃんを問い詰つめる。

「別に、この仕事場が嫌になってとか、そういうことじゃありません。お二人には色んなことを教えて頂いて感謝してますし、これからもお二人の漫まん画がのことは応おう援えんさせて頂きたいと思ってます」

　エミリちゃんは少し辛つらそうに言う。

「じゃあ、なんで……!?」

「自分の漫画に時間を使いたいんです。色々考えたんですけど、賞ももらえたし、デビューに向けて今が頑がん張ばりどきだと思って」

「な……!?　あんた、勝手すぎるわよ！　連載が始まったばかりで、今辞められたら困るってことくらい分かるでしょ!?」

「はい……。実は先月の時点で、お二人の担当さんの早乙女さんにはお伝えしてあります。早乙女さんはもう新しいアシスタントを探して下さっていて、今月の原稿でアシスタントが必要になる時期までには手配しておく、っておっしゃってました。お二人にはわたしの口から話したいから、と、言わないでもらっておいたんですが」

「な、何よそれ……!?」

　エミリちゃんのセリフに、茉莉の顔が歪ゆがむ。ショックを受けているようだ。俺も同じ気持ちだった。

　エミリちゃんはそんなに前から、もう辞めることを決めていたっていうのか？

　彼女は優ゆう秀しゆうなアシスタントだったので、俺たちが原稿の仕上げ作業の面で彼女に頼たよっていた部分は大きい。いくら次にアシスタントを手配してもらえると言ったって、その人がエミリちゃんのように優秀なアシスタントかは分からないし、不安だ。

　だけど、俺がショックを受けているのはそのことだけではない。

　一年以上一いつ緒しよに仕事をしてきて、エミリちゃんの表の顔、裏の顔、彼女のいいところ、などたくさん知ることができた。

　エミリちゃんがもうこの仕事場に来なくなるなんて……正直言って、寂さびしい。これからも一緒に仕事をして、もっと仲良くなっていきたいと思っていたのに。

　だけど、エミリちゃんの口から辞める理由を聞いて、そういった前向きな理由なら引き止めるべきではないのではないかもしれない、とも思う。

　エミリちゃんが夢に向かって頑張ろうとしているのを、俺の勝手な感情で邪じや魔まするなんて絶対にダメだ。

　エミリちゃん、賞がもらえたって喜んでたもんな。中学生のうちにプロデビューを目標にしているのだから、ある程度アシスタントで勉強することも出来たし、次は自分の原稿に集中すべきだ、と思ったのかもしれない。

　だけど……頭ではそう納なつ得とくできても、心がついていかない。

「本当に勝手で申し訳ありませんが、そういうわけなんで……今までお世話になりました」

　エミリちゃんはペコリと頭を下げると、紙かみ袋ぶくろを茉莉に渡わたした。餞せん別べつ品か何かなのだろうか。茉莉は未いまだに納得できないというような表情で、黙だまってそれを受け取る。

「あんた……本気なの？　また辞める辞める詐さ欺ぎじゃなくて……」

「違ちがいますよ。さっきも言ったじゃないですか。先月から決めてたことだ、って」

　茉莉の言葉に、エミリちゃんは苦く笑しようした。

「何も、辞めることないんじゃないの？　自分の原稿作業をする時間が欲ほしいって言うなら、今までよりアシに入る時間を減らすとか……」

「……な、なんで……そんな、引き止めるようなこと言うんですか？」

　エミリちゃんは茉莉の言葉に驚いたように茉莉を見た。

「わ、わたしなんて、この仕事場には……」

「え？」

　エミリちゃんは何かを言いかけて再び俯いた。茉莉が聞き返す。

「……い、いえ。とにかく、もう決めたことなんで」

　エミリちゃんは続きを言うことなく、きっぱりそれだけ言った。彼女は今、一体何を言おうとしたんだ？

「……君きみ島じまさんにも、今までお世話になりました。ありがとうございました」

　エミリちゃんは今度は俺の方を見て声をかけた。その表情はなぜか、少し寂さみしげな笑え顔がおに見えた。

「あ、いや、俺は何も……。エミリちゃん、本当に辞めちゃうの？」

「もう。君島さんまで、しつこいですよ。自分で決めたことなんで」

　本当は引き止めたかったが、エミリちゃんの言葉に、俺は何も返すことができなかった。

　自分で決めたこと──そう言われてしまっては、止めることなんてできない。




　エミリちゃんは俺たちに挨あい拶さつを終えると、そのままあっさりと仕事場を出て行った。




「まさかエミリちゃんがこんな急に辞めちゃうなんて……」

　エミリちゃんが帰った後、俺は思わず呟つぶやいた。

「あの子……なんか様子がおかしかった」

　茉莉が悩なやましげな表情でそんなことを言う。

「え？　おかしかったって、何か言いかけたのにやめたのとか？」

「ええ、それもあるけど、なんだか全体的に……」

　茉莉が真しん剣けんに悩みだしたので、なんとなく声をかけられなかった。

　確かに言われてみれば、この間まで普ふ通つうに楽しく過ごしていたように思えたのに、急に辞めるって言うなんておかしいよな。やっぱり何か、思うところがあって辞めたのか？




　それから俺と茉莉は三話目の展開の話し合いをしたのだが、エミリちゃんのことで二人ともうわの空で、ちゃんとした話し合いにならなかった。




　　　　＊




「ついにお二人も……椿つばきさんからお聞きしたんですね」

　翌日。

　俺と茉莉は担当編集者の早乙女さんと打ち合わせをするために、富ふ士じ見み社しやに来ていた。早乙女さんに会って早々、茉莉が「昨日エミリからアシ辞めるって聞いたんだけど、早乙女さんは前から知ってたって本当なの？」と、エミリちゃんの話を振ふったのだ。

「私は先月伺うかがっていましたが、ご自分の口から話したいから、と椿さんから言われていまして……黙っていてごめんなさい。今までずっと一緒に頑張ってくれていた椿さんが急に辞められてしまうなんて、お二人共寂しいですよね。私もお話を伺ったときはびっくりして……」

　早乙女さんは、彼女自身も少し辛そうな表情で俺と茉莉の顔を見た。

「お二人は私以上にショックだったとは思いますが……椿さんも自分の夢に向かって頑張るための苦く渋じゆうの決断だったのでしょうから、応援して差し上げましょうね。新しいアシスタントは今、私の方で探してます。アシスタントが必要になる今月中ちゆう旬じゆん頃ごろまでには見つけられるようにしますから、また新しいアシさんと共に頑張りましょう！」

　早乙女さんは俺たちを励はげますかのようにそう言った。

　彼女の言葉に、俺は何も言えなくなる。本当に早乙女さんの言うとおり、俺たちはエミリちゃんを応援してあげるべきなんだ。

　茉莉は納得のいかない様子で「でも……」と言いかけたが、早乙女さんに何か言っても仕方ないと思ったのか、言葉を引っ込めた。

　昨日からの様子を見るに、茉莉もきっと、技術面で困るとかそういうことだけじゃなくて、エミリちゃんが辞めることを寂しく思っているんだろう。

　なんだかんだ言っても、エミリちゃんのこと信しん頼らいしてたし、気に入ってたんだろうと思う。

「あ、そうだ！　椿さんのことで落ち込んでいるお二人に、いいものをお見せしましょう」

「え？」

　早乙女さんはそう言うと、俺たちの机の前に十枚程度、ハガキを置いた。

「先週発売したプリドラ七月号のアンケートハガキの中から、『バトアイ』の感想を送って下さったものを持って来ました。こちらはほんの一部ですけど……」

「おお～っ！」

　俺は思わず感かん嘆たんの声を上げて、ハガキに目を通す。

　それらのハガキはどれも、アンケートの『好きな作品』の欄らんに、俺たちの連れん載さい作『BATTLE IDOL!』のタイトルを挙げてくれていた。

　そして『好きな作品の感想』という欄には『面おも白しろかった。続きが気になる』『絵が綺き麗れいだしキャラが可愛かわいいです。これからの展開にも期待してます』『読み切りのときから好きでしたが、更さらに面白くなってました！』など、俺にとってとても嬉うれしい一言感想がそれぞれ書かれている。

「う、うわー……本当に、こういう感想送られてきたんだ……」

　修学旅行中、早乙女さんに嬉しい感想がいくつか来ている、とは聞いていたが、実際に自分の目で感想を目にすると、改めて感動で胸がいっぱいになった。

　ふと茉莉を見ると、茉莉も嬉しそうな顔でハガキを読んでいた。

「まだ今月号が発売して一週間ですから、これからもっとたくさん送られてくると思います。いくつか溜たまったら、まとめてメールでお送りしますね」

「はい！　ありがとうございます！」

「それからもう一つ、いいお知らせがありますよ！　お二人に、サイン会のお話が来てるんです」

「えっ!?」

「サ、サイン会……!?」

　早乙女さんの言葉に、俺と茉莉は同時に驚おどろいた。

　サイン会、だって？

　デビューして暫しばらく経たっている茉莉はともかく、やっとデビュー後の連載一話目が雑誌に掲けい載さいされたばかりの俺にまで、そんな話が!?

「実は今年で『少年ドラゴン』が創刊25周年、『プリティードラゴン』が創刊10周年を迎むかえまして、それを記念してイベントを企き画かくしてまして」

「ああ、知ってるわ。『ドラゴン』と『プリドラ』の人気連載作品の漫まん画が家かが地方のアニメショップを巡めぐってサイン会をやる、って企画でしょ？」

　早乙女さんと茉莉の話を聞いて、確かにそういえばそんな話、雑誌『プリドラ』に載のってた気がするな、と思い出した。

　当然俺や茉莉なんかの名前はそこになく、茉莉の言う通り現在連載中の人気作の作者がサイン会を行うって話だったはずだ。その中には俺の憧あこがれの漫画家『竜りゆう崎ざきマナト』先生の名前もあったので覚えている。

「さすがにご存知でしたか。そちらのイベントで人気連載作家陣じんだけでなく、急きゆう遽きよ一緒に新人作家さんにも参加して頂こう、ってお話が出ていまして」

「「え!?」」

「人気作家さんと一緒にサイン会を行えば、知名度も広がるし、読者さんに興味を持ってもらえると思うんです。それに、サイン会が初めての新人漫画家さんにとっていい勉強になるのではないか、と」

「は、はあ……」

　早乙女さんの話をまるで他人ひと事ごとのように聞いていた。まさかこんなに早く自分にサイン会の機会が訪おとずれるなんて思ってもみなかったので、実感が湧わかない。

　茉莉はともかく、俺のサインが欲しい人なんて果たしているのだろうか？　なんて不安になってしまう。

「ちなみにお二人に行って頂くのを予定しているのは、大おお阪さかのゲーマーズなんば店さんと、千ち葉ばのとらのあな千葉中央店さんです。ドラゴンで連載中の『竜崎マナト』先生と、プリドラで連載中の『境さかいかおる』先生とご同行して頂く予定です」

「「えぇっ!?」」

　またしても、俺と茉莉は同時に声を上げた。

　あの竜崎マナト先生と一いつ緒しよにサイン会、だって!?

　ついに竜崎先生に会えるだけでなく……一緒にサイン会をさせてもらえるだなんて！　まるで夢みたいだ！

「さ、境かおる先生と!?」

　俺の横で、茉莉が動どう揺ようした様子で声を荒あららげる。

「境かおる先生……？　ああ確か、プリドラで『もえかみっ！』を連載中の……」

　自分たちと同じ雑誌に掲載されている漫画は大体チェックしているので覚えていた。

「そうよ！　女の子が可愛いのは勿もち論ろん、あの女によ体たいを描かかせたらプリドラナンバーワン……いや、おっぱいを描かせたら業界ナンバーワンと言っても過言ではない、貧ひん乳にゆう、巨きよ乳にゆうどちらも思わず触さわりたくなるほど素す晴ばらしい、おっぱいの神様、萌もえ漫画家の巨きよ匠しよう、境かおる先生と一緒にサイン会をさせてもらえるなんて……っ！」

　茉莉は目を輝かがやかせて早口で言い切った。

「は、はは……」

　俺はその様子に呆あつ気けにとられ、思わず苦く笑しようした。

　茉莉があの漫画を好きなことは知っていたが、まさかこんなに境かおる先生のことを崇すう拝はいしていただなんて知らなかった。

　茉莉の語りっぷりは異常だが、確かに俺も境かおる先生は女性の身体からだをとても魅み力りよく的に描く漫画家だと思う。

「ではお二人共、参加して頂けるということで宜よろしいですか？　日程は今月第三週目の土日で、二十日と二十一日になります。ちょうど原げん稿こう作業が佳か境きように入っている頃かと思いますが……」

「勿論参加するわ！」

「俺もです！　俺は竜崎先生に憧れて漫画家になったんで、めちゃくちゃ嬉しいです！　それに……サイン会も楽しみですし」

「ええ、私もサイン会は初めてだから……楽しみだわ」

　茉莉が俺の言葉に同意する。茉莉はデビューして結構経っているが、意外にもサイン会を行うのは初めてだったんだな。

「ありがとうございます！　また詳くわしいスケジュールは追ってご連れん絡らく致いたしますね」




　それから三話目の展開の打ち合わせをして、俺と茉莉は富士見社を後にした。

　三話目は二話目より短いページ数に決まったため、エミリちゃんがアシスタントを辞やめてしまって原稿作業が終わるかどうか不安に思っていた俺は、ほんの少しだけ安心した。

　まあそれでも、気合いを入れて取りかからなければならないことには変わりないのだが。




「エミリがいないこんな状じよう況きようだけど……それでも、頑がん張ばらないと」

　打ち合わせが終わって出版社から駅に向かう途と中ちゆう、茉莉が自分に言い聞かせるかのようにふと呟つぶやいた。

　確かに今俺たちは互たがいにエミリちゃんのことで動揺しているが、そんな状態でも、仕事も、サイン会も、それはそれとして頑張らないといけないよな。

　ずっと憧れていた竜崎先生に会えることもめちゃくちゃ楽しみだが、サイン会自体も楽しみだ。俺みたいなデビューしたての新人がサイン会をさせてもらえるだなんて。

　楽しみな一方で、俺なんかのサインが欲ほしい人なんているのか？　という疑問は相変わらず拭ぬぐえないし、正直怖こわくもある。

　でももし実際に『BATTLE IDOL!』の読者の人がサイン会に来てくれたらすごく嬉しいし、直接会って感想など聞いてみたい、と思った。




　　　　＊




　二日後。

　茉莉から、大体三話目のネームの作業が終わったと連絡が来たため、俺は仕事場へと向かった。

　茉莉のネームをチェックして、話し合って修正した後、それを早乙女さんにファックスすることになっている。

「はい。これ、ネーム」

　仕事場に上がってすぐに作業部屋に入り、茉莉からネームを渡わたされる。机に向かいそれを読み始める。

　そういえば修学旅行後、この仕事場に二人きりになるのって初めてだな。なんだか、変に緊きん張ちようしてしまう。修学旅行では、本当に色々あったからな。

　俺に『萌えのテッパンを教えるため』などと言って、露ろ天てん風ぶ呂ろで女の子同士で身体を触り合っている声をわざと聞かせてきたり、サンオイルを身体に塗ぬらせたり、バスの中で肩かたで寝ねていい、なんて言って肩を貸してきたり……。それに、同じ布ふ団とんに潜もぐり込んで身体を密着させたり……。

　思い返してみれば事故的なものも多かった気がするが。

　本当に、思い出すだけで動揺して顔が熱くなってしまうような出来事ばかりだったな。仕事場で二人きりのときにそんなことを思い出したら、余計にドキドキしてきてしまう。

　でも考えてみたら、これからはエミリちゃんが来ないわけだから、新しいアシスタントが入るまでずっと二人きり、ってことだよな？　俺、耐たえられるか……？

「わ、私、お茶でも入れてくるわ！」

　茉莉が突とつ然ぜん椅い子すから立ち上がったかと思うと、変に声を張り上げてそう言った。

　茉莉を見ると、なんだか顔が赤くなっているような気がした。すぐに部屋から出て行く。

　今まで仕事部屋で茉莉がお茶を入れてくれることなんて一度もなかったってのに、どういう風の吹ふき回しだ？　もしかして茉莉も、二人きりの空間に耐えられなかったのだろうか？

　でも、茉莉が部屋を出て行ってくれたおかげでやっと落ち着いてネームが読める。ドキドキして集中して読めなくて困ってたからな。

　大体読み終えた頃に、ちょうど部屋の扉とびらが開いて茉莉が戻もどってきた。危なっかしい手つきでコップを二つ載のせたお盆ぼんを持っている。

　慣れないことをしているせいもあるだろうが、やはりなんとなく茉莉も緊張しているように見える。

「は、はいお茶！」

　俺の元までやってきて、茉莉は俺の机の上にコップを置いた。そのとき偶ぐう然ぜん、ネームのノートを持つ俺の手と、コップを置いた茉莉の手が机の上で軽く触ふれた。

「ひゃっ!?」

　手を滑すべらせたのか、茉莉が思いっきりコップを倒たおした。

「うわっ!?」

　俺は慌あわててネームのノートを机からどかす。素す早ばやくどかしたおかげでノートは濡ぬれずに済んだ。

「あ、や、やば……」

「あぁ～！」

　俺は慌ててコップを起こしてからティッシュでお茶を拭ふいた。なんとか机の上だけで被ひ害がいを食い止めることができた。

「もう、何やってんの」

　俺がそんな作業をしている間も茉莉はおろおろと狼狽うろたえるだけだったので、つい文句が口から出てしまった。

「だ、だ、だって……仕方ないじゃない！」

　茉莉は大げさなくらい動揺した様子で言う。その顔はまだ赤い。

　やっぱり、茉莉の様子はかなりおかしい。もしかして俺以上に、茉莉の方が二人きりの空間に緊張しているのだろうか。

　茉莉が緊張していることが分かると、なんだか俺の方も益ます々ます緊張してくるな。最近は慣れてたけど、茉莉の仕事場に来たばかりのときは今みたいに緊張していたことを思い出す。

　考えてみれば、女の子の部屋に二人きり、なわけだし……。

　って、そんな風に思ったら余計に緊張するだろ俺！　これからはずっとこの空間で二人きりで仕事しなきゃならないってのに……。

「あ、ネ、ネーム！　読み終わったよ！」

　なるべく意識しないようにして、話を仕事に戻した。

「あ、う、うん」

「大体は良かったけど、いくつか気になるところがあって」

「そう。どこ？」

　よし、この調子でいつも通りの仕事モードに切り替かえよう。

「じゃあまず一ページ目から。このコマだけど、これだと見にくいから構図を変えた方がいいと思うんだよね。薫かおるの全身を正面から見せる感じで」

「え、ええ。確かにそうね……」

「あとセリフも長いからもうちょっと削けずれないかな、って。この辺の樹じゆ里り亜あの説明なんかは後の方でも詳しく説明が出てくるから削ってもいいと思うし」

「ええ……。……えっ!?　ご、ごめん、今なんて!?」

「え!?　聞いてなかったの!?」

　仕方なく俺は再度説明する。

　その後も茉莉は、なんだかボーッとしていたり、俺がネームを指差そうとして少し身を乗り出すとびくっとして大げさに避よけたりと、明らかに様子がおかしかった。

　茉莉にそんな風にドギマギされると、俺も今まで以上に意識してしまうのだが。

　茉莉は、自分の家に二人きりという状況で、もしかしたら俺のことを警けい戒かいしていたりするのだろうか。

　それとも、俺と同じように修学旅行のことを思い出してドキドキして……？
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　一通り修正箇か所しよを伝え終わると、茉莉がその場でネームの修正に入る。

　今後も新しいアシスタントが入るまで、ずっとこういう感じになるのか。茉莉と二人きりで仕事することは、今までより緊張するけど、決して嫌いやなわけじゃない。

　だけど……思わず、エミリちゃんのことを思い出してしまう。

　エミリちゃんは、本当にこのまま辞めてしまうのか？　以前にも、辞めるって言ったのに何事もなかったかのように仕事場に来たことがあったっけ。

　だけど今回は、本人も言っていたように、先月から決めていたことなんだ。前に辞めると言ったときとはわけが違ちがう。じっくり考えて出した結論なのだろう。

　昨日一日エミリちゃんのことを考えてみたけど、やはりどうしても俺に対する態度が冷たかったことが気になってしまう。

　本人は『自分の原稿のため』と言っていたが、やはり辞めた原因の一因として、そのことも関係してるんじゃないのか？　だって、明らかにあのときの態度はおかしかった。その直後に辞める宣言をされてしまっては、無関係だと思う方が無理があるだろうと思う。

　もし俺のせいで彼女がアシを辞めてしまったなら、それはあってはならないことだ。原因を突つき止めて話し合うべきだと思う。

「……ん……ちょっと泉せんっ!?」

「え!?　あ、ごめん！　何!?」

　茉莉に声をかけられていたことに気付き、我に返る。まずい、今度は俺の方がボーッとしてどうするんだよ。

「だ、だから、ネームの修正もう少し時間かかりそうだから、あんたは今日は帰っていい、って言ったんだけど……。あ、あんたにそこにいられると集中できないし……」

「え、あ、そう!?　分かった。じゃあ終わったらまた連絡して」

「ええ。今日中には終わるわ」

　茉莉にそう言われたので、その日は仕事場を後にした。




　地元の駅に着くまで色々思いを巡めぐらせて、俺は一つの決意をした。

　やっぱり、このままじゃモヤモヤする。辞めた本当の理由をちゃんと聞いてみよう。

　辞めた理由が本当に本人の言う通りだと言うなら何も言える立場じゃないが、もし原因が俺なら、ちゃんと話し合って、また戻ってもらうよう説得しなければ。

　そうと決めたら、早さつ速そくエミリちゃんに電話をかける。

　五回程ほどコールが鳴り、もう出ないかと思った頃ころ、エミリちゃんが電話に出た。

「もしもし？」

「あ、ああ、エミリちゃん？　俺……君島だけど、今大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ええ。何ですか？」

　心なしか声が冷たいような気がするが、気にしないようにして話を続ける。

「あのさ、どうしても気になることがあって電話したんだけど……えっと、エミリちゃんが、アシスタント辞めた理由についてなんだけどさ」

　余計な話をしても仕方がないので、早速本題に入る。

「…………」

「よく考えたんだけど、本当に『自分の原げん稿こうのために』っていうのだけが理由なのかな？って思って……」

「……それは、どういうことですか？」

「いやさ、その……少し前、エミリちゃん俺に対してなんだか態度がおかしかったような気がしたからさ。エミリちゃんは俺が悪いわけじゃないって言ってくれたけど、もしかしたら、そのことが辞やめることと何か関係してるんじゃないかって思って……」

「…………」

「年上だからとかそういう気き遣づかいしなくていいからさ、俺に何かあるんだとしたら本当にはっきり言って欲しいんだ」

　エミリちゃんは思ったことをハッキリ言うタイプに見えるのだが、その件に関しては明らかに俺に何か言いたいことを我が慢まんしているような気がするのだ。

「……ぷっ」

　電話の向こうで微かすかに、エミリちゃんが噴ふき出す声が聞こえた。

「話はそれで終わりですか？」

「え!?　うん、そうだけど……」

「クスクス……君島さん、自じ意い識しき過か剰じようすぎなんじゃないですか？」

「えっ!?　じ、自意識過剰!?」

　突とつ然ぜんそんなことを言われて、驚おどろいた。

「だってそうじゃないですか。わたしが辞めた理由は、この間言った通りですってば。君島さんは一いつ切さい関係ないです」

「え!?　あ、そ、そうなの……？」

　やけに冷静にそう言われて、調子が狂くるう。でも、いつも通りのエミリちゃんだな……。

　やっぱり、俺の考え過ぎだったのだろうか。

「そ、そっか……ならいいんだ。変なこと言ってごめん」

「いえ、別に」

「えっと……あ、これからも漫まん画が、頑がん張ばってね。俺にできることであれば協力するから、気軽に言ってね」

　これ以上言げん及きゆうすることはできず、仕方なく俺はそう言った。この間は動どう揺ようしすぎて、きちんとした挨あい拶さつもできなかったからな。それは俺の本心だった。これで二度と会えなくなるなんて寂さびしいし、今まで通り頼たよって欲しいと思っている。

「ありがとうございます。それじゃあ」

　エミリちゃんは素っ気なく礼を言い、電話を終わらせた。電話を終えて、彼女の冷たい態度を寂しく思っている俺がいた。

　でも本人があそこまではっきり言うなら、やっぱり辞めた理由は俺とは関係ないのだろうか。

　じゃあ、あの態度は一体何だったんだ？

　正直まだ納なつ得とくできなかったが、これ以上しつこくして余計に嫌きらわれるのも嫌だったので、もう何もできなくなってしまった。

　こんなよく分からないままエミリちゃんとの別れを迎むかえるなんて、やっぱりモヤモヤするなあ……。






２









　茉まつ莉りが修正したネームを俺が確かく認にんしてから早さ乙おと女めさんにファックスして、早乙女さんからも修正が出て、それを更さらに直してからオーケーが出たので、今日から下書きの作業に入ることになった。




「この間、エミリちゃんに電話してみたんだけどさ」

　学校での休み時間。俺は茉莉の席まで行って話しかけた。

「……！　え、エミリに!?　なんで？」

「アシを辞めた理由、ちゃんと聞いてみようと思って……」

「ああ……。で、どうだったの？」

「でも、結局大した話できなかった。いつも通り、バカにされて終わったって感じ」

「何よそれ、情けな……」

　茉莉は軽くため息をつく。

「ちょっと二人とも～！　早く更こう衣い室行かないと！」

　そんな俺たちの元にみなせがやってきて、声をかけた。

「え、更衣室？　次体育だっけ？」

　そういえば、みんな教室から出て行ってるな。

「何言ってんの！　今日からプール開きじゃん！　プール入るの楽しみ～！」

「えっ……あ、そっか」

　みなせに言われて思い出した。プール開き、か……。

　別に泳ぐの好きじゃないし、まだ六月でそんなに暑くもないから、テンション上がらないよなあ。

　まあ、唯ゆい一いつの楽しみと言えば、うちの学校はプールが男女合同なので、女子の水着姿を見られる、ってことくらいだけど……。

「そっかプール！　忘れてたわ！　制服の上からじゃ分からない隠かくれ巨きよ乳にゆうを発見できるチャンス！」

　茉莉が嬉うれしそうにそんなことを言いながら、プールの用具を持って教室を出て行った。相変わらず男子みたいなこと言ってるな……。俺よりよっぽどテンション上がってるんじゃないのか？




　それから更衣室で水着に着き替がえ、プールサイドに出る。

「寒っ！」

　今日の気温は低めで、クラスメイトたちもみんな寒がっていた。沖おき縄なわは暑くて、海に入るにはちょうど良かったんだけどな。




　準備体操が終わり、『次回からは泳ぎに入るが、初回は自由にしていい』と体育教師が告げた。

　俺は特に泳ぐ気にもなれず、橋はし本もととプールサイドに座ってだべる。

「なるほどな……じゃあ、結局アシの子が辞めた理由はよく分からねえままなのか」

　橋本に、エミリちゃんが辞めたことやサイン会が決まったことなど、最近のできごとを一通り話していた。橋本とエミリちゃんは一応面識があるからな。

「ああ……」

「ところで泉せん、お前は誰だれの水着姿が一番好みだ？」

「え!?」

　橋本に唐とう突とつに変な質問をされて、俺は思わず焦あせる。

「何だよ突然!?　だ、誰、って言われても……」

　さりげなく、クラスの女子の水着姿に目をやった。

　みなせや山やま城しろさんといったクラスの派手な女子グループは、俺たちから三、四メートル程離れたプールサイドでなぜかプールに入らず立ったまま何か話している。そのおかげで、はっきりとスタイルを見ることができる。

　やっぱり群を抜ぬいてスタイルがいいのは、みなせかな……。いや、胸だけで言えば山城さんの方が勝ってるか。

　でも背の高さとか全体的なバランスを考えたら、やっぱりみなせか？　ビキニの時もすごかったけど、スク水ですらスタイルの良さが際きわ立だつな。

　いやしかし山城さんも、歩く度たびに胸が揺ゆれてすごい……。確かＨカップとか言ってたっけ？　この距きよ離りから見てもやべえな……。

「ん？　誰に見とれてんだ？」

「み、見とれてねえよ！　そういうお前はどうなんだよ？」

「俺か？　そうだなー、やっぱり、生い駒こまさん……」

「えっ……えぇっ!?」

　俺は驚きのあまり声を張り上げた。

「お、お前、やっぱり茉莉のこと……!?」

　そういえば、茉莉が転校してきたばかりの頃、やけに茉莉のこと気に掛かけてたよな!?

「……プッ！　ははははっははは！」

　だが、そんな俺の様子を見て、なぜか橋本は笑い始める。

「反応でかすぎだろ！　いや～やっぱお前と生駒さんってできてるんか？　だって毎日二人きりであの部屋で漫まん画が描かいてんだろ？　修学旅行の時もよく二人でいたし」

「な……!?　お、お前、からかったな!?　いや、マジでそういうんじゃないって！　茉莉はただの漫画の相方で……」

　そこで、俺は気付く。茉莉の姿が見当たらないことに。

「あれ？　茉莉はどこ行ったんだ？」

　みなせと一いつ緒しよにいないとなると、またどっかで一人でいじけてるんじゃあるまいな？　一いつ瞬しゆん不安になった。

「私が何よ？」

「ひっ!?」

　後ろから声がして振ふり向くと、茉莉が仁に王おう立ちしていた。

　今の会話、聞かれてないよな!?

「いや～、やっぱり学校のプールと言えばラブコメイベントのテッパンよね！」

　茉莉は特に何も気に留める様子もなく、上じよう機き嫌げんでそんなことを言い出す。

　やっぱり茉莉も、こうして間近で見ると、相当スタイルいいよな。

　胸だってそこそこあるし、ウエストや足はめちゃくちゃ細いし……それに、肌はだだって白くて綺き麗れいだし……。

　……って、今茉莉、なんて言った？　東京に戻もどってきてまで、ラブコメテッパンイベントがどうのこうのってやつ、続いてんのか？

「生駒さんは、うちのクラスの誰の水着姿が一番好み？」

　俺の隣となりに腰こしを下ろした茉莉に、橋本がそんな質問をし始めた。

　こいつ、女子にまでそんなこと聞いてどうすんだよ!?

「そうねえ、やっぱり香こう月づきさん……否いなっ！　おっぱい大だい魔ま神じんの私としては、やはりうちのクラス一巨乳の山城さんが一番ね！」

「えっ!?　俺、男で、って意味で聞いたんだけど……」

　橋本が、茉莉の回答に驚く。

「それにしても、ビキニも良かったけどやっぱりなんだかんだ言ってスク水こそ至高よね!?　そう思わない!?」
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　茉莉が橋本を無視して、俺に同意を求めてきた。

「え、そ、そう？　俺は別に……どちらかといえば、ビキニの方が……」

「あんた、まだ何も分かってないわね!?　スク水といえば貧ひん乳にゆうロリ体型が似合うとされてるけど、そんなスク水をあのＨカップの山城さんが着用して、あのあんまり似合ってない感じがアンバランスな魅み力りよくになってよりエロく魅力的なんじゃないの！　お姉さんキャラがツインテールしてたりロリな格好してると、似合ってないけどエロい！　萌もえる！　みたいな！　分かるでしょ!?」

「え!?　う、うーん……」

　茉莉に言われて、俺は今一度山城さんの水着姿に目をやる。

　……似合ってないけど魅力的、か……。なんか言われてみれば、あのスク水が身体からだにぴっちり張りついてるところとか、ビキニよりエロく思えてきたような気もする。

「な、なるほど……確かに、悪くないかも……」

　思わず、相変わらずプールサイドで立ったまま他ほかの女子とはしゃいでいる山城さんのスク水姿に見とれてしまう。

　どうやらあの女子の集団は、プールサイドからプールに突つき落とし合う遊びをしているようだ。みなせと山城さんは、まだ落ちてない。

「……ってあんた……どんだけ鼻の下伸のびてるわけっ!?」

「えっ!?　茉莉が魅力を説いてきたんだろ!?」

　茉莉は突とつ然ぜん、憤ふん慨がいした様子でプールサイドから立ち上がる。そして次の瞬間。

「おわあっ!?」

　茉莉がすごい力で俺の背中を押し、俺は思いきりプールの中に突き落とされた。

　茉莉、なんて馬ば鹿か力ぢからだ!?　俺はプールの底の方まで沈しずみ、慌あわてて水面から顔を出す。

「キャーッ!?」

　しかしそんな悲鳴が聞こえてきたかと思うと、顔を出した瞬間に俺の顔の上に何かが落ちてきて、俺は再び水の中へと沈むハメになる。

　なんだこの落ちてきたモノは……？　青くて、顔に思いっきり当たったけど、柔やわらかくて、弾だん力りよくがすごい……。

「「ぷはあっ！」」

　もう一度、水から顔を出した。

　俺の隣で、俺と同時に誰かが顔を出したようだ。

「……って、み、みなせ!?」

　待てよ、今俺の上に落ちてきたのって……みなせ!?

「ああっ、泉!?　あたしの下にいたのって泉!?」

「そうだけど……俺、茉莉に突き落とされて……」

「あたしも今、みんなに思いっきり水の中に落とされて……って、じゃあさっき、あたしの胸に思いっきり当たったのって……泉だったの!?」

「え!?」

　じゃあさっき俺の顔の上に落ちてきたのは、みなせの胸!?　あの大きさ、柔らかさ、弾力……確かに、みなせの胸だったら納なつ得とくがいく。感かん触しよくを思い出して、思わず一瞬興奮してしまう。

「も、も[image: ～][image: ～]超ちよう最悪っ！　思いっきりあたしの胸触さわったでしょ!?」

　みなせは顔を真っ赤にさせて怒おこり始める。

「え、さ、触ってないって！　ちょうど顔の上に落ちてきたっていうか……」

「えっ、し、しかも顔だったの!?　余計最悪なんだけどーっ！」

　みなせは更さらに顔を赤くして自分の胸を押さえた。

　いや、俺は茉莉に突き落とされただけで、むしろ被ひ害がい者しやなんですが!?

　みなせは俺にバシャッと水を思いっきり掛けると、すぐに俺に背中を向けてさっさとプールから上がった。

　かけられた水が鼻に入って痛いし、みなせを怒らせてしまい落ち込みつつ俺もプールから上がると、茉莉がプールサイドに座って俺を睨にらみ付けていた。

「ちょっと茉莉、茉莉のせいで俺は……」

「ふんっ……このセクハラ男！」

「はあっ!?　だ、誰のせいだと思ってんだよ!?」

　なんであんな酷ひどいことしておいて茉莉がキレてんだよ!?

　なぜか俺にキレてる茉莉に、俺も逆ギレして、俺たちはその日プールが終わる時間まで、ずっと口くち喧げん嘩かを続けたのだった。




　　　　＊




　仕事場からエミリちゃんの姿が消えてから、二週間が経過した。

　人物の下書きが大体終わって、いつもだったらそろそろエミリちゃんに入ってもらって俺たちがペン入れを進める中、同時進行で背景や枠わく線せん引きの作業を進めてもらう頃ころだ。

　だが彼女がいなくなった今、俺たちはひたすら二人で作業を進める。

　相変わらず、茉莉の仕事場での様子はなんだか少しおかしかった。

　学校ではいつも通りなのに、仕事場で二人きりになるとなんだか妙みように緊きん張ちようしているような様子なのだ。茉莉が緊張していることが俺にも伝わってきて、なんだか俺まで妙に意識してしまい、ここ数日間仕事部屋は静まり返っていることが多かった。

　そういえば、修学旅行は終わったっていうのに、この間まだラブコメテッパンイベントが～とか言ってたけど……茉莉は今後も俺にラブコメイベントを教えてくるつもりなのだろうか？

　そんなことを考えてしまい、俺は仕事中もずっとドキドキしていた。

　そのとき、ペンを進める音だけが響ひびく仕事部屋に、電子音が鳴り響いた。茉莉の携けい帯たいの着信音だ。

「！　早乙女だわ……」

　茉莉は携帯の画面を見てそう言ってから電話に出た。

　早乙女さんか。一体何だろう。

「はい、生駒です。ええ。……えっ、本当!?」

　茉莉は少し驚おどろいた様子で声を上げる。

「ええ。明日あしたからでも入って欲しいくらいよ！　……え？」

　もしかして、アシスタントが見つかったっていう知らせか？　だが次の瞬間、茉莉の表情が曇くもった。

「なっ!?　そ、それは……困るわ！　早乙女さんも覚えてるでしょ!?　前のときトラブったの！　その男だけはパスよ！　……だ、だって、仕方ないじゃない！」

　茉莉は何やら憤慨しているような困っているかのような様子だ。何だか、せっかく見つかったアシスタントを断ってるっぽい感じだけど……。

　やがて茉莉は電話を終える。

「今の……新しいアシスタントが見つかった、って電話だったんじゃ？」

　俺の言葉に茉莉はギクリとする。

「そ、そうだけど……断ったわ」

「やっぱり！　なんで!?」

　エミリちゃんがいなくなって困ってるこの状じよう況きようで、なぜそんなことを!?

「し、仕方ないじゃない！　早乙女が見つけた入れそうなアシっていうのが、前うちに入ってたアシだったのよ！　前にエミリが入ってたときに入ってたもう一人のアシよ。前にも話したと思うけど、あからさまにエミリにデレデレしてて、私がエミリに注意するとエミリを庇かばって私に反論してきたりするっていうすっごく迷めい惑わくな男！」

「あ、ああ……」

　茉莉の話を聞いて、そういえば以前にそんな話を聞いたことがあるな、と思い出した。

「あの男にまたアシをやってもらうくらいなら、アシなんていない方がマシよ！」

「えぇ？　そ、そこまで言うほど……」

　そんな選えり好みしてる場合じゃないんじゃないの？　なんて言おうとしたが、当時の様子を俺は知らないし、茉莉がそこまで言うのなら、仕方ないと思い直す。

　茉莉にとって仕事場を居い心地ごこちが悪い場所にするわけにはいかないもんな。

「……？　な、何よ……何も言わないの？」

「え？　何も、って？」

「そんな選り好みしてんじゃない、とか……」

　茉莉は不安げな表情で俺に尋たずねる。自分でも分かってるんじゃないか。

「言わないよ。茉莉がそんなに嫌いやなら仕方ないし」

「……。せ、泉……」

　茉莉は驚いた表情で俺を見つめた。

「別のアシスタントが見つかるまで、気長に待とう」

「…………。あ……ありがとう」

　茉莉は本当に小さな声で、俺に礼を言った。驚いて顔を見ると、真っ赤になっている。

　こんなことで礼を言ってくれるなんて、茉莉も素す直なおになったよなあ。




　やがて今日の分の原げん稿こう作業を終え、俺は帰り支じ度たくをする。

「あ、あの、泉……こ、この後、もうちょっとだけ……時間ない？」

「え!?」

　茉莉がなんだか恥はずかしそうにそんなことを言い出した。

　俺はそんな茉莉の言葉と様子に、思わず動どう揺ようする。もう仕事は終わったっていうのに……一体何なんだ!?　茉莉は赤くなって恥ずかしそうにしてるし、ま、まさか……。

「そ、その……まだ教えてないテッパンイベントがあるのよ！」

　や、やっぱりそれか──！　ついに来た──！

「あ、ああ、大だい丈じよう夫ぶだけど」

　なるべく動揺を抑おさえて、平静を装よそおって返事をした。

「！　じゃあ、ちょっと……いや、暫しばらくの間、ここで待ってて！　私が呼びに来るまでこの部屋から出ちゃだめだから！」

「え!?」

　茉莉はそれだけ言い残すと、仕事部屋を出て行った。暫く待ってて、って……なんだよそりゃ!?

　ここにいろって言われても、何して待ってりゃいいんだよ。腹も減ったし……。

　仕方なく俺は、原稿作業の続きを進めることにする。

　それにしても、テッパンイベントって一体、茉莉は何をするつもりなんだ？

　修学旅行では『修学旅行でのテッパン』を俺に教えてきた。

　ということは、今は茉莉の家なわけだから、『家でのラブコメテッパンイベント』になるのか？

　原稿作業を進めるつもりが、完全に手が止まってしまい、勝手に妄もう想そうが進んでしまう。

　家で、ラブコメにありがちなサービスイベント、といえば……。

『おかえりなさいあなた♥　ご飯にします？　お風ふ呂ろにします？　それともわ・た・し？』

　俺の脳内には一いつ瞬しゆん、エプロン姿の茉莉がそんなことを言っている場面が現れた。

　──って俺、何考えてんだよ!?　新にい妻づまの茉莉、だなんて……。

　でも、家でのベタなシチュエーションっていったらそういう感じだよな？

　茉莉は仕事部屋を出て行ったが、どの部屋へ行ったのだろう？　『ご飯』……キッチンか？　『お風呂』……風呂場か？　『それともわ・た・し？』……ま、まさか、寝しん室しつ!?

　今まで茉莉の仕事場で見てきた萌もえ系の漫まん画がやアニメ、エロゲの知識が勝手に脳内を駆かけ巡めぐる。

　風呂場でのベタなイベントといえば……。

『泉、一いつ緒しよにお風呂入るわよ！　背中流してあげるから……』

　風呂で恥ずかしそうにそんなことを言う茉莉の姿が脳内に現れる。

　……って、いくらなんでもそれはないだろぉ!?　俺、何考えてんだよっ！

　ああ、もうダメだ！　妄想が止まらない！

　そんでもって、キッチンでのイベントといえば……。

『今ご飯作ってるから、もうちょっと待ってて♥』

　そんなことを言いながら裸はだかにエプロン姿で料理をしている茉莉の姿が脳内に現れる。

　い、いや、裸にエプロンって、そんなことするわけないだろ！　エロゲじゃあるまいし！　俺、緊張と興奮のあまり大分脳が沸わいてきたな!?

　最後に、寝室でのイベントといえば……『泉、早く隣となりに来て♥』なんて、ベッドで──

　って、バカか俺はっ!?　もうやめだやめ！　これ以上妄想したら頭がおかしくなりそうだ！　ああ、くそっ、茉莉、早くしてくれ！




　三十分程ほどが経過して、俺が散々妄想し尽つくしても、一向に茉莉は部屋に戻もどってこなかった。

　いい加減腹も減ってきたし、そろそろ茉莉の元へ行こうかと悩なやみ始める。だけど、『私が呼びに来るまでこの部屋から出ちゃだめ』とか言われたしなあ……。




「キャッ！」




　そのとき、別の部屋から微かすかに茉莉の小さな悲鳴が聞こえてきた。心配になって俺は思わず部屋を飛びだす。

「茉莉!?」

　声が聞こえたのはリビングの方からだったので、リビングの扉とびらを勢いよく開けた。そんな俺の目に飛び込んできたものは……。

「なっ!?」

「……!?　え、せ、泉!?」

　リビングにやってきた俺の姿を見て、茉莉は驚いて声を上げた。

「あんた、なんで来たの!?　私が呼びに来るまで来ないで、って言ったじゃない！」

　俺の方に身体からだ全体を向けて、少し動揺した様子の茉莉。

　そんな茉莉は、珍めずらしくキッチンに立ち、包丁片手に料理でもしていたかのようなのだが……。

「な、な、な……!?」




　なんと、白のフリルエプロンだけを身につけている、という姿だった。




　所謂いわゆる、裸にエプロン、である。

　さっき、そんなわけないと思いつつ妄想してしまったが……まさか本当にこんな格好をしているなんて！

　短いフリルエプロンの胸むな元もとからは、ほんの少し茉莉の白い胸の谷間が見えている。思わずその姿に釘くぎ付づけになってしまう俺。

　茉莉が言ってたテッパンイベントって、これのことなのか!?

　確かに裸にエプロンって、萌えのテッパンだし、男の夢だと思うけど……まさか茉莉がここまで身体を張るなんて!?

「だ、だって、なんか悲鳴が聞こえたから……ま、ま、まさか、本当にそんな格好で料理してるなんて思わないし……」

　なるべくあからさまに見ないようにしようとは思いつつ、嫌でも視線が茉莉の身体にいってしまう情けない俺だ。

「……っ！　あ、こ、これは……」

　茉莉は俺の言葉に、自分の身体を見下ろして顔を赤くした。

「も、もしかして、その格好……は、裸にエプロンが、さっき言ってた『テッパンイベント』ってこと……？」

　俺は動揺しつつも茉莉に尋ねる。

「えっ……!?　バ、バカ！　ちがっ……！　いや、そうだけど違ちがう！　裸にエプロンなんかじゃないわよっ！　水着にエプロン！　こういう格好で料理するってシチュ、萌え系のアニメとかエロゲであったから……！」

　茉莉は赤くなったまま大おお慌あわてで説明する。

「え!?」

　み、水着にエプロン……？

　茉莉に言われて、冷静になってよく見れば……エプロンのフリルで見えにくかったが、ビキニの水着が白いエプロンの下にチラッと見えていた。さらに、下半身はエプロンの下に水着の短パンらしきものを穿はいている。

　な、なんだ……下に水着着てたのか！　俺、さっき妄想してしまったがために、早とちりしすぎだろ！

　いや、水着にエプロンでも十分に刺し激げき的な格好であることには間違いないが……。

「……って、あれ……」

　そこで、茉莉の左手の指先から赤いものが流れていることに気付いた。

　もしかして、血!?　包丁で指を切ったのか!?

「茉莉、それ、指！」

「……え？　……！　キャアアッ！　何これぇ!?」

　茉莉は俺に言われて指を見ると、もう一度悲鳴を上げた。さっきの悲鳴は指を切ったから、だったのか……。

「ちょっと切っただけだったのに、いつの間にこんなっ……!?」

　茉莉は滴したたる血を見て、見る見る顔色を青くする。

　動揺して涙なみだ目めになってオロオロするだけの茉莉を見て、もしかして茉莉って血がダメなのか？　なんて思う。

「と、とにかく！　水で洗ってから止血しないと！」

　そんな茉莉の姿に俺まで動揺したが、慌あわてて茉莉の手を取って水道の蛇じや口ぐちから水を流し、とりあえず指先の血を洗った。傷口を見ると、傷は浅いみたいだったのでホッとする。

「良かった。傷、大したことなさそうだよ」

　蛇口を捻ひねって水を止めながら俺が茉莉の顔を見て言う。

　すると、茉莉は真っ赤な顔で涙目のまま俺を見つめていた。

「ん……あ、ありがと……」

　茉莉は恥ずかしそうに礼を言った。そこで俺はやっと咄とつ嗟さに茉莉の手を摑つかんでしまったことに気付き、慌てて手を離はなした。俺の方まで顔が熱くなってくる。

「ご、ごめん。つい……。あ、絆ばん創そう膏こうどこ？　取ってくるよ！」

　慌ててたから一瞬忘れていたが、茉莉が刺激的な格好だったことに気付いて、慌てて茉莉から離れた。

「あ、あとは自分でできるから大丈夫よ！　料理できたら呼ぶから、それまで仕事部屋で待ってて！」

「え、そ、そう？」

　真っ赤な顔で茉莉に言われて、俺は慌ててリビングを出て行った。




　廊ろう下かに出て扉を閉めて、俺は大きなため息をつく。

　茉莉があんな姿だったこともあるけど、茉莉の手に触ふれて、茉莉にあんな風に至し近きん距きよ離りで見つめられて……まだ胸のドキドキが収まらない。

　それにしても、まさか茉莉がリビングで料理をしていたなんて。普ふ段だん料理なんて一いつ切さいしないっていうのに、一体どういう風の吹ふき回しだろう。




　悶もん々もんとしながら、仕方なく俺は再び仕事部屋に戻り、仕事を進める。

　その間も先ほどの出来事や、茉莉の水着にエプロン姿を何度も思い出してしまった。

　それから一時間程度経過した頃ころ。

「ま、待たせたわね！　もう来ていいわ！」

　茉莉が仕事部屋に俺を呼びに来た。

　相変わらず、水着にエプロン姿のままだ。

「あ、う、うん……」

　動どう揺ようしつつも、二人でリビングへと移動する。




　リビングの扉を開けると、テーブルの上には、茉莉が作ったと思われる食事が並んでいた。肉じゃがに、卵焼き、味み噌そ汁しる。美味おいしそうな匂においがしている。

「わー、美味しそうじゃん！　茉莉って、料理できたんだ!?」

「……！　ふ、ふん……と、当然でしょ!?」

　茉莉のセリフは自信満々という感じだったが、表情や声こわ色いろになんだか焦あせっているような感じを受けた。

　なんか茉莉、見み栄え張ってないか……？　いや、でも実際料理は見た目も匂いも美味しそうだけど……。

　そこで俺は、少し前に食べた茉莉の妹、杏あん璃りちゃんの作った料理を思い出す。

　見た目は美味しそうなのに、ものすごく強きよう烈れつな味で、その上俺は食べた後腹を壊こわした。姉し妹まいなわけだから、茉莉の料理も『見た目は美味しそうなのに味はとんでもない』ということも起こりえる……。

「ちょ、ちょっと。食べないわけ？」

　俺が一いつ瞬しゆん色々思いを巡めぐらせていると、茉莉が不安げな表情で俺に尋たずねた。

「え!?　いや、食べていいなら勿もち論ろん頂くよ！」

　いやいや、こんな風に勝手に想像して決めつけるのは茉莉に失礼だよな！　そう思い直して、俺はテーブルについて茉莉の作った料理を食べ始めることにする。茉莉も、俺の向かいの椅い子すに座った。

「……って、茉莉……その、着き替がえないの？」

　水着にエプロン姿のままで食事をとろうとしている茉莉に、俺は尋ねる。正面でそんな格好されてると、めちゃくちゃ気になるんだけど……。

「……！　き、着替えたら……意味ないじゃない。ちゃんとやりきってこその『テッパンイベント』なんだから！」

　茉莉は恥はずかしそうに、半ばヤケクソ気味にそう言った。

　そうか、これまだ『テッパンイベント』が続いてるんだな……。茉莉の『テッパンイベント』へかける情熱は、生半可なものじゃなさそうだ。

「じゃあ……い、いただきまーす」

　まず肉じゃがに箸はしを付ける。うん、やっぱり見た目は美味しそうだな……。

　俺は先日杏璃ちゃんの料理で腹を壊したことをどうしても思い出してしまい、思わず警けい戒かいして肉じゃがをじっくりと観察する。

「な、なんでなかなか食べないのよ？」

　気付くと、正面に座る茉莉が不安げな表情で俺の様子をじっと見ていた。

「え!?　た、食べるって！　美味しそうだなあと思って見てただけだよ！」

　俺がそう答えた瞬間、茉莉が突とつ然ぜん席を立った。そのまま自分のご飯や箸を持って席を離れ……。

「……え!?」

　なんと、俺の隣となりの椅子に座った。

「……っ、メ、メインイベント、消化するの忘れてたわ……」

　茉莉は俯うつむいて恥ずかしそうに呟つぶやく。

「メ、メインイベント？」

　何のことか分からず聞き返すと、茉莉は俺の言葉に答えることはせず、黙だまって肉じゃがに自分の箸を伸のばす。かと思ったら……。




「あ……あーん」




「えっ……えぇぇぇぇ!?」

　なんと、肉じゃがを俺の口元まで運んできたのだ。

　メインイベントって、これのことか!?　つまり、今回のテッパンイベントは、水着にエプロンで料理をすることと、その料理を食べさせる、ということ？
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　いや、確かに、男性向けのラブコメ漫まん画がやエロゲではベタなシチュエーションだが……。

「だ、だって、手料理って言ったら、これが基本じゃない！　ほ、ほら……早く口開けなさいよ！」

　茉莉は顔を真っ赤にして恥ずかしそうに言う。

　俺の隣に来たことにより、より鮮せん明めいに茉莉の『水着にエプロン』姿が見える。俺の位置からだと、エプロンから覗のぞく艶なまめかしい白い胸の谷間が近い距離で見え、思わず目が釘くぎ付づけになってしまう。

　さらに、俺より少し背の低い茉莉は必然的に上うわ目め遣づかいになって俺を見ているのだが、その表情もまた、なんともそそるというか……。

「ほら、あーん！」

　俺がそんなことを考えて呆ほうけていると、痺しびれを切らした茉莉が再度そう言って箸を俺の口元に近づけてくる。

　仕方なく俺は、口を開いた。茉莉が俺の口の中に肉じゃがを運ぶ。

「……っ!?」

　一口味わって、なんとも言えない衝しよう撃げきが俺の中に走った。

　肉にも、ジャガイモにも、味がしない。

　いや、しないと言えば噓うそになる。すごく薄うす～い味がするが、ほぼしない。

　しかも、ジャガイモがめちゃくちゃ固い。多分、煮にえてない。

　やっぱり茉莉の奴やつ、杏璃ちゃんとほぼ変わらない料理の腕うで前まえじゃないか……！

　いや、杏璃ちゃんの料理よりはいくらかマシかもしれないが、正直、少しマシ、という程度だ。

「ど、どう……!?」

　茉莉が、心から心配そうな顔で、俺に尋ねた。

　俺は無味の肉じゃがを嚙かんで飲み込みながら少し考えて、

「お……おいしいよ」

　と、答えた。

　さすがにここまでしてくれた茉莉に、本当のことを言うことなんてできるはずがない。

「……？　ほ、本当に？　無理に褒ほめられたって嬉うれしくないから本当のこと言いなさいよ！」

　茉莉が疑いの眼まな差ざしで俺を見つめた。まずい、噓言ってるってバレる……！

「本当だってば！」

　焦った俺は、自分の取り皿に肉じゃがを取り、口へ運ぶ。もしかしたら食べているうちに美味しいと感じるようになるかもしれないし……。

「……っ！」

　しかし、二口目もやはり美味しくなかった。というか、相変わらず味がない。

　茉莉は、自分が料理を食べることも忘れて、そんな俺の様子を真しん剣けんに見つめている。

「お、おいしい！　やっぱり美味しいな～！」

　そんなに見つめられたらとにかく美味しいフリをし続けなければならないと焦り、俺はそう言ってから、その後も積極的に茉莉の料理を食べた。

　肉じゃがの次に卵焼きも食べたが、これまた味がない。ケチャップなんかをかけたらスクランブルエッグ的な感じで美味しいかもしれないが、完成された料理にソースをかけたら茉莉に『やっぱり美味しくないんだ』って思われるだろうしな……。

「んぐ、んぐ……はあ……」

　肉じゃがや卵焼きを一通り口に入れてから、なんとか無理矢理嚙み切り飲み込む、という作業を必死で繰くり返した。味がないものを食べ続けるって、辛つらいんだな……。

「お、おいしかったよ……」

　一通り食べたところで茉莉の方を見て告げると……。

「!?　ちょっ……あ、あんた、涙なみだ出てるわよ!?」

「……えっ!?」

　言われて、自分でも驚おどろいて目元を触さわる。確かに、目め尻じりに少し涙が溜たまっていた。

　辛いとは思ってたけど、まさか涙が出るほどだなんて……！

「もういいわよ、そんな風に無理しなくて……。なんで涙が出るほどまずいのに美味しいフリなんかするのよ！」

「ま、まずいわけじゃないって！　ただちょっと、あまりに味がなくて食べ続けるのが辛かっただけで……」

　って、思わず本当のことを言ってしまった！

「あ、いや、その……」

　茉莉は俺の言葉を聞いて暗い表情になってから、肉じゃがを一口食べる。

「…………。全っ然おいしくない……」

　食べてから、深いため息をついた。

「やっぱりダメね……。ムカつくけど、エミリの料理とは雲うん泥でいの差……。慣れないことするとうまくいかないわ……」

　茉莉はこっちがびっくりするほど落ち込んだ様子で言う。

「やっぱり私には、エミリの代わりは無理、ね……」

「え……!?　ま、茉莉……」

　茉莉はため息をつきながら、そんなことを呟いた。

　茉莉は、エミリちゃんの代わりになろうとして、慣れない料理なんてしてくれたっていうのか？

　確かにエミリちゃんがいたときは、たまに仕事場で手料理を振ふる舞まってくれることがあった。本人曰いわく、「わたしが自分の料理を食べたいから」とのことらしいが。

　エミリちゃんの手料理は本当にどれも美味おいしく、俺は密ひそかに彼女の手料理が楽しみだった。

　いなくなってからは、食事は出来合いの弁当を買ってきて食べるようになり、エミリちゃんの美味しい手料理が何度か恋こいしくなったりもした。

　エミリちゃんの代わりは無理、と落ち込む茉莉に、そんなことないって、と俺はフォローしようとしたが、茉莉が何だか寂さみしげな顔で考え込んでいる様子だったため、なんとなく声をかけられなかった。

　茉莉は、もしかしてエミリちゃんのことを思い出しているのだろうか。




　エミリちゃん、か……。勿論彼女の手料理も恋しいが、こういうときは一層エミリちゃんが仕事場にいたときのことを思い出してしまう。




　それから片付けるのを手伝おうかと言ったが、茉莉が大だい丈じよう夫ぶだと言うので、俺は茉莉に感謝しつつその日はそのまま帰宅した。







　翌日。

　この日もいつも通り、仕事場で二人で原げん稿こう作業を進めていた。

「茉莉、このページだけど……。……!?」

　原稿作業で確かく認にんしたい箇か所しよがあって茉莉に声を掛かけたのだが、茉莉の方を見て俺は驚いた。茉莉は机の上で眠ねむそうにウトウトしていたのだ。

「ま、茉莉!?　起きて！」

　茉莉はペン入れの作業中でペンを持っていたので、寝ねぼけて原稿を汚よごしたら大変だと思い、俺は慌あわてて大声を上げて茉莉を起こす。

「……はっ!?」

　茉莉は俺の声に目を覚ました。原稿を汚す前に意識が戻もどって良かった。

「そんなに眠そうなの、珍めずらしいね？」

　茉莉が原稿作業中に眠りそうになっていることは滅めつ多たにないので、少し驚いた。

「別に、ちょっと寝不足で……」

「え……もしかして、昨日遅おそくまで原稿作業やってたの？」

「……まあ、少しだけ」

　今日仕事場に来て昨日より原稿作業が進んでいたので、夜作業を進めたということは分かっていたが、まさか睡すい眠みん時間を削けずってまで作業していたとは。

「なんだってそんなに無理して原稿進めてたの？　まだそこまで切せつ羽ぱ詰つまってるわけでもないのに」

「……。エミリがいなくなったから、エミリの分も頑がん張ばらないとダメだと思って。昨日のアシスタントの話も私が断っちゃったし……」

　茉莉は少し暗い表情で言う。

　茉莉は、昨日アシスタントを断ったことに責任を感じている、ということもあるのかもしれない。だけど、もしかしたらそれ以上に……エミリちゃんがいなくなった穴を、必死に埋うめようとしているのではないのだろうか。

　昨日夕飯を作ってくれたのも、エミリちゃんの代わりに、という感じだったし。

「お、俺も……今まで以上に頑張るからさ、茉莉ばっかり無理して頑張らないでよ」

　茉莉のことが心配になって、俺は思わずそんな言葉を口にしていた。この調子で無理して頑張り続けたら、体調を崩くずしてしまうんじゃないだろうか、と不安になった。

「せ、泉……」

　茉莉は俺の言葉を聞いて、黙って俺を見つめた。

「やっぱり、エミリちゃんの抜ぬけた穴は大きいよね。エミリちゃんがいないと仕事場もなんとなく寂さびしいしさ」

　最近仕事場が妙みように静かなのは、エミリちゃんがいないことに加えて、俺も、多分茉莉も、二人きりだってことを変に意識してしまってるから、ってこともあるとは思うが。

　茉莉にこんな風に無理させてるなんて、良くないよな。一刻も早く新しいアシスタントに入ってもらわないと。

　勿もち論ろん、エミリちゃんに戻ってきてもらうのが俺たちにとって一番いいんだけど、それは難しいだろうし……。

「……！　あんた、やっぱり、そんなにエミリのことが……」

　茉莉は神しん妙みような顔で俺を見て、何かを言いかけた。

「え？」

「い、いや……」

「茉莉は、寂しくないの？　エミリちゃんがいなくなって」

　よく喧けん嘩かしてるけど、茉莉はエミリちゃんが辞やめると言い出したとき、すごくショックを受けているように見えた。茉莉自身だって、エミリちゃんがいなくなったことを寂しく思っていると思うのだが。

「フン……別に。どうでもいいわ、あんな薄はく情じような女」

　茉莉は冷たくそんなことを言うが、俺にはそれが本心には見えなかった。

　急に辞めてしまったエミリちゃんに対して怒おこっているということは、悲しい、寂しいという気持ちの裏返しなのではないか、と思う。

「でも、自分の夢に向かって頑張ろうとしてるのに、戻ってきて欲しいなんて言えないよな。エミリちゃんの夢を邪じや魔ますることになるし」

「あんた……エミリが辞めた理由、本当にそれだと思ってる？」

「……え？」

　茉莉の言葉に一いつ瞬しゆん戸と惑まどう。そういえば茉莉は、エミリちゃんが辞めるって言い出したとき、様子がおかしかった、って言ってたよな。

「いや……俺だって最初そうじゃないと思ったんだよ。俺に対して何か怒ってて、それで辞めたんじゃないか、って。だけど、前も言ったけど、電話でそう聞いたらそういうわけじゃない、って言うしさ」

「私も……あんたが聞いた後、電話でエミリに聞いたのよ。辞めた本当の理由」

「え、茉莉も聞いてたんだ!?　エミリちゃん、なんて!?」

　やっぱり、茉莉もエミリちゃんのこと気に掛けてたんだな。

「仕事場で言った通りだから、の一点張り」

「そっか、やっぱり……」

　俺だけでなく茉莉にもそう答えたなら、やっぱりエミリちゃんが辞めた理由は本当にあの場で言った通りなのかもしれない。

「でも、私はそうじゃないと思う」

「え!?」

　茉莉がきっぱりと言い切ったので、俺は驚く。

「なんか様子がおかしいのよ。辞めるって言ったときも、電話で話したときも……。あの子が辞めた理由は他ほかにあると思う」

「他に……？　どんな理由？」

「それが分かったら苦労しないわよ。何度聞いてもあの子、同じことしか言わないんだから」

　エミリちゃんが辞めた理由は、他にある？

　俺よりエミリちゃんのことをよく知っているだろう茉莉がここまで断言するなら、本当にそうなんじゃないかと思えてくる。

「あの子、なんか私たちに隠かくしてるような気がするのよ。もしかしたら、何かに悩なやんでるような気もする。……わざわざ相談に乗ってあげようとしてるってのに、本心を言ってくれないんだから……もうどうしようもできないわ」

　茉莉は腹立たしそうに言うが、その様子は寂しそうにも見えた。

　今まで、夢のためにアシスタントができなくなったなら、仕方ないと思った。エミリちゃんの夢は邪魔したくない、と。

　だけどそうじゃないなら……まずはきちんと本当の理由が聞きたい。何かに悩んでいるなら尚なお更さら話を聞きたいし、辞めた理由によっては、また戻ってきてもらうよう説得したいとも思う。

　俺だって、もうエミリちゃんに会えないなんて寂しいし、このまま茉莉に無理をさせたくない。

　茉莉のこの様子を見るに、茉莉も寂しいと思っているように見えるし、俺たちの仕事場にはエミリちゃんの存在が必要なんだと思う。

「そっか……そういうことなら、俺、直接エミリちゃんと会って話してみようかな！　まずは、辞めた本当の理由を聞いて、理由によってはもう一回戻ってもらえないか説得したい！」

　俺が覚かく悟ごを決めて言うと、茉莉は俺の顔を呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

「……。私には絶対に素す直なおにならないけど、もしかしたら、あんたにだったら……何か話すかもしれない……」

　茉莉には話さないのに、俺にだったら何か話すかも？　俺自身は、決してそんな風には思えないけど……。

　だけど、やっぱりこんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態でエミリちゃんと別れるなんて嫌いやだ。何にせよ、もう一度きちんと話がしたい。

「本心を話してもらえるかどうか分からないけど、とにかくもう一回連れん絡らくとってみるよ」




　俺はその日の夜家に帰ってから、早さつ速そくエミリちゃんにラインを送った。






３









　先日の電話の様子から断られることを覚悟でエミリちゃんに『話があるから会って欲しい』という内容のラインを送ったのだが、来た返信は意外なものだった。

『会うって、どこでですか？』

『カフェとか？　話せるなら、他の場所でもいいけど』

『じゃあ、わたしの行きたい場所でもいいですか？』

『え？　勿論！　どこ？』




　まさかエミリちゃんがこんなに簡単に会ってくれるなんて思っていなかったので、驚おどろいた。

　せっかく会えることになったんだ。まずはエミリちゃんが行きたいという場所に付き合って、エミリちゃんに楽しんでもらえるよう頑張ろう。

　それから、真しん剣けんに自分の気持ちを伝えて、説得するんだ！




　そしてあっという間に話は進み、数日後の日曜日。

　俺はエミリちゃんに指定された都内のとある駅へとやってきていた。

　エミリちゃんを待つ間、駅にやたらとカップルが多いことに気付く。他にも若い女の子同士や家族なんかも多い。

　それもそのはず。この駅の近くには有名な遊園地があるのだ。

「お待たせしました」

　そこでエミリちゃんがやってきた。数日ぶりに会うエミリちゃんに、俺は何だか少し緊きん張ちようしていた。

　いつも通り髪かみ型がたもメイクも服装も可愛かわいく決めて彼女は現れた。

　なんだか見覚えのある服だと思ったら、先月一いつ緒しよに新宿に行ったとき買ったワンピースを着ていた。

「今日はわざわざごめんね」

「いえ、わたしもちょうどここ、行きたいと思ってたので」

「え!?　ここ、って……」

「勿論、この駅にある遊園地ですよ。この駅にはそこ以外行く場所ないじゃないですか」

「え!?」

　俺は大げさに驚く。まさかとは思ったが、本当にエミリちゃんが俺と遊園地に行こうとしていただなんて！

　だって遊園地なんて、どう考えてもデートスポットじゃないか。エミリちゃんはなんで俺と遊園地なんかに行こうとしてるんだ？

「君きみ島じまさんと、どうしても行きたかったんです。せめて、最後の思い出作りに……」

　俺が狼狽うろたえていると、エミリちゃんが突とつ然ぜん頰ほおを赤らめてもじもじしながら、上うわ目め遣づかいで俺を見つめてそんなことを言ってきた。

「えっ!?　な、何言って……」

　さ、最後の思い出作り!?　エミリちゃん、突然何言ってんだよ!?

　それって、これからもう仕事場で会えないから、ってことか……？　いや、そんなバカな！

　俺が更さらに狼狽えてオロオロしていると。

「……ぷっ」

「え!?」

「とでも言うかと思っちゃいました─!?　きゃははははは！　あーおっかしい！　真っ赤になっちゃって、ほんっと君島さんも懲こりないですねー！」

「なっ……!?　……は、ははは」

　悪あく魔まのように笑い出したエミリちゃんを前に、俺はもう怒る気にもなれなかった。

　ああ、またからかわれたってわけか……。本当に俺、エミリちゃんの言う通り懲りないな。何回騙だまされたら気が済むんだよ。

　エミリちゃんが本心でそんなこと思うなんて、あるわけないっていうのにな。

　冷静になってみたらすぐ分かるんだが、どうしても彼女の迫はく真しんの演技を前に、毎回一瞬騙されてしまう。

「で、どこからが噓うそなの？　遊園地に行きたいってのは？」

「ちょっとなんですかそれー。人をウソツキみたいに」

　エミリちゃんは不満げに頰を膨ふくらませてみせた。いや、現にウソツキじゃないか。

「遊園地に行きたいってのは本当です！　次の漫まん画がで主人公が好きな男の子と遊園地デートのシーンがあるから、取材に行きたかったんです。資料用の写真も撮とりたいし、実際に行って漫画の参考にしたくて」

「取材？　ああ、なるほどね」

　行きたかったって、漫画の取材か……。

「学校の友達を漫画の取材に付き合わせるのも悪いし、君島さんに付き合ってもらえるならほんと助かります」

「あ、あはは……そう。それなら良かった」

　満面の笑えみで言うエミリちゃんに、俺は苦く笑しようした。そういうことなら、これでようやく納なつ得とくがいった。

「で、君島さんの話っていうのは、何なんですか？」

「……！　あ、まあそれは、追々話すよ」

　取材とはいえ、これから遊園地で遊ぼうっていうのに、このタイミングでいきなりそんな話をする気にはなれなかったので、後で言うことにした。

　話すからには、きちんと説得したいから、落ち着いた状じよう況きようで話したい。

　まずはエミリちゃんの漫画の取材に協力して、エミリちゃんに満足してもらってから話すことにしようかな。

「……。ふーん、なんだかよく分かんないですけど、そうなんですか」

　エミリちゃんは俺の目を見て無表情で言う。

「……じゃーとりあえず、行きましょっか！」

「……！　う、うん」

　エミリちゃんは無む邪じや気きに笑って遊園地のある方向を指差した。

　あまりに魅み力りよく的なその笑顔に、少しドキッとしてしまう。

　こうしてると、彼女がアシスタントを辞やめたなんてなんだか信じられない。

　エミリちゃんの様子は、アシスタントをしてくれていたときとなんら変わりないように見える。

　本当に、どうして突然辞めるなんて言い出したのだろう。

　茉まつ莉りの言う通り、自分の原げん稿こうが忙いそがしくなるから、というのが本当の理由じゃないのなら……やっぱり今日、きちんと突つき止めなくてはならないな。彼女がアシを辞めた、本当の理由を。




　遊園地の入り口で、チケットを購こう入にゆうするために列に並んだ。

「君島さん……『ツチノコヨウセイ』のキーホルダー、ちゃんとどっかにつけてます？」

　並んでる最中、エミリちゃんにそんな質問をされた。

「え……？」

　ツチノコヨウセイ？　キーホルダー？　なんか聞いたことあるような……。

　あ、ああ！　先月エミリちゃんと新宿の世界堂に行ったとき、エミリちゃんがなんか気持ち悪いキャラクターキーホルダーのガチャガチャをやってたっけ。多分、それのことだ。

　エミリちゃんが引いたガチャガチャの中身が欲ほしいものと違ちがったとかで、それを俺にくれたんだよな。

　ちなみにその後俺も引いて、偶ぐう然ぜんエミリちゃんが欲しい種類のものを引き当てたので、エミリちゃんにあげたんだ。

「ああ、あれね！　つけてないけど……」

　そういえば、エミリちゃんに『ちゃんとどっかに付けて下さいよ？』なんて言われていたが、すっかり忘れていた。

　もっとも覚えていたとしても、あんな気持ち悪いキャラクターを自分の持ち物なんかにつけたくないけど……。

「え!?　つ、つけてないんですか……？」

　エミリちゃんは少し眉まゆを歪ゆがめて俺の顔を見た。

「……。も、もー。せっかくこのわたしがあげたっていうのに。ほんと薄はく情じようですね、君島さんって」

　エミリちゃんは俺から顔を逸そらして、苦笑しながら言う。

「あはは、ごめんごめん。エミリちゃんはつけてるの？」

「当たり前じゃないですか！　ほら」

　エミリちゃんは自分が肩かたから掛かけている鞄かばんを俺の方に向ける。取っ手のところに、確かに俺が引き当てたキーホルダーがぶら下がっていた。

　せっかくのお洒落な鞄を、気持ち悪いキャラクターが台無しにしている気がしなくもないが……。

　しかし、もし俺があれをつけたとしたら、エミリちゃんとお揃そろいになってしまうのだが……エミリちゃん的には、それはいいのだろうか？　なんてふと思った。

「あ……念のため、君島さんがくれたから、じゃなくて、本当にわたしが欲しいやつだったからつけてるだけですから！」

「え!?　はは、分かってるって」

　そんなこと、言われなくても分かっている。なんて言ったって、俺がこれを引き当ててあげたときのエミリちゃんの喜びようはすごかったもんな。

　そこで俺たちの番がやってきた。

「乗り物三回券、五回券、フリーパスとございますがどれになさいますか？」

「えーと……じゃあ、三回券でいいかな」

　エミリちゃんが悩なやみつつ答えようとする。

「え、三回でいいの？　乗り物三つしか乗れないんだよ？」

「まあ、漫画には三つくらい乗り物出せばそれでいいかな、って思うんで……」

「いや、せっかく来たんだから……ここは、フリーパス二枚で！」

　俺は覚かく悟ごを決めて窓口のスタッフに伝えた。

「え!?」

　エミリちゃんはそんな俺に驚おどろいている。

　エミリちゃんの取材に付き合って、取材に満足してもらうことは勿もち論ろん、せっかくなんだから遊園地を楽しんでもらいたい。

　それで、お互たがいにいい気分で今日の本題に入りたい。その方が、エミリちゃんを説得できる可能性が高くなると思ったのだ。

　俺はそう考えて、自分の財さい布ふからお金を出した。

「ここは俺が出すから、フリーパスにしよう」

　俺がエミリちゃんに伝えてから二人分のフリーパスの代金をスタッフに支し払はらうと、エミリちゃんは啞あ然ぜんとしてそんな俺を見ていた。




「ど、どういう風の吹ふき回しですか……？」

　購入を済ませて列から外れると、エミリちゃんが不ふ審しんな表情で俺に尋たずねた。

「え、いや……今日は俺が話があるって誘さそって付き合ってもらうことになったからさ、これくらいさせてもらおうかと思って」

「な、なんですかそれ……」

「それにほら、俺の方が年上だしさ」

　エミリちゃんは未いまだ納得できないような表情だったが、俺は半ば無理矢理彼女を言いくるめた。




　それからエミリちゃんはチケット売り場や遊園地の門などをスマホで撮さつ影えいする。

「えーっと……」

　撮影を終えると、エミリちゃんは鞄の中から小さなノートを取り出した。一体何だろう。エミリちゃんが開いたページには、文字がぎっしりと書かれている。

「あのエミリちゃん、それは……」

「ちょっと、人のネタ帳勝手に見ないでもらえます？」

「ネタ帳？　……って、漫画の？」

「そうですよ。今日遊園地で取材しなきゃいけないシーンをメモって来たんです。写真撮るのは勿論、せっかく来たからには実際に漫画に描かくシーンを体験しないと」

「あー、なるほど。本当に熱心だね～」

　エミリちゃんの漫画に対する姿勢に感心しながら、俺はエミリちゃんがじっと見ているページを覗のぞき込む。そこに書いてある文字を読んでみた。

『二人で一つのメリーゴーランドに乗り、龍りゆう也やに後ろから手を回されて終始ドキドキする美み怜れい。』

　この『龍也』と『美怜』っていうのが、エミリちゃんの描いている漫画の登場人物ということだろうか。

　なるほど。いかにも少女漫画にありそうなドキドキのシーンってやつだ。

　……ん!?　ま、待てよ……!?

「ってことは、ここに書いてあることを実際にやるってこと!?」

　俺は驚いて思わず声を荒あららげた。

　だって、エミリちゃんのネタ帳とやらには、二人で一つのメリーゴーランドに乗ってくっつく、みたいなことが書いてあったのだが……まさかこれを、今から俺とエミリちゃんで実じつ践せんする、ってことなのか!?

　思わず想像して、顔が熱くなる。

「か、勝手に読まないで下さいよ。でも、その通りです。取材なら一人でできますし、何のために君島さんを連れてきたと思ってるんですか？」

　エミリちゃんはムッとしながら俺を見て言う。そう言う彼女だって、少し顔を赤くしているような気がするのだが……。

「ちゃ、ちゃんとこれ読んで、このメモの通りに行動して下さいよ!?　わ、わたしだって君島さんが相手役なんて嫌いやですけど、こんなこと頼たのめるの君島さんくらいしかいないから、仕方なく……」

　エミリちゃんはそんなことを言いながら俺にネタ帳を開いて見せていた。

「前回の持ち込みで、わたしの漫まん画がは情景描びよう写しやも心理描写もリアリティがない、って編集さんに言われちゃって……。だから次回作では、よりリアルな描写、リアルな主人公の気持ちを描けるよう頑がん張ばろう、って決めたんです！　それを描くには、自分が体験するのが一番だ、って思って……」

　エミリちゃんは真しん剣けんな顔で俺を見て、力説した。

「エミリちゃん……」

　それで、実際に取材までしようと思ったのか。エミリちゃんの漫画に対する情熱は、相変わらず年下ながらすごいと思うし、尊敬できる。

　よし！　そういうことなら、全力で協力してあげないとな！

「分かったよ！　エミリちゃんの漫画のためなら、頑張ってこの通りにやってみる！」

「！　君島さん……」

　俺が決意してそう言うと、エミリちゃんは少し驚いた様子で俺を見た。

「その代わり、キモいとかギャーギャー騒さわがないでよ!?」

「わ、分かってますよ！　君島さんの言動がキモいのはいつものことですし！　今いま更さら騒いだりしません！」

　くっ、俺がキモいってことは最も早はや前提なのかよ……。




　そうと決まれば、早さつ速そくエミリちゃんに渡わたされたネタ帳をもう一度きちんと読む。

「じゃあ、まずはメリーゴーランドだね」

　園内のパンフレットを見て、まず一つ目の取材ポイントであるメリーゴーランドへと二人で向かった。




『二人で一つのメリーゴーランドに乗り、龍也に後ろから手を回されて終始ドキドキする美怜』

　エミリちゃんの最初のメモはこうだった。

　美怜が主人公の女の子で、龍也が美怜の彼氏、という説明も書いてある。

　まずはこの文章を再現するに当たり、エミリちゃんと二人で一つの馬に乗らなくてはいけないわけだが……。

　そもそも高校生の男である俺がメリーゴーランドに乗るというだけで、相当恥はずかしい。

　メリーゴーランドの乗り場に辿たどり着き乗ろうとすると、周りは子供や子供連れの大人しか乗っていなかった。まあ、そういうものだよな……。

「あ、君島さん、早くこっち来て下さい！　やっと二人乗り用の馬、見つけたんで」

「あ、う、うん……」

　エミリちゃんに言われて、彼女の元へと急いだ。確かにその馬は、他ほかの馬より大きい二人乗り用のものだった。

　エミリちゃんはスマホで二人乗り用の馬を素す早ばやく色々な角度から撮影した。

　一通り撮影を終えてから、馬に跨またがる。

「じゃ、俺も乗るよ？」

「はい」

　既すでに恥ずかしさと緊きん張ちようで顔が熱くなっているのを感じながら、俺もなんとか馬に跨がる。周囲の視線が痛い。

「カップル？」

「わー、うける～」

　そんな声が聞こえて声がした方を見ると、若い女の子たちがメリーゴーランドの外から俺たちを見てクスクスと笑っていた。

「くっ……」

「わ、わたしだって恥ずかしいんですから！　我が慢まんして下さい！」

「う、うん……。……！」

　そこで、自分の太ももに前に座るエミリちゃんのお尻しりが当たっていることに気付いた。

「……！　ちょ、ちょっと君島さん……もっと後ろに行けないんですか!?　そんなくっつかないで下さいよ！」

　エミリちゃんもすぐに気付いて、こっちに顔を向けて文句を言ってくる。

「そ、そんなこと言ったって、これ以上後ろ行ったら落ちちゃうし……」

　俺たちが騒いでいる間に、メリーゴーランドは動き始めた。

　ああ、周囲の目は恥ずかしいし、エミリちゃんと密着して、お尻に太ももで触ふれてしまうし……どっちの意味でもめちゃくちゃドキドキしてしまう。

　……って、そうだ！　そんなことでドキドキしている場合じゃない。ちゃんとエミリちゃんのメモを実行しないと！

　エミリちゃんのメモには確か……。

『龍也に後ろから手を回されて終始ドキドキする美怜』

　龍也──つまり俺が、後ろから手を回す!?

　めちゃくちゃ恥ずかしい……けど、俺は今日全力でエミリちゃんに協力するって決めたんだ！

　覚悟を決めて、メモにあった通り彼女の身体からだの前に手を回して、前の棒を摑つかんだ。

「え!?　き、君島さ……」

「え、えっと……メモにあったのって、これでいいんだよね？」

「……！　は、はい……」

　エミリちゃんはこちらを見ずに、恥ずかしそうに返事をした。後ろからでも、彼女の耳が赤くなっているのが分かる。

　エミリちゃん、自分で考えたくせにめちゃくちゃ照れてるじゃないか。そんな彼女を見ていたら、俺も余計にドキドキしてくる。

　しかも……この体勢になると必然的に身体を密着させることになってしまい、俺の胸がエミリちゃんの背中にぴったりとくっついてしまう。

　こ、これじゃ、俺の心臓の音がエミリちゃんに背中越ごしに伝わってしまうんじゃないのか……!?

　やめどきが分からなかったので、結局そのままメリーゴーランドが止まるまで、密着した状態でいることになってしまった。




　やがてメリーゴーランドの動きが緩ゆるやかに止まる。

　俺から先に馬から下り、続いてエミリちゃんが下りた。

　なんとなく気まずくて、俺たちは黙だまったまま乗り物の外に出た。

「そ、そうだ！　今の、忘れないうちにメモっておかないと……」

　突とつ然ぜんエミリちゃんは思い出したかのように言うと、鞄かばんの中から先ほどのネタ帳を再度取り出した。

　キョロキョロと辺りを見み渡わたしてから、ベンチを見つけてそこに座る。

　とりあえず俺も彼女の後についていき、隣となりに座った。

　エミリちゃんは先ほどのネタ帳に真剣な様子でメモを取っていた。せっかく漫画のシーンを実際に体験したので、今の体験を細かくメモしているようだ。

「よし、っと……」

　エミリちゃんがメモを取り終わったようなので、俺は気になって横から覗いた。

『二人で一つのメリーゴーランドに乗り、龍也に後ろから手を回されて終始ドキドキする美怜』

　という、先ほどの文の後に……。

『だが背中越しに龍也の心臓の音が伝わってきて、龍也もドキドキしているんだと嬉うれしくなる。』

　という一文が付け足されていた。

　え……!?　ということは、俺が密着したせいで、俺の心臓の音がエミリちゃんに聞こえてた、ってことか……!?

　しかも、『龍也もドキドキしているんだと嬉しくなる』って……エミリちゃんもまさか、そんな風に!?

「ちょっと!?　か、勝手に覗き込まないで下さいよ！」

　俺が覗き込んだことに気付いたエミリちゃんが慌あわててネタ帳を隠かくして俺に怒おこる。

「こ、これは、今の体験を通して、こうしたら少女漫画っぽくなるかな、ってアレンジしただけですから！　フィクションです！」

「あ、ああ、そっか……なるほど」

　びっくりした……そういうことか。エミリちゃんが実際にそう思ったってわけじゃないんだな。

　だけど、俺の心臓の音が聞こえてしまったことには変わりがないようで、今一度恥ずかしくなった。




「で、次はどんなエピソードなの？」

　いつまでも恥ずかしがっていても仕方ないので、気を取り直して、俺がエミリちゃんに尋たずねる。

「え、次？　えーと、他は適当に色んな乗り物に乗って、写真撮とったりできればいいかな、って思ってて。ドキドキするシーンはワンシーンあれば十分かな、って思ってたんで……」

「え、そうなの!?　でも少女漫画なんだから、もっとドキドキするようなイベントがあった方がいいんじゃないの？」

　俺はエミリちゃんの言葉に驚おどろいて、思わずそんなことを言っていた。

「え!?　き、君島さん、なんでそんなに熱くなってるんですか……？」

「あ、いや……ほら、俺も一応ラブコメ漫画を描かいてるからさ、そういう漫画にはドキドキするシーンが重要なんじゃないかな、って思って……」

　俺は散々茉莉に『ラブコメイベントのテッパン』がいかに大事かを教わってきた。修学旅行先でのテッパン、家でのテッパン……。

　それに茉莉の家で触れた萌もえ系の漫まん画がやエロゲなんかでは、ドキドキするようなシーンはワンシーンだけではなく、いくつもあった気がするのだ。

「俺も全力で協力するからさ、もっと少女漫画っぽい、ドキドキできるエピソードをたくさん取材しておいた方がいいんじゃない？」

　今日俺はエミリちゃんの取材に全力で協力する、と決めたんだ。

　今のワンシーンだけじゃなく、もっと他にもエミリちゃんの漫画で使えるようなエピソードを取材させてあげたい、と思った。

「……！　た、確かにそうかもしれませんが……なんでそんなに協力的なんですか？」

　エミリちゃんは俺の言葉に納なつ得とくしつつも、不ふ審しんな表情で尋ねた。

「え？　いや、せっかく遊園地に来たんだからさ、思う存分納得のいくまで取材した方がいいんじゃないかな、って思って」

　勿もち論ろんエミリちゃんのためもあるが、今日の取材で思う存分取材して満足してもらった後、いい気分の状態で彼女を説得したい、という俺の打算も入っている。

　当然、俺のそんな目的はまだ隠さなくてはならないが。

　俺がそう言うと、エミリちゃんは呆ぼう然ぜんと俺の顔を見つめていた。

「そう、ですか……それは、どうも」

　やがて、俺から顔を逸そらして恥ずかしそうに礼を言う。

「せっかくフリーパス買ったんだし、取材してみたい乗り物ないの？」

「え、ええと、じゃあ……お化け屋や敷しき、ですかね。遊園地の基本ですし」

　俺の質問に、エミリちゃんは少し考えてから答える。

「よし、じゃあ早さつ速そくお化け屋敷に行こう！」

　俺たちはお化け屋敷を地図で探して向かった。




「エミリちゃんって、こういうの平気なの？」

「そうですね。こんなの子供だましですし」

　お化け屋敷の入り口で、エミリちゃんがお化け屋敷の外観の写メを撮りながら言った。

　直前になって怖こわがったりすれば可愛かわいげがあるっていうのに、怖がらないなんてつまらないな、なんて思う。

「でも、私の描く漫画の主人公の美怜は女の子らしくて怖がり、っていう性格の設定なので、取材するならちゃんと美怜になりきって怖がらないとな～」

「あはは、怖がるフリ、か……。ちなみに、彼氏キャラの龍也はどういう設定なの？」

「龍也は、男らしくてかっこいい人で、頼たよりがいがあって、美怜のことが大好き、って設定です」

　なるほど。いかにも少女漫画の彼氏キャラっぽい設定だ。

「取材なんで本当は君島さんにも龍也になりきって欲しいんですけど、ま、君島さんと龍也じゃ色んな面で違ちがいすぎるんで、無理ですよねー」

「な!?」

　エミリちゃんの俺を挑ちよう発はつするような言葉にムッとする。

　くっ、こんなこと言ってられるのも今のうちだ。

　俺は今日エミリちゃんの取材に全力で付き合うって決めたんだ。ならば……俺も、彼女の希望通り『龍也』とやらになりきって、ちゃんと少女漫画の彼氏キャラっぽく演じてやる！

　茉莉が俺に『ラブコメのテッパン』を教えてくれたように……今度は俺が、エミリちゃんに『ラブコメのテッパン』を、身を挺ていして教えようじゃないか！

　茉莉が俺に教えてくれたのは『萌え系ラブコメのテッパン』だが、今俺がエミリちゃんに教えるべきは、『少女漫画的ラブコメのテッパンイベント』だよな。

「き、君島さん？」

　やる気に漲みなぎっている俺を見て、エミリちゃんは不思議そうにキョトンとしていた。




　それから俺たちは、さほど大きくないお化け屋敷の中へと入る。

　歩いて入るタイプのようで、薄うす暗ぐらく、足元がやっと見える程度だ。

「なんか、やっぱり全然怖くないですね～」

　エミリちゃん、お化け屋敷が平気だって言ってたのは、どうやら本当だったみたいだ。

　エミリちゃんが怖がってくれないと、せっかく俺がいくら男らしい彼氏になりきったところで、全然見せ場がない。

　これじゃあ少女漫画のテッパンどころじゃ……。

「呪のろってやるぅぅぅぅぅぅ！」

「ひっ!?」




「キャ────────ッ!?」




　そのとき、突然大きな声と共に、俺たちの目の前に幽ゆう霊れいの女性が飛びだしてきた。

　俺は驚いて小さく声を上げてしまったのだが、俺以上に大声を上げてびびっているのは……。

　俺の隣にいるエミリちゃんだった。彼女は悲鳴と共に、後ろから思いっきり俺に抱だきついたので、俺はお化けよりよっぽどそっちにびっくりした。

「……！　す、すみません……」

　すぐに我に返って、エミリちゃんは慌てた様子で俺に謝って身体からだを離はなした。

　俺の心臓は、お化けより彼女に抱きつかれたことによって、自分でも分かるくらいに心しん拍ぱく数すうが高まっている。

「あ、あはは、み、美怜になりきりすぎちゃったかな～」

　エミリちゃんは恥はずかしそうにそんなことを言うが、今のがキャラになりきって驚いたわけじゃなく、エミリちゃんが素すで驚いていたであろうことは明らかだった。

　そもそも、美怜になりきらないと、なんて言ってた割りに、最初の方は全然怖がってなかったっていうのに、突然こんなに声を張り上げて怖がるだなんて。それに、怖がってるフリ、であんなに絶ぜつ叫きようして俺に抱きつくわけがないし。

「エミリちゃん……本当はお化け屋敷苦手なんだ？」

「え!?　バカ言わないで下さいよ！　今のは単に、ちょっとびっくりしただけで……」

　そう言うエミリちゃんの声が、いつもよりほんの少し震ふるえていることに、俺は気付いた。

　よし……今の俺は、『龍也』なんだ！　恥ずかしがっている場合じゃない。俺は自分にそう言い聞かせてから……。

「……えっ!?」

　意を決して、エミリちゃんの手を握にぎった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。また怖かったら、俺にしがみついていいし」

　俺は、漫画の取材のために少女漫画のテッパンイベントとして、『龍也』になりきって勇気を出してこんなことをしたわけだが……それ以外にも、怖がっているエミリちゃんを見ていたら、どうにか安心させてあげたいという気持ちになった、という理由もあった。

「き、君島さ……？」

　エミリちゃんは俺が手を握った途と端たん、驚いた様子で声を上げて俺を見た。薄暗い中でも、エミリちゃんが戸と惑まどいながらも真っ直すぐに俺を見つめているのはよく分かった。

　さっきエミリちゃんが『龍也』になりきって欲しい、というようなことを言ったのだが、俺が龍也になりきろうとしてるってこと、当のエミリちゃん本人は気付いてないのか？

　自分の心臓の鼓こ動どうが速まっていることに気付く。

　それは先ほどエミリちゃんに抱きつかれたから、ということもあるが、今エミリちゃんの手を握っているのが原因だった。

「え、えっと……じゃ、そろそろ先に進んで大丈夫？」

「あ、は、はい……」

「俺が前を歩くから、後ろからついてきて」

「……！　き、君島さん……」

　再び歩き始めると、エミリちゃんが繫つないだ手をぎゅっと握り締しめてきた。

　エミリちゃん……？

　やっぱり、怖いのだろうか。

「は、初めて……君島さんの背中が頼たのもしい、です」

「……！　エ、エミリちゃん……」

　後ろを振ふり向くと、暗くら闇やみの中で、エミリちゃんが俺の顔をじっと見つめていた。

　エミリちゃんは俺と繫いでいない方の手も、繫いでいる手にそっと添そえた。俺の右手がエミリちゃんの両手に包まれて余計にドキドキしてしまう。

　エミリちゃん、そんなに怖いんだな……。

　珍めずらしくエミリちゃんが俺を頼ってくれて、嬉うれしかった。

　よし、このまま龍也になりきって、男らしいところを見せて、少女漫画らしくエミリちゃんを守り続けてお化け屋敷イベントを遂すい行こうさせるぞ！

　と、覚かく悟ごを決めた矢先。

「地じ獄ごくに落ちるがいいぃぃぃぃぃ！」

「キャ──ッ!?」

「どわぁ──────っ!?」

　今度は上から、突とつ然ぜんグロテスクな化け物のようなものが現れて、俺はさっきよりも大きな悲鳴を上げてしまった。

「あ、あああ……び、びっくりした……」

「き、君島さん……？　今、わたしよりびびってませんでした……？」

「え!?　いや、目の前に現れたからついびっくりしちゃって……」

　エミリちゃんに言われて振り返ると、彼女は呆あきれたようなジト目で俺を見ていた。

　ま、まずい。せっかく初めて頼もしいなんて言ってもらえたそばから、あんな情けない悲鳴を上げてしまうなんて……。

　お化け屋敷なんて怖くないはずだったのに、不意打ちで脅おどかされるとついびっくりしてしまう。

「と、とりあえず！　気を取り直して先に……」

　俺がエミリちゃんの手を引いて先に進もうとしたそのとき。

「殺してやるぅぅぅぅぅぅ！」

　そんな恐おそろしい声がして振り向くと、後ろから髪かみの長いお化けが勢いよくこちらに向かっているのが見えた。

「ひいいぃぃぃっ!?」

　その光景に、思わず悲鳴を上げる。

　俺はエミリちゃんの手を引いて、その場から走り出した。




「はーい、おかえりなさーい」

「はあ、はあ、はあ……」

　そのままどうやら出口まで走りきったようで、やっと暗闇を抜ぬけて外の世界へと出ることができた。

「き、君島さん……あの、手……」

「え!?　あ、ごめん！」

　そこでやっとまだエミリちゃんの手を握ったままだったことに気付き、慌あわてて離した。

「も、もう……途と中ちゆうまで頼りになるって思ってたのに……最後の最後でアレですか」

　エミリちゃんはムッとしつつも、恥ずかしそうに俺の顔を見て言う。

「は、ははは……途中まではせっかく龍也になりきれてたっていうのにな～。ほんと、我ながら情けないよ」

　苦く笑しようして俺が言うと。

「え!?　りゅ、龍也になりきって……？」

　エミリちゃんは驚おどろいた表情で俺の顔を見た。

「え？　う、うん……」

「じゃ、じゃあお化け屋や敷しきの中でのことは……そ、そういうこと、ですか……」

　エミリちゃんは俺から目を逸そらして、動どう揺ようしていた。

　やっぱり俺がキャラを演じようとしてるってこと、気付いてなかったのか……。

「……。りゅ、龍也になりきってアレ、ですか？　全然龍也じゃないですよ！　超ちよう冷めました！　どこの少女漫まん画がにヒロインよりお化けにびびるヒーローがいるんですかっ！」

　顔を上げたかと思うと、不服そうな表情で文句を垂れた。だけど、顔は少し赤い。

「え!?　いや、エミリちゃんだってびびってただろ!?」

「最後の方は、わたしよりよっぽど君島さんの方がびびってましたよ！」

「べ、別に怖こわかったわけじゃなくて、びっくりしただけだって！　突然だったからさ」

「……もう、頼もしい、なんて言って損しましたよ。……途中までは、確かに頼もしく見えたっていうのに……」

　エミリちゃんはぷいっと俺から顔を背そむけると、なんだか少し恥ずかしそうにそんなことを言う。

　途中までは頼もしく見えてた、のか……。それなのに、最後の最後でガッカリさせてしまうなんて、勿もつ体たいないことをしたな。

「あ、そうだ……。また、メモっておかないと」

　エミリちゃんはネタ帳を取り出すと、立ったままささっとメモを取った。

「え、なんて書いたの？」

「……！」

　俺がまた見ようとすると、エミリちゃんは思いっきり自分の背中にネタ帳を隠かくした。

「ダ、ダメです！」

「えぇ～!?」

　取材に協力してるんだから、見せてくれたっていいのに、なんで隠すのだろうか。今のエピソードを一体なんてメモしたのか、すごく気になるな……。




「じゃ、次はどうする？」

「うーん、そうですね……」

　俺の言葉に、エミリちゃんは悩なやむ。

「せっかくだから……アレ、乗る？」

　そんなエミリちゃんに、俺は真正面の乗り物を指差して提案した。それは……。

「……！　ジェットコースター、ですか……」

「もしかして、苦手？」

「いえ、全然！　むしろ大好きです」

「じゃ、決まりだね！」

「あ、君島さん！　ちょっと待って下さいよ！」

　今度こそ、『龍也』になりきってかっこいい彼氏を演じてやるぞ！　俺はそんなやる気に漲みなぎり、颯さつ爽そうとジェットコースターへと向かう。




　俺たちはジェットコースターの乗り場まで来て、列の最さい後こう尾びに並んだ。

　エミリちゃんはここでも資料用にジェットコースターの写メを撮とっていた。

　その間に、俺は考える。

　さっきは何をするか特に考えていなかったが、エミリちゃんが怖がっている様子を見て、咄とつ嗟さに安心させてあげたい、って気持ちになって、手を握る、なんてことができたのだが……ジェットコースターでの『少女漫画的なラブコメイベント』って、一体なんだろう？

　エミリちゃんが怖がってたら、また手を握る、とか？

　ってそれじゃ、なんかバカの一つ覚えみたいだな……。




　そんなことを考えているうちに、やがて俺たちの番が近付いて来る。

　さっきエミリちゃんはジェットコースターを『大好き』と言っていたが……その割にはなんだか、口数が少なくなっているように感じた。

「エミリちゃん、やっぱり怖いの？」

「……！　べ、別に……ただ、ちょっと久しぶりなので緊きん張ちようしてるだけ、っていうか……」

　俺が彼女の顔を見ると、少し表情が強こわばっていた。

「あはは、やっぱり怖いんだ」

「こ、怖くないですってば！」

　さっきは怖くないって言い張ってたのに、やっぱりちょっと怖いんだな。可愛かわいいところもあるじゃないか。

「大丈夫。怖くなったら俺の手を握ってくれれば……」

「……！　また龍也の真似まね、ですか？　そういうの求めてませんから～！」

「あ、あはは……」

　ここでも『少女漫画的テッパン』を意識して、せっかく少女漫画に出てくる男のようにかっこよく決めたつもりだったが、エミリちゃんに拒きよ絶ぜつされてしまい、凹へこんだ。




　やがて俺たちの番になり、二人並んでコースターに乗り込む。偶ぐう然ぜんにも俺たちは一番前だった。

　隣となりに座るエミリちゃんに目を向けると、さっきより一層顔を強ばらせている。

　やっぱり、びびってるな……。

「エミリちゃん、マジで大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、だいじょう、ぶ……です」

　表情が全然大丈夫そうじゃない。

「えっと、しっかり前の手すりに摑つかまって、怖かったら思いっきり叫さけんでいいから」

「……！　き、君島さん……」

　俺の言葉に、エミリちゃんは不安げな表情で俺の顔を見て、コクン、と頷うなずいた。




　やがてコースターが走り出す。

　どんどんスピードが速くなっていき、少し上がって落ちたり、大きいカーブを曲がったりとジェットコースターらしいスリルのある動きになっていく。

　結構ハードだけど……エミリちゃん、大丈夫か？　心配になってエミリちゃんの方を見ると。

「きゃはははは！　やばーい！　楽し～っ！」

「え……」

　どうやら無む駄だな心配だったようで、エミリちゃんは楽しそうに笑っていた。

　まったく、人ひと騒さわがせだなあ……。まあ、楽しそうで何よりだけどさ。

　大きな坂を登って思いっきり落ちるときも、エミリちゃんは終始楽しそうに笑い続けていた。




　やがてコースターが一周を終えて、出発地点まで戻もどってくる。

　停止し、安全バーが自動的に上がる。

　俺たちはコースターから下りた。

「いや～、全っ然余よ裕ゆうでした！　むしろめっちゃ楽しかった！」

「全く、あんだけ怖がってたっていうのに……」

「え、べ、別に、緊張してただけで、怖がってないですし！」

　エミリちゃんは強がっている様子で言い返した。

「いや、めっちゃ怖がってたでしょ。顔色真っ青だったし」

「も～！　いちいちそういうこと言わなくていいですから！」

　恥はずかしそうに俺の肩かたを軽く叩たたく。

　エミリちゃんにも案外、女の子らしくて可愛いとこもあるんだなあ、なんて内心思った。気持ち悪がられるだろうから、決して口には出さなかったが。

「で、でも……今回は、ちょっとだけ……頼たのもしかったですよ」

「……え!?」

「いや……出発前、声かけてくれたじゃないですか」

「あ、ああ……」

　エミリちゃん、俺が言葉をかけたとき、そんな風に思ってくれていたのか。

「まーどうせ、あれも『龍也』を意識して頼もしいところ見せようと思ってあんなこと言ったんでしょうけどー？」

「え？　いや、そういうわけじゃ……」

　別にあれは、少女漫画のテッパンとかを意識したわけではなく、怖がる彼女を安心させたい一心で出た言葉だったのだが……。

「ま、私の漫画の『龍也』の頼もしさ、男らしさには程ほど遠いですけどねー！」

「はは……そ、そうだね」




　その後、エミリちゃんは再びメモを取っていた。なんてメモっていたのかは、今回も見せてくれなかった。




「うーんと、次はどうしようかな～」

　悩むエミリちゃんの横で、俺も全力で考える。少女漫画のテッパン……遊園地で、カップルらしいこと……。

「あ！　じゃあ……あれは!?」

　俺は少し離はなれたところにいかにも遊園地らしいものを見つけて、指を差してエミリちゃんに提案した。

「え……？　あれ、って、『パッカー』のことですか？」

　俺が指差したのは、どうやらこの遊園地のマスコットキャラクターらしき着ぐるみだった。名前まで知らなかったが、エミリちゃんによると、『パッカー』というらしい。

　来客と写真を撮っている『パッカー』の元へと二人で近付く。

　よく見ると、そいつはアルパカを元にしたキャラクターのようだった。だから『パッカー』なのか。なんて安直な……。

「『パッカー』と、写真でも撮るってことですか？」

「そうそう！　遊園地に来たって感じがするし、カップルっぽいと思うんだけど！」

「まあ、確かに……な、なんで君島さんと一いつ緒しよに写真なんか撮らなきゃいけないのか謎なぞすぎますけど、せっかく『パッカー』に会えたし、記念に一枚くらい撮るのもいいですかね」

「そ、そこまで言う!?」

　エミリちゃんの言葉に凹みつつも、とりあえず『パッカー』との写真の列に並んだ。

　やがて俺たちの番が来て、撮さつ影えいしてくれるスタッフにエミリちゃんが携けい帯たいを渡わたし、俺たちは『パッカー』を挟はさんで並んだ。

　しかしこの『パッカー』って、近くで見ると全然可愛くないな……。

「撮りまーす！　はい、チーズ！」

　スタッフの人がかけ声をかけて、シャッターを押す。

「それではもう一枚、今度はお二人がもっとくっついて撮りましょうか！」

「え!?」

　スタッフの人がそう言うと、『パッカー』が無理矢理すごい力で俺たちをくっつけ、自分は俺たちの後ろに回った。

　着ぐるみのくせになんて強ごう引いんなんだ!?　しかもなんて力だよ!?

　普ふ通つうこういうのって中の人は女性が多いって聞いたことあるけど、『パッカー』の中身はオッサンなんじゃないのか!?

「はい、それじゃあ彼氏さんは彼女さんの肩を抱だいて～！」

「え!?」

　スタッフの人の言葉に驚おどろく。

　恐おそる恐るエミリちゃんの方を見ると、彼女も酷ひどく動どう揺ようしている様子だ。

『少女漫まん画が的ラブコメのテッパンイベント』としても、肩を抱いて写真を撮る、というのはいいような気もするが……。

　そうだ、さっきは俺、お化け屋や敷しきの中という非日常空間だったとは言え、『龍也』になりきってエミリちゃんの手を握にぎれたじゃないか！

　そう自分に言い聞かせて、俺はエミリちゃんの肩を抱いた。

「……！」

　エミリちゃんは驚いた様子で俺を見る。

「はい、いいですね～！　じゃ、撮とりまーす！」

　スタッフの人が二枚目の写真を撮り、携帯をエミリちゃんに返した。

　俺たちはスタッフの人と『パッカー』の着ぐるみに挨あい拶さつをして、その場を後にする。




「いや、ほら、カップルといえば、ああいうかんじで写真撮るでしょ!?　美怜と龍也だって……」

「わ、分かってますよ！　取材のためにああいうことしたんだ、ってことくらい……」

　言い訳する俺に、エミリちゃんはそう言葉を返して、またネタ帳にメモを取った。




　その後も、せっかくフリーパスチケットを買ったので、俺の提案で俺たちは次々と色んな乗り物に乗った。

　ゴーカート、屋内ジェットコースター、なんだかよく分からないメルヘンなぬいぐるみがたくさん出てくる乗り物……。

　その度たびに俺は、龍也になりきってかっこつけようと頑がん張ばったのだが、成功したのは最初のお化け屋敷のときだけで、ことごとく失敗し続けた。

　ゴーカートではかっこよく運転しようとスピードを出し過ぎて壁かべに衝しよう突とつし、屋内ジェットコースターでは「怖こわいなら手を握っても……」「だから怖くないですってば！　それしつこい！」と言われた。

「も～君島さん、キモすぎ～！　いい加減その『カップルごっこ』やめていいですってば！」

　最終的にエミリちゃんは笑いながら俺を罵ば倒とうし、最も早はや俺の心は完全に折れたのだった。




「えーと……じゃあ、次、どうする？　もう夕方だし、観覧車でも乗る？　夕焼けとか景色とか綺き麗れいだろうし……」

　何も考えずに口にしてから、しまった、と一いつ瞬しゆん思う。

「……そーですね。じゃ、乗りましょっか」

　観覧車といえば、長時間密室で二人きりになる。言ってから気付いて、てっきり嫌いやがられるかと思ったのだが、エミリちゃんはあっさりそう言って観覧車に向かって行ったので、俺は驚いた。




　観覧車はあまり列ができていなかったため、すぐに乗ることができた。

　エミリちゃんと二人きりで観覧車、かあ……。お化け屋敷とかも割と緊きん張ちようしたけど、これは一層緊張する。

　スタッフが扉とびらを閉めて、完全に密室になった。ゴンドラは少しずつ上がっていく。

「あ、えっと……」

　突とつ然ぜん二人きりになって緊張しつつ、何か話さなければ、と口を開いた。

「うーん、楽しかったぁ～」

「……え？」

　そこで正面に座るエミリちゃんが、大きく伸のびをしてそう言ったので、俺は驚いた。

「君島さん……今日は一日、遊園地の取材に付き合ってくれてありがとうございました」

　エミリちゃんが、俺の目を見て改めてお礼の言葉を言ってきたので、俺は一層驚いた。彼女は穏おだやかな笑えみを浮うかべている。

「君島さんが……わたしにキモいとか文句言われながらも、必死でわたしの漫画のために、彼氏っぽく……『龍也』を演じようとしてくれてるのがすごく伝わってきて、嬉うれしかったです。ちょっとやり過ぎ感はありましたけど……」

「……！　あ、あはは……」

「でも、君島さんが頑張ってくれたおかげで、ネタ帳がびっしりになるくらい取材できました。カップル的な遊園地の楽しみ方ができましたよ。君島さんのおかげで……今日の体験を元に、よりリアリティのある漫画が描かけそうです」

　エミリちゃんは俺の目を見つめて、心から感謝している様子で礼を言った。

　まさかエミリちゃんが、今日のことをそんな風に思って、俺に感謝してくれていただなんて……。

「そ、そう？　でも、全然彼氏っぽいことなんかできなかったし……。なんか滑すべってばっかりで情けないよ」

「まあ、そこは安定の君島さんクオリティですよね」

「ちょ、どういう意味!?」

「君島さんらしくていい、って言ってるんですよ」

「全く褒ほめられてるようには思えないんだけど……。滑る度にキモいだの散々罵倒されたし」

「君島さんだから……君島さんが優やさしいから、何言っても怒おこらないって分かってるから、何でも言えちゃうんですよ」

「え……？」

　エミリちゃんは俺から視線を窓の外に逸そらして、そんなことを言う。

「君島さんの優しさに甘えて、つい……なんでも言っちゃうんですよね。君島さんと一緒にいると、素すの自分になっちゃって、一緒にいると楽しくて……」

「え、エミリちゃん……？」

「君島さんが彼氏だったら、楽しいだろうなあ、って……」

「え……!?」

　お、俺が彼氏だったら楽しい!?

　エミリちゃんの言葉に、俺は驚きを隠かくせない。

「エミリちゃ……」

「……！　あ……え、えっと……き、君島さん、また本気にしました!?　も、も～、何回からかっても毎回騙だまされるんですから！」

　エミリちゃんは俺の顔を見ると、慌あわてて笑いながらそんなことを言った。
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「え……!?」

　つまり、また俺をからかった、のか？

「あっ！　君島さんほら！　外、綺麗ですよ！」

　エミリちゃんがゴンドラの窓から外の景色を見た。

　ちょうど空は夕焼けで、紫むらさき色いろで神秘的な空の色だった。ゴンドラはちょうど頂上あたりに来ていて、俺も窓から地上を見ると人が豆まめ粒つぶのように小さい。

　さっきのも……俺をからかうつもりで言ったセリフ、だったのか……。

「全くもう……年上をからかうのも大たい概がいにしなよ」

　俺はため息をついて苦く笑しようしながら言う。

「……。てへっ。君島さんを見てるとついからかいたくなっちゃって……。でも、今日のこと感謝してるっていうのは、本当ですから」

　エミリちゃんはわざとらしく可愛かわいく笑って見せた。




　さっきのセリフ、本当に俺のことを騙すためのもの、だったのか？　なんだかいつものと違ちがって、顔とか声とかめちゃくちゃ自然だったように思えたのだが……。

　いや、俺の考えすぎ……だよな。




　やがてゴンドラが地上へと下りてきて、俺たちは外へ出る。




「これで、全部乗ったかな？　取材は満足にできた？」

「君島さん、改めて……今日は本当にありがとうございました」

　柄がらにもなく丁てい寧ねいに礼を言われると、大変なことをやらされたり散々罵倒されたりからかわれたりしながらも、エミリちゃんの漫画の取材に協力して良かったと思う。

　まあ、なんだかんだ言って俺も楽しかったしな。




「それで……君島さんの話っていうのは、何ですか？」




　そこでエミリちゃんは少し真しん剣けんな表情になって、俺を見る。

　一通り遊んで、エミリちゃんの取材も完かん了りようして……今日の本題に、やっと入るべきときが来たようだ。

　エミリちゃんの取材に協力することに必死になっていたが、今日俺には果たさなければならない重大な使命があるのだ。

　俺は覚かく悟ごを決めて、エミリちゃんを見た。

「うん……。変なこと聞くんだけどさ、エミリちゃんがアシスタントを辞やめた理由って……本当に『自分の漫まん画が原稿が忙いそがしくなったから』なのかな？」

「……！」

　俺の言葉に、エミリちゃんは少し驚いた様子で目を見開いた。

「……そう、ですよ？　それ以外に何があるって言うんです？」

　だがすぐに冷静な様子で言葉を返す。

「そ、そうなの……？　いや、茉莉と、本当に理由はそれなのかな、って話になって」

「……！」

　エミリちゃんは俺の言葉を聞いて、なぜか俯うつむいた。

「もしそれが本当の理由じゃないなら、本当の理由を教えてもらいたいって思ったのと、できるなら、またエミリちゃんに仕事場に戻もどって欲しいって思って」

　エミリちゃんは顔を上げて俺を見る。

「ど、どうして……」

　なぜだか少し動どう揺ようした様子で、俺に尋たずねた。

「当然だけど、俺たち二人じゃやっぱり限界があって。エミリちゃんの仕事っぷりはすごかったんだなって改めて思うよ。まだ新しいアシスタントも決まってないし。それに、新しいアシスタントが決まればいいってわけでもなくてさ。エミリちゃんほど優ゆう秀しゆうなアシスタントなんてそう滅めつ多たにいないし」

　エミリちゃんは黙だまって俺の話を聞いていた。

　これはもしかして、もう一押しか？　よし。

「あと、それに茉莉も、なんだかんだ言ってエミリちゃんがいなくなって寂さびしいみたいでさ。戻ってきて欲しいみたいなんだ。茉莉にも、エミリちゃんのこと託たくされて」

　あの茉莉が本心ではそう思ってることを知ったら、よりエミリちゃんの心に響ひびくんじゃないか。

　そう思って、俺は茉莉も戻ってきて欲しがっているということをエミリちゃんに伝えた。

「…………」

　エミリちゃんは俺の言葉に目を見開いたまま硬こう直ちよくしている。

「生い駒こま先生、が……。……そ、そうですか……」

　それから、どうしてか再び俯いてしまった。

「じゃあ君島さんは、生駒先生に言われて、わざわざわたしと話しに……」

「え!?　いや、勿もち論ろんそれだけじゃないけどさ……」

　エミリちゃんは俯いたまま話すので、表情が分からない。

「……お気持ちは嬉しいですけど、さっきも言ったように、私は自分の原稿に時間を費ついやしたくてアシスタントを辞めたので。何度も言ってますけど、それが本当の理由なんで。だから、どうしようもできませんよ」

　やっと顔を上げたかと思うと、エミリちゃんは無表情で冷静に俺に言った。

　一いつ瞬しゆん俺の言葉が届いたかのような、心が揺ゆらいでいるかのように見えたのだが、今のこの返答を聞くと、そんなのは俺の気のせいだったのだろうかと思う。

　やはり、エミリちゃんの意志は固いようだ。

　それに、エミリちゃんの言う理由が本当に本当なら、俺たちにどうこう言う権利などない。

「どうしても……仕事場に戻る気はないの？」

「……ええ」

「そっか……」

　エミリちゃんの頑かたくなな態度に、それ以上説得する気力も出ず、俺はやっとの思いでそれだけ返した。

「俺の話は、それだけなんだ……。今日は、わざわざごめん」

「いえ。じゃあ、大体の乗り物制せい覇はしたことですし……今日はもう帰りましょうか」

「あ、うん、そうだね」

　そう言って、俺たちは遊園地の出口へと向かった。




　エミリちゃんの取材の付き添そいとはいえ、久々にエミリちゃんに会えて、一いつ緒しよに遊園地を堪たん能のうでき、とても楽しい一日だった。

　だけど……結局、今日の使命を果たすことはできずに終わってしまった。

　エミリちゃんの意志は思っていたより頑なで、付け入る隙すきなどない。

　それに、彼女がハッキリそこまで言うなら、エミリちゃんがアシスタントを辞めた理由は、本当に『自分の漫画のため』なんじゃないかと思う。




　なんとなく気まずくて、電車に乗って別れるまでの間、俺たちは互たがいに口数が少なかった。

　俺はエミリちゃんを説得できなかったことに、自分の無力さを感じ、酷ひどく落ち込んだのだった。






４









「遊園地……？」

　翌日。

　仕事場にて、俺は早さつ速そく昨日の出来事を茉まつ莉りに話した。

　だが、話し始めた最初の段階で茉莉に話を遮さえぎられる。

「あんたら、遊園地なんか行ったわけ？　な、なんで？　説得するために会ったってのに……」

　茉莉は驚おどろきを隠せない様子で俺を問い詰つめた。

「いや、エミリちゃんが、今度の投とう稿こう用原稿で遊園地シーンがあるらしくて、取材がしたいって言うからさ。学校の友達を付き合わせるのは悪いから、付き合って欲しいって言われて」

「しゅ、取材!?　何よそれ……」

　俺の話を聞いて、茉莉はそれでもイマイチ納得のできてないような返事をした。

「取材って、ぐ、具体的には、どういうことしたわけ？」

「えーと、まあ実際に漫画に出す予定の乗り物の写真撮とったり、その乗り物に乗ったりとか……」

　あとは実際に漫画のシーンを再現したりもしたけど、なんだか言うの恥はずかしいし、そこまで細かく言う必要もないかと思い、言わないでおいた。

「乗り物にも乗ったわけ!?」

「まあ、乗らないとどういうものか分かんないだろうしね」

「何よそれ、完全に遊園地を堪能してんじゃない！　それじゃまるで、デー……」

「え？」

　茉莉が言葉の途と中ちゆうで口ごもる。

「……なんでもないわ」

　不ふ機き嫌げんそうに俺から顔を逸そらした。

「……で、肝かん心じんの説得はどうなったのよ？」

「ああ、それがさ、辞めた理由を再度聞いてみたんだけど、やっぱり自分の漫画原稿のため、って言い切るんだよね。そう言われちゃ、それ以上無理に説得なんてできないし……」

「じゃあ、大した説得もできずに帰ってきたってわけ？」

「一応説得はしたけど、きっぱり断られちゃって」

「……。あの子が辞めた理由がそれだって言うのが、私にはどうしても信じらんないのよ……。あの辞め方からして、絶対に何か気に食わないことでもあって辞めたんだと思うんだけど……何が何でも口を割らないつもりなわけね」

「……そこまではっきりそう思うなら、茉莉が説得すればいいのに」

「前にも言ったけど、わたしがなんか言っても絶対口を割らないし喧けん嘩かになって終わりよ！　あんたになら何か言うかもって思ったのに……」

　茉莉は悩なやましげな表情で深いため息をつく。




　茉莉は、辞めた理由が他ほかにある、とまだ思っているみたいだが……。

　もしそうだとしたら、結局俺には何も話してくれなかった、ってことか。

　とにかく、ここまで説得しても響かないのなら、これ以上俺たちにできることはないんじゃないのか？

　二度目の説得をして失敗した俺は、そんな風に思ってしまう。

　エミリちゃんにアシスタントとして戻ってもらうことは、やっぱりもう諦あきらめるしかないのではないだろうか。




　それから俺たちは、学校の後はほぼ終電まで、休日には朝から晩まで、仕事場で原稿作業を進めた。

　早さ乙おと女めさんからは、もしかしたら今月は新しいアシスタントを見つけるのは難しいかもしれない、と茉莉に連れん絡らくが入ったらしい。

　その代わり、今月はいつもより締しめ切り日を延ばしてくれる、とも言ってくれているようだ。




「あーっちょっと泉せん、この原稿の端はし汚よごれてるわよ!?　これあんたのせいでしょ!?」

「え、噓うそ!?　ごめん、修正する」

「ふん……気をつけなさいよね」

　エミリちゃんがいなくなった当初、互いになんだか気まずくて部屋中が静まり返っていたときよりはまだ、茉莉も俺も二人きりの空間に慣れて、時には言い争いになったりしながらも、今までのように会話するようになった。

　だけどやっぱり、エミリちゃんが仕事場にいないと何か物足りない感じがして、茉莉も心なしかエミリちゃんがいたときより元気がないように見えた。







「なんかこれじゃ、また先月と同じパターンになりそうね……」

「先月と同じパターン？」

　そんなある日の原稿作業中。茉莉が不意に呟つぶやいた。

「旅行先に原稿を持って行かなきゃならないハメになりそう、ってことよ」

「旅行先って……サイン会のこと？」

「そうに決まってるでしょ」

　茉莉が言っているのは、早乙女さんから話があった大おお阪さかと千ち葉ばのアニメショップで行うサイン会のことだろう。

　土日で一いつ泊ぱくすることになっているサイン会は、もう今週末に迫せまってきている。

　一分一秒でも惜おしい現在のこの状じよう況きようでは、確かに原稿を旅行先に持って行って、夜ホテルで進めたいところだ。

「そうだね、夜原稿作業できる時間あるか分かんないけど、念のため持って行こうか」

　茉莉の言うとおり、これじゃあ先月沖おき縄なわの修学旅行に原稿を持って行って、夜になるたびに進めていたのと同じパターンになりそうだ。

「それにしても、もう今週末がサイン会だなんて……信じられないな」

　俺は今週末のことを考えて、思わず口にした。

　サイン会自体もとても楽しみだが、憧あこがれの竜りゆう崎ざき先生に会えることも同じくらい楽しみだ。パーティーでは会えなかったから、これが初めてだしな。

「そうね……もうすぐ境さかいかおる先生に会えるだなんて、未いまだに信じらんないわ！」

　茉莉が俺の言葉に、目を輝かがやかせて言う。

　境かおる先生──プリドラに連れん載さい中の人気作家で、茉莉の憧れの漫まん画が家か。

「しかも、一緒にサイン会が出来るだなんて！」

「茉莉、そんなに境先生に憧れてたんだね。境先生の漫画が好きだってことは知ってたけど」

「境先生は、私が漫画家になりたいと思うきっかけになった漫画家の一人なのよ！」

「へぇー、そうだったんだ。俺も、竜崎マナト先生がそういう存在だったから、お互いめちゃくちゃラッキーだったね」

　お互いが漫画家になるきっかけとなった憧れの漫画家と一緒にサイン会ができるだなんて、こんな偶ぐう然ぜんあるものなんだなあ。

「ああ、そうだったの。確かにあんたの作風、言われてみれば竜崎マナトに影えい響きよう受けてるわね」

「はは、やっぱり？」

「あぁ～、境かおる先生、どんな人なのかしら!?」

　俺の話は一いつ瞬しゆんで終わらせて、また境先生に胸を躍おどらせる茉莉。

「え、茉莉、会ったことないの？　パーティーとかで会えるもんなんじゃないの？」

「……！　わ、私、パーティーは自分がデビューした年とその次の年と、去年のしか行ってないのよ。あんなところで馴なれ合ってるくらいなら家で仕事進めた方がいいわ！　毎回境先生を探してはいるんだけど、見つけられなくて。誰だれかに聞こうにも、早乙女以外には声かけられないし」

「そ、そうなんだ……」

　突つっ込みどころ満まん載さいだったが、なんだか茉莉が不ふ憫びんになったので突っ込むのはやめておいた。

　茉莉の人付き合いの苦手さを考えたら、そうならざるを得ないのかもしれない……。

「あんなに巨きよ乳にゆう美少女を描かくのが上手うまいんだもの。きっと八や雲くもムラサキ先生みたいに、本人もおっぱいの大きい綺き麗れいなお姉さんに決まってるわ！　ああ、早く会いたい！」

「えぇ～!?　それはないでしょ。セクシー系な巨乳美少女を描くのが上手いなら、男性作家って思うのが普ふ通つうじゃない？」

　茉莉や八雲ムラサキ先生が特とく殊しゆなだけで、普通はエロ系の作風だったら男性作家の方が多いと思うのだが。

「それはあんたの思い込みでしょ!?　あんなに繊せん細さいなタッチ、絶対女性作家に決まってるわ！　それに、女性キャラの心理描びよう写しやも上手いもの！」

「うーん、そうかなー？」

　それにしても、憧れの漫画家がどんな人かって、俺はあんまり考えたことがなかったなあ。

　俺の憧れの竜崎マナト先生も、俺は当然男性だと信じて疑っていないのだが、今のところ性別は公表してないんだよな。

　まあ、あんなに格好よくて激しい、時には少し残ざん酷こく描びよう写しやもあるバトルが描けるのは、男性作家しかいないと思う。

　きっと名前から想像できるような、男気溢あふれる格好いい人なのだろう。

　ああ、俺も今から会えるのがめちゃくちゃ楽しみだ！




　　　　＊




　そして、迎むかえた週末。

　待ち合わせ場所として、新幹線の博はか多た・大阪行きホームの指定席の乗車口付近を早乙女さんから指定されていた。

　初めてのサイン会、しかも憧れの作家さんと一いつ緒しよとあって、昨日は緊きん張ちようと興奮のあまり、あまり眠ねむれなかった。

　今回のサイン会は、一日目に大阪の『ゲーマーズ　なんば店』で、第一部として竜崎マナト先生と境かおる先生の合同サイン会、第二部として俺と茉莉のサイン会が行われることになっている。

　二日目は会場が千葉の『とらのあな　千葉中央店』で行われる。

　ちなみに看板作家である竜崎先生と境先生のサイン会は、両名合同で各会場抽ちゆう選せんで七十名が参加できるのだが、先週は東京と神か奈な川がわで、明日は千葉で、来週は名な古ご屋やで、と全国規模で行っているらしい。

　俺と茉莉はその中で大阪と千葉のサイン会だけ同行させてもらえることになっている。

　ちなみに俺たちのサイン会には抽選で五十名の読者が参加できるということになっているようだが……。

　竜崎先生や境先生のサイン会は、全国規模で各地で抽選七十名でも、倍率が高すぎて大変だろうが、俺と茉莉のサイン会なんて、ぶっちゃけ抽選でなくても五十名埋うまるのだろうか？　と不安になってしまった。

　その後、早乙女さんからきちんと五十名以上（はっきりと何名かは教えてくれなかった）応おう募ぼがあり、その中で抽選に当たった五十名の読者が来てくれると報告があって、とりあえずは安あん堵どしたのだが……。

　とはいえ、元からの『生い駒こまアギト』のファンが多いだろうと思うので、純じゆん粋すいに『BATTLE IDOL!』のファンの人は果たしているのだろうか、という不安がサイン会が近付くにつれて募つのっていった。

『バトアイ』のファンの人が来てくれたらめちゃくちゃ嬉うれしいが、全員が全員茉莉のファンで、俺のサインなんかいらねーよ！　って感じだったら凹へこむなあ……。




「あ、君きみ島じまさん、おはようございます♪」

　俺が指定されていた時間の五分前に到とう着ちやくすると、既すでに早乙女さんと茉莉、それにもう一名、今回同行予定と聞いていた編集者が待ち合わせ場所にいた。

「おはようございます君島さん、椎しい名なです。今回は宜よろしくお願いします」

「あ、はい！　宜しくお願いします！」

　編集者の椎名さんは、恐おそらく二十代後半くらいの、真ま面じ目めそうな女性だ。確かパーティーのときに一度会って名めい刺し交こう換かんをした覚えがある。

「あ、あの、他ほかの作家さんもここで待ち合わせなんですか!?　その、境先生も！」

　茉莉が早乙女さんに尋たずねる。珍めずらしく緊張している様子だ。勿もち論ろん、俺も同じ心情だった。竜崎先生もここに来るのか……？

「ええ、そうですよ。恐らくもう少しでいらっしゃると思うんですが……」




「おはようございます」

「お待たせしました」




「「……！」」

　俺たちの元に、男性と女性が一名ずつ、二人一緒にやってきた。俺と茉莉は思わず凝ぎよう視しする。

　男性は二十代後半から三十歳くらいに見える、長身で爽さわやかで大人の魅み力りよくのある、格好いい男性だった。整った顔立ちに上品なヒゲが似合っている。

　これが竜崎マナト先生!?　格好いい人だろうとは思っていたが、想像以上だ！

　女性の方は、二十代中ちゆう盤ばんから後半くらいに見える、黒くろ髪かみロングヘアでスタイルが良い、上品さの中にも不思議な色気を持った綺麗なお姉さんだった。

　これが茉莉の憧れの境かおる先生？　まさか本当に女性だったなんて！　しかも、茉莉の期待通り美人で胸が大きい……。こんなことってあるもんなんだな。

「あ、一緒に来たわけじゃありませんよ？　今そこで竜崎さんとお会いしまして」

　俺と茉莉が呆ぼう然ぜんと見つめていると、ダンディな竜崎先生がそんなことを……。




　……え!?　ちょっと待て、今、竜崎先生はなんて言った？

『竜崎さんと、お会いした？』




「あ、そうなんですか？　お二人は同期で仲も良いので、てっきり一緒にいらしたのかと思っちゃいましたよ」

　編集者の椎名さんがからかうように言う。

「もう、変なこと言わないで下さいよ～。私と境君がそんな関係なわけないじゃないですか」

　俺が境先生だと思っていた美女が、椎名さんに言葉を返す。

　え？　ちょっと待てよ、ってことは……。

「えぇっ!?　あ、あの、境先生は……!?」

　俺が言葉を発するより前に、茉莉が混乱した様子で声を荒あららげた。

「え？　えっと、境かおるは僕です。初めまして。お二方が今回一緒に同行する生駒アギト先生と霧きり島しま理り人ひと先生ですね？」

　俺が竜崎マナト先生だと思っていたダンディな男性が、茉莉と俺ににこやかな笑え顔がおを向けて挨あい拶さつをした。




「「えっ……えぇぇぇ!?」」




　思わず、俺と茉莉は同時に声を荒らげた。

　つまり、男性の方が茉莉の憧れの境かおる先生で、女性の方が俺の憧れの竜崎マナト先生、だと……!?

　いやいやいや、どう見ても逆だろ!?　こんな綺麗なお姉さんが、あのダークファンタジーバトル漫まん画がを描いてるっていうのか!?

　俺は思わず、まじまじと本物の竜崎マナト先生を凝視した。

「はっ！　は、初めまして！　『BATTLE IDOL!』を連れん載さい中の生駒アギトです！　あ、め、名刺を……」

　そこで茉莉が本物の境かおる先生に丁てい寧ねいに挨拶を返して、名刺を出すために鞄かばんを漁あさろうとする。さすがの茉莉も、憧あこがれの漫画家を前には礼れい儀ぎ正ただしくなるんだな。

　茉莉が想像していた人物像とは大分違ちがっただろうが、それでもきちんと挨拶をしようとしているようだ。

「ふふふ、生駒さんは境かおる先生の大ファンなんですよね。でも、ここでは落ち着かないですから、大阪に着いたらゆっくり挨拶しましょう」

「は、はい！」

「いやあ、それはすごく嬉しいですね。僕も生駒さんの『ＹＡＭＯＭＥガール』好きでしたよ。『BATTLE IDOL!』も楽しく読ませてもらってますし」

　境先生が相変わらず爽やかな笑顔で茉莉に言葉を返す。

「え、えぇっ!?　ほ、本当ですか!?　あ、ありがとうございます！」

　茉莉は今までに見たことがないくらいかしこまっており、同時に舞まい上がってもいるようだ。

「あ、新幹線来ましたね。では、続きは大阪に着いてからにしましょう」

　早乙女さんに促うながされ、俺たちは新幹線に乗り込んだ。

　編集者側の配はい慮りよで、席は全員別々の指定席となっている。早乙女さん曰いわく、作家が移動中に心置きなく寝ねていいように、ということらしい。

　自分の席を見つけて座り、俺は未いまだに自分が興奮状態であることに気付いた。まさか憧れの竜崎マナト先生が、あんな綺麗な女性だったなんて……。

　俺も早く茉莉のように、ファンであることを公言して挨拶したい！




　それから席で昼食の弁当を食べて、今日のサイン会のことや、この間のエミリちゃんのことなどを悶もん々もんと考えていたら、寝不足だというのに一いつ睡すいもしないうちにあっという間に大阪へ到着していた。




「では、ここから会場までは二台のタクシーに分かれて移動しましょう」

　新大阪の駅に降りて、早乙女さんが俺たちに提案した。

　ここでもきちんと挨拶する間もなく、駅を出てすぐに竜崎先生と境先生と椎名さん、俺と茉莉と早乙女さん、という振ふり分けでタクシーに乗った。

　当然、早乙女さんが助手席に座り、俺と茉莉が後部座席に座る。

「ちょっと、早乙女……さん！　ちゃんと境先生と挨拶させてよ！」

　タクシーに乗って早乙女さんが運転手に行き先を伝えた後すぐに、茉莉がもどかしい様子で早乙女さんに文句を言う。

「お……僕も、竜崎先生とご挨拶したいです！」

　俺も茉莉に便乗した。茉莉は少し挨拶できただけいいが、俺はまだ一言も会話できていない。

「ええ勿論、分かってますよ。駅は人ひと混ごみがすごいし、万が一竜崎先生や境先生のファンの方でもいて会話を聞かれたりしたら大変ですから、会場についたらゆっくりお話しする時間を設けますね。サイン会まではまだ時間に余よ裕ゆうがありますし」

「ああ、そういうこと……」

　茉莉はムッとしつつも一応納なつ得とくした様子を見せる。

　そういうことだったのか。俺も茉莉も憧れの人を前に焦あせりすぎだな。

「ふふ。生駒さんは本当に熱心な境先生のファンなんですねえ。どうですか、実際にご本人を前にして」

「え!?　どう、って……私、境先生をてっきり女性だと……おっぱいの大きい綺き麗れいなお姉さんだと思ってたのよ」

「えっ……まあなんというか、生駒さんらしいですねぇ」

　早乙女さんがぷっ、と少し噴ふき出しつつ言った。

　後半は単なる希望的観測だろ、と俺は内心突つっ込む。

「だから、男性だって知ってびっくりしたけど……でも、どんな人であろうと境先生が私にとって憧れの神様のような存在であることに変わりはないわ！　できればもっとお話ししてみたいし、あ、あと！　私もサインもらいたい！」

　瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて語る茉莉の横顔を見て、少し意外に思った。

　巨きよ乳にゆうのお姉さんじゃないなんて～！　と、少しはガッカリしたりするのかと思ったが、そんなことはないみたいだな。

　まあ……境先生って大人の魅力ある男性、って感じでダンディなイケメンだし、憧れの漫画家があんな格好いい人だったら、むしろ嬉しいよな。

　茉莉だって、普ふ段だんはクラスの男子とかにあんまり興味なさそうだけど、女の子なんだから、普通に考えたらイケメンは好きだろうし。

「……!?　な、何よ？」

　俺が茉莉の横顔をじっと見ていたのがバレ、茉莉が不ふ審しんな顔で俺を見た。

「え、いや、別に」

「君島さんの方は、いかがですか？　憧れの竜崎マナト先生にお会いしてみて」

「え!?　あ、僕も竜崎先生のことずっと男性だと思ってたので、女性で、しかもあんな綺麗な人だって知って、すごくびっくりしました！　まだ挨拶できてないので、会場についたらご挨拶して、是ぜ非ひお話ししてみたいです！」

「…………」

　視線を感じて見ると、茉莉が眉み間けんに皺しわを寄せて俺を見ていた。

「え、何!?」

「ハッ！　別に」

　ハッ、ってなんだよ!?

「ええ、後できちんとご紹しよう介かいしますからね。ふふふ、お二人共、話してる最中にもう会場に着きましたよ」

「「え!?」」

　早乙女さんに言われて俺と茉莉が窓の外を見ると、やたらと人通りの多い通りに来ていた。

「え、メロンブックスがある!?　アニメイトも!?　何ここ、オタクショップだらけじゃない！」

　茉莉が興奮気味に騒さわぐ。言われてみれば、確かにいかにもオタクショップという感じのイラストの広告や看板が至る建物に掲かかげてあった。

「えぇ、話には聞いていましたがまさかこんなにオタクショップで賑にぎわっているとは……。まるで秋あき葉は原ばらみたいですねぇ。ここは大阪日に本ほん橋ばしのオタロードと呼ばれている通りみたいですよ」

　早乙女さんが説明した。大阪にもオタロードなんてものがあるのか……。

　やがてとある店の前でタクシーが停まり、早乙女さんが支し払はらいを終えて、俺たちはタクシーを降りた。

　店の前には、既すでに先に着いている竜崎先生、境先生、椎名さんが立っていた。

「お二人共、こちらが本日サイン会を行う『ゲーマーズ　なんば店』さんです♪」

　早乙女さんが俺たちに紹介してから、全員で店内へと入った。




　早乙女さんの後に続いていくと、店の奥でスタッフの人と会い、イベントスペースの控ひかえ室へと案内された。

「初めまして、わざわざお越こし頂きありがとうございます。今日はどうぞ宜よろしくお願い致いたします」

「は、初めまして！　霧島と申します。こちらこそ宜しくお願いします！」

　それから控え室で、富ふ士じ見み社しや大阪支店の営業さん、ゲーマーズなんば店店長、副店長、スタッフの方々と名めい刺し交こう換かんと挨拶をした。

　こんなにたくさんの大人と一気に挨拶するのは富士見社のパーティー以来で、緊きん張ちようしてしまう。




　イベントスペースは一つ下の階である地下一階であり、控え室の扉とびらを開けると地下へと向かう階段が直結している、と店長さんから説明を受けた。

　サイン会が行われる前に、みんなで会場を下見しておくことになった。階段を下りて全員でイベントスペースへと移動する。

　イベントスペースは、想像していたよりも広かった。

「お、おおお……！」

　その光景に、思わず俺は感かん嘆たんの声を上げてしまう。

　まず、前方にサイン会を行うためのテーブルがあり、上部に『竜崎マナト先生　境かおる先生合同サイン会』『生駒アギト先生　霧島理人先生　サイン会』と書かれた看板が掲げられている。憧れの漫画家と自分の名前が並んでいることに軽く感動を覚えてしまう。

　前方の壁かべには、竜崎マナト先生が現在連載中の作品『魔ま獣じゆう剣けん士し』、境かおる先生が連載中の作品『もえかみっ！』、そして俺と茉莉が連載中の『BATTLE IDOL!』のカラーイラストのポスターが貼はられていた。

　テーブルの左右には、いくつか花が飾かざられていた。

　よく見るとそこには、『御お祝いわい　株式会社富士見社　月刊少年ドラゴン・月刊プリティードラゴン編集部』と書かれていた。富士見社が用意してくれたようだ。

　俺たちのサイン会なんておまけ程度のようなものかと思っていたのに、ここまで大々的に取り上げてくれるなんて……。

　ここへ来て、なんだかやっとサイン会を開いてもらえたんだ、という実感が湧わいてきた。

　漫画家になってまだそれほど経たっていないというのに、俺ってとんでもなく幸運なんじゃないのか!?

「すごい……。本当に私たちのサイン会、ここでやってもらえるんだ……」

　気付けば、隣となりで茉莉も俺と同じように感動した様子で放心していた。

　そうだよな。茉莉も、漫まん画が家かになってから数年経っているとはいえ、初めてのサイン会なんだもんな。

「お二人共、写メ撮とってもいいですよ」

「え、本当ですか!?」

　俺たちの様子を見た早乙女さんがそんな風に声を掛かけてくれたので、俺はポケットからスマホを取り出し会場の様子を撮さつ影えいした。茉莉も俺の隣で撮影していた。




　テーブルから少し離はなれたところに、沢たく山さんのパイプ椅い子すが並べてある。ここにサイン会に来てくれた読者の方々が座るのだろう。

　パイプ椅子いっぱいにお客さんが座ったら、かなりの迫はく力りよくだ。こんなたくさんの人の前でサイン会を行うのかぁ。

　……まずい、想像していた以上に緊張しそうだ。

「まず第一部の竜崎先生と境先生のサイン会を七十名一気に行います。その後生駒先生と霧島先生のサイン会を五十名一気に行います。先にお客さんが入った後に先生方に会場に入って頂く形となります。サイン会の前にマイクで一言ずつご挨あい拶さつを頂きたいと思います」

　店長さんが手て際ぎわよく俺たちにサイン会の流れを説明した。

　あ、挨拶!?　サイン会を行うだけでも緊張するだろうってのに、こんなに大勢の人の前で挨拶までしなきゃならないのか!?　何を言うか考えておかないと……。

　下見と説明が終わり、流れが分かったところで、俺たちは全員で再び控え室へと戻もどった。




「では、サイン会開始までまだお時間ありますので、こちらでお過ごし下さい。飲み物、おやつなどどうぞ召めし上がって下さい」

　控え室で店長さんが俺たちに告げた。

「あ、ありがとうございます！」

　こんな新人漫画家の俺にまでこんなに気を遣つかってもらえるなんてな……と、思わず恐きよう縮しゆくしてしまう。




　やがて店長やスタッフの方々が一度席を外したので、今度は俺たちと竜崎先生と境先生とが挨拶をさせてもらえることとなった。

「では改めまして、こちら、私が担当している作家さんの生駒アギト先生と霧島理人先生です」

　早乙女さんが俺たちを両先生に紹介してくれた。

「はっはじめまして！　昨年デビューしたばかりの霧島理人と申します！　現在『プリティードラゴン』の方で生駒先生とコンビで『BATTLE IDOL!』を連れん載さい中です。どうぞ宜しくお願いします！」

　俺は緊張のあまり声が上うわ擦ずりながらも、竜崎先生と境先生に名刺を渡わたして挨拶をした。茉莉もお二方に挨拶をしながら名刺を渡し、竜崎先生と境先生も挨拶と共に俺たちに名刺を渡してくれた。

「生駒先生は境かおる先生のファンで、霧島先生は竜崎マナト先生のファンなんですよね？」

「は、はい！　僕、中学生の時から竜崎先生の大ファンで！」

　早乙女さんが振ふってくれたので、俺はありがたく竜崎先生にファンであることを公言した。

　恐おそる恐る竜崎先生の顔を見ると、少しきょとんとしてから笑え顔がおになって、




「えぇ～、そうなんですかぁ!?　やだ～、こんな若くて可愛かわいい男の子にそんなこと言われたらお姉さん嬉うれしくなっちゃう！」




「……っ!?」

　明るいノリでそんなことを言ってきたので、俺は思わず一いつ瞬しゆん固まった。

　見た目的に大人しい感じのお姉さんかと思っていたのだが、見た目とのギャップに驚おどろいてしまう。

「ちょっとマナちゃん、初対面から飛ばしすぎだよ！　霧島さんびびってるじゃないか」

　その様子を見ていた境先生が焦あせった様子で竜崎先生に突つっ込んだ。マナちゃん、って竜崎先生のことか？　さっき同期って言ってたし、仲いいんだな。

　しかし、竜崎先生って随ずい分ぶんフランクな人なんだな……。俺の中の竜崎先生像からどんどん変わっていって、少々混乱してしまう。

「あ、ごめんね!?　つい本音が出ちゃって！　取って食べたりしないから引かないで!?」

「え、いえ！　ひ、引くだなんてとんでもないです！」

「同業者はこういうおじさんばっかりだから若い子が新しん鮮せんでさ～。え、ちなみに今いくつですか？」

「おじさん!?　君もあんまり年変わんないだろ！」

　おじさんと言われた境先生が竜崎先生に突っ込んだが、竜崎先生は無視した。
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　こんな格好いい人におじさん、だなんて……。まあ、それほど仲がいいってことなんだろう。

「今高校二年で、生駒先生と同い年です」

「高校生っ!?　若い若いとは思ってたけど高校生って……！　すご～い！　私が高校生の頃ころなんて毎日漫画読んでぐーたらしてただけなのに！」

　竜崎先生は大げさなくらい驚いた様子で俺を褒ほめた。

　あの憧あこがれの竜崎先生に、こんな風に褒められるだなんて……！

「あっあの、僕の中で竜崎先生は本当に神様っていうか、『ドラゴンソード』がきっかけで本格的に漫画家になりたいって思い始めまして！　昔ファンレターも一度送ったことがあって……」

　とにかく話ができるときに思いの丈たけを伝えておこうと思い、俺は興奮を抑おさえつつ竜崎先生に話した。

「だから、今日お会いできて、更さらに一いつ緒しよにサイン会をさせて頂けるなんて、本当に光栄で……！」

「え、えぇ～!?　なんかもうありがとうございます～！　そう言ってもらえるとこちらこそ嬉しいですよ～！」

　竜崎先生は少し恥はずかしそうな笑顔でそう言うと、手を差し出してくれた。それが握あく手しゆをしようとしてくれているんだと気付き、慌あわてて俺も緊張しつつも手を差し出す。

「あ、ありがとうございます！」

　握手をしながら、俺は感動のあまり再度礼を言って頭を下げた。

　竜崎先生は想像していた人とは大分違ちがったけれど、とても気さくでいい人で、会って人ひと柄がらを知って余計にファンになってしまった。




「昔から、境先生の描かく女の子が大好きで、憧れでした……！」

　気付けば茉莉も、俺と同じように境先生に自分の思いの丈を熱心に伝えていた。

　あんなに嬉しそうな茉莉見たの、すごく久しぶりな気がする……。




「それでは、もうすぐ竜崎先生と境先生のサイン会が始まりますので、ご準備をお願いします」

　店長さんが控ひかえ室に戻ってきて、その場にいる全員に伝えた。

　言われた通り、竜崎先生と境先生、それから早乙女さんと椎名さんが準備のために席を立つ。

「それではお二人共、恐れ入りますがサイン会第一部終しゆう了りようまで暫しばらくこちらでお待ち下さいね。その間、ゲーマーズなんば店さん展示用の色紙にサインをして頂きたいので、スタッフの方が持って来て下さったら宜よろしくお願いしますね」

「はい、分かりました！」

　お二方のサイン会が行われている間に、展示用の色紙にサインを書く、ということは事前に早乙女さんから聞いていた。

　早乙女さんが俺たちにそう言い残し、両先生と編集さん二名、富士見社の営業さんは控え室を出てサイン会の行われるイベントスペースへと移動した。

　すぐにスタッフの方がサイン用の色紙を持って来て説明してくれたので、俺と茉莉はひたすらそれらにサインをする作業に入る。この日のために原げん稿こうの合間を縫ぬってサインの練習をしたが、あまり格好いいサインは作れなかった。

　ちなみに、サインは上半分に茉莉がサインを書いて、下半分に俺が書く、ということに決まった。

　初めて見た茉莉のサインは、意外にもデザイン性のある可愛らしいものだった。さすが萌もえ漫画家、とでも言うべきか……。

　俺のサインがシンプルなので、バランスが取れていてちょうどいいかもしれない。




　サインを書く作業の最中、スタッフの人が再び控え室から席を外し、俺と茉莉の二人きりになった。

「良かったわね。竜崎先生と話せて」

「え!?　あ、うん……」

　茉莉が、サインする手を止めずに俺に声をかけた。

「っていうか、何握手まで求めちゃってるわけ？　職権濫用じゃない？」

　茉莉が俺の顔を見もせずに言うが、言い方と声になんだか棘とげがあった。

「え!?　ち、違うって！　握手は竜崎先生からしてくれたんだよ！」

「そ、それにしたって、あんなデレデレして……憧れの先生を前に恥ずかしい男ね。憧れの漫画家が綺き麗れいな人だとかって喜んでたけど、いくらなんでも興奮しすぎじゃないの？」

　茉莉は最も早はやサインをする手を一瞬止めて、俺の方を見て文句を垂れる。

「はぁ!?　そ、そりゃあ……めちゃくちゃ好きな漫画を描いてた人があんなに綺麗で、しかも気さくで優やさしくて素す敵てきな人だったら、嬉しくもなるだろ！」

「……！　な、何開き直ってんのよ！」

　茉莉は俺の言葉に余計に顔を赤くして怒いかりを露あらわにする。

　っていうか、なんで茉莉はそんなことに文句を垂れてくるんだよ？

「茉莉の方はどうなんだよ。茉莉だって、境先生と嬉しそうにベラベラ喋しやべってたじゃん。主に茉莉が一方的に」

　さっき境先生と話していた茉莉は、まるで好きな人と会話する恋こいする乙女おとめかのようなテンションだったような気がする。

「な!?　い、一方的なんかじゃないわよ！　境先生が色々質問して下さったから、それに答えてて……」

「ふーん……。想像してた人とは大分違ったみたいだけど、どうなの？」

「境先生、やっぱりすごく素敵な方だったわ！　『生駒さんみたいな綺麗なお嬢じようさんがファンだなんてすごく嬉しいです』なんて言ってくれたのよ!?　『何か困ったことがあったらいつでも名刺にあるメアドに相談のメール送ってくれていい』とも言って下さったし……！」

「……!?」

　茉莉はまたさっきのような浮うわついたテンションになって嬉しそうに早口で語った。

　境先生、茉莉にそんなことを!?　茉莉もこんなに喜んでるだなんて、本当に恋する乙女そのものじゃないか。

「へ、へぇー……。そんな社交辞令を真に受けるなんて、茉莉もおめでたいね」

　俺は動どう揺ようを隠かくして、なるべく冷静に言った。

「はぁ!?　しゃ、社交辞令なんかじゃないわよ！　……た、多分……きっと……」

　茉莉は俺の言葉に怒おこりつつも、少し不安になっているようだ。

　浮うかれている茉莉を見ていたらなんだか無む性しように苛いら々いらして、つい嫌いや味みなことを言ってしまった。

　なんで俺、茉莉が境先生と話して嬉しそうにしているのを見て、こんなに頭に来てるんだろう。




　これじゃあまるで、俺が、茉莉と境先生に……。




「お疲つかれ様です！　サインありがとうございます！」

　ちょうどサインを終えた頃に店長さんが控え室に戻もどってきた。

「あ、先ほど終わりました。これで大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「本当ですか!?　いや～、ありがとうございます！」

　店長さんは色紙を見て確かく認にんしてから俺たちに礼を言い、色紙を控え室から運んでいった。




　それから間もなく控え室の扉とびらが開いたかと思うと、第一部のサイン会を終えた竜崎先生と境先生、編集さん二名と営業さんが戻ってきた。

「「お疲れ様でした！」」

　俺と茉莉は思わず立ち上がって声を掛かけた。声が被かぶってしまった。

「いや～、大盛せい況きようでした。熱心なファンの方が多くて」

　早乙女さんが俺たちに説明する。

　お二人ほどの大作家となればそりゃあ当然だろう。

　その後に俺と茉莉のサイン会かあ……。楽しみな気持ちと不安な気持ちが入り交じっている。

　俺のサインなんて誰だれも求めていなかったら、と思うと……。




　それから三十分ほど休きゆう憩けいを挟はさんで、その間にイベントスペースにお客さんを入れ、やがて俺たちのサイン会が始まる時間が近づいてくる。

　時間が経過するにしたがって、俺の不安と緊きん張ちよう感かんは高まっていく一方だ。

「それではお二人共、イベントスペースへ降りましょうか」

　ついに第二部のサイン会開始時間がやってきた。

「は、はい！」

「頑がん張ばって下さいね～！」

「ファンの方々は温かいですから」

「……！」

　竜崎先生と境先生が、俺たちにエールを送ってくれた。

「「ありがとうございます！」」

　俺と茉莉はまたしても同時にお二方に礼を言う。

　俺たちにとって神様のような存在の人に優しい言葉を掛けてもらえてありがたく思いつつ、控え室を出て地下へと移動した。




「ではお二人共、お願いします！」

　早乙女さんに指示されて、俺が先頭で、会場であるイベントスペースの扉を開けた。




「……！」




　先ほどのパイプ椅い子すに、お客さんがぎっしりと座っていた。

　俺たちが入場すると、大きな拍はく手しゆで出で迎むかえてくれている。

　全員俺たちの方を見ていて、余計に緊張感が増した。

　だけど、お客さんたちが笑え顔がおであったり、拍手をしてくれたりと、歓かん迎げいしてくれていることが分かって、その時点で軽く感動してしまう。

　前方のテーブルの後ろに茉莉と並んで立つと、お客さんたちの顔がよく見えた。五十人と聞いていたが、それよりももっとたくさんの人数に思えた。

　ここにいる人たち全員が、わざわざ俺たちのサイン会に来てくれたんだ……。そう思うと、余計に感動が押し寄せてくる。

「それでは霧島先生、生駒先生、一言お願いします」

　早乙女さんがマイクを俺に渡わたした。

「あ……え、えっと……」

　まずい、言うこと考えてたっていうのに、ここに立ったら緊張のあまり頭が真っ白になってしまった。

「今日は……あ、ありがとうございます。その……本当に嬉うれしいです！」

　今の気持ちを、俺は正直に言葉にした。
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　そんな俺の単純な挨あい拶さつにも、お客さんたちは温かく拍手をしてくれた。

　俺はマイクを茉莉へと渡す。

「い、いつも応おう援えんして下さって、本当にありがとうございます。初めてのサイン会で緊張してますが、読者の皆みなさんと初めてお会いすることができて、私もとても嬉しいです」

　茉莉も緊張している様子だったが、俺よりきちんと挨拶ができていた。

「ではお二人共、お座り下さい」

　早乙女さんがマイクを通さずに俺たちに指示した。俺たちは言われた通り着席する。

「では、一番の方からどうぞ」

　前に並んでいる方から順番に、サイン会が始まった。

　お客さんに自身の名前を書いて頂き、その紙を早乙女さんがお客さんから受け取って俺へと渡し、俺がそれを見て『○○様へ』とお客さんの名前を上部に書き、その下にサインを書くことになっている。サインは用意されている色紙に書く。

　一番目のお客さんが、俺たちの前へとやってきた。二十代くらいに見える男性だった。

「こんにちは！　『BATTLE IDOL!』毎回楽しく読んでます！　読み切りのときからすごく面おも白しろいなって思って応援してました！」

「……！」

　お客さんが笑顔で話してくれた言葉を聞いて、俺は感動のあまり一いつ瞬しゆん何も言えなくなってしまう。

　まだ連れん載さいが始まったばかりの『バトアイ』のファンのお客さんなんて、来てくれるのだろうかと、俺はずっと不安だった。今日のサイン会のお客さんは、元からの生駒アギトのファンばかりなんじゃないのか、と。

　もっと言えば、『バトアイ』のファンの人は存在するのか？　ということすら心の底では不安に思っていた。早乙女さんにアンケートで評判が良かったと聞いても、実際にファンの人を前にするまでは、イマイチ実感が湧わかなかった。

　だけど……ちゃんと来てくれたんだ。その上、『バトアイ』を読み切りのときから応援してくれていた、だなんて……。

　初めて自分の作品のファンの方を目の前にして、言葉にできないほどの感動で胸がいっぱいになる。

「あ……その、あ、ありがとうございます！　読み切りのときから応援して下さっていたなんて、本当に嬉しくて……もう、なんて言ったらいいか……」

　慌あわてて我に返り、俺はファンの方に言葉を返した。

「君島さん、サインも書きながらお話しして下さいね」

「え!?　あ、すみません！」

　全く手を動かさずに話していたら、隣となりに立っている早乙女さんにお客さんには聞こえないくらいの小声で注意されてしまった。

　そ、そうか。これだけ人数がいるし、時間も決まってるわけだから、長々と話しているわけにはいかないんだな。慌てて話をそこで終えて色紙にサインをする。

　緊張のあまり、自分の手が震ふるえていることに気付いた。なんとかサインを書き終え、色紙を茉莉に渡す。

「これからも頑張って下さい」

「あ、ありがとうございます！」

　一人目のお客さんは最後に俺にそう言葉をかけてから、茉莉の前へと移動した。

　そこで茉莉の様子が気になって、そちらを見た。

　茉莉も俺と同じように、お客さんからの言葉に緊張しながらも、なんとか言葉を返していた。

「君島さん、こちら次の方の分です」

「え!?　あ、はい！」

　俺が茉莉を見ていると、早乙女さんに声をかけられた。慌てて早乙女さんから次の方の名前の書かれた紙と色紙を受け取る。よそ見している時間なんてないな。

「こんにちは」

「こ、こんにちは！　今日はありがとうございます」

　次のお客さんに挨拶をする。二十歳はたち前後くらいの若い男性だった。

「僕、霧島先生のデビュー作も雑誌で読んでまして」

「え!?　ほ、本当ですか!?」

　驚おどろきのあまりサインをしようとしていた手を思わず止めて、読者の方の顔を見た。

「はい。そのときから面白いしキャラがかっこいいなって思ってたんですけど、その後連載が始まって作風がガラッと変わったので驚きました。でも、連載の『BATTLE IDOL!』も好きです！　バトルのかっこよさは健在ですし」

「あ……ありがとうございます！　まさか、デビュー作から読んでくれてる方がいるなんて……びっくりです！」

「君島さん、手を動かしながら……」

「あ、すみません！」

　またしても早乙女さんに小声で注意されてしまったため、慌ててサインの続きを書く。俺のデビュー作から読んでくれていて、注目してくれていた人なんていたんだ……。

　それも、その後連載になって作風が変わっても、こうして応援してくれるだなんて……。なんてありがたいのだろう。またしても、喜びで胸がいっぱいになる。




　その後も、俺はお客さんたちのありがたい声に感動しっぱなしだった。

「樹じゆ里り亜あが可愛かわいくて好きです。樹里亜の活かつ躍やくを応援してます！」

「実はどうしても今日来たくて、部活があったんですけどサボって来ちゃいました」

「息子むすこがこの漫まん画がのファンで、でも今日学校の用事で来られなかったので代わりに参りました」

「生駒先生の以前からのファンで、昔生駒先生にツイッターで質問に答えて頂いたこともありまして。その際はありがとうございました。今は自分のツイッターで『バトアイ』を布教してまして、ツイッターを通じて『バトアイ』好きの方と知り合ったりしています」

「名古屋に住んでまして、新幹線で参りました」




「あ……あ、ありがとうございます！」




　そして、中には……。

「これ、お二人にファンレター書いてきました」

「大阪名物の和わ菓が子しです。お二人で召めし上がって下さい」

　手紙やお菓子などのプレゼントを下さった読者の方までいた。

　読者アンケートの感想は早乙女さんに読ませてもらったが、実際にファンレターやプレゼントを頂いたのは初めてで、まさかもらえるなんて想像もしていなくて、驚いたと同時にめちゃくちゃ感激した。

　読者の方のほとんどが男性だったが、二名ほど女性のお客さんもいた。

　本当はもっとたくさんファンの方と話したかったし、たくさん聞きたいこともあったが、緊張と感動のあまり大した言葉が返せず、ひたすらお礼を言うことしかできない情けない俺だった。時間の都合上話に夢中になれない、ということもあるが。

　元からの生駒アギトのファン、という方も勿もち論ろんそれなりにいたが、そういう方も『バトアイ』を楽しんで読み、応援してくれているようだ。

　読者の方々がそれぞれ、色んな形で『バトアイ』を応援してくれている。

『バトアイ』は、ちゃんと受け入れてもらえているんだ。こんなにたくさんの方に好きだと言ってもらえて、応援してもらえているんだ。

　なんだかそのことが、まるで夢のようだった。




　やがて夢のような時間が終わり、最後のお客さんにサインを書き終え、無事に今日のサイン会は終わった。




「お二人共、お疲つかれ様でした♪」

「お疲れ様でした～！」

　最後のお客さんが会場を出たところで、早乙女さんを始め皆さんが俺たちに声をかけてくれた。

「いかがでしたか？　初めてのサイン会は」

「え、と……すごく緊張して、サインを間ま違ちがえそうになったりもしたけど……お客さんたちが温かくて、本当に嬉しかった。『バトアイ』が好きだって言ってくれる人がこんなにいるんだな、って、改めて感動したわ」

　茉莉が感激した様子で、早乙女さんの質問に答えた。

「僕もま……生駒先生と同じ気持ちです！　読者の方を前にして、読者の方々の言葉を聞いてやっと応援してもらえてるっていう実感が湧いて……これから、もっともっと頑がん張ばろう、って思いました！」

　長いようで短い時間だった。めちゃくちゃ緊きん張ちようしたので緊張疲れもあるが、それとは比べものにならないくらい、ファンの人たちからたくさんの感動をもらった。




　　　　＊




　それから俺たちは控ひかえ室へ戻もどり、お世話になった店長さんと店のスタッフの方々に挨拶をして、ゲーマーズなんば店を後にした。




「ではこれから、ローストビーフのお店を予約してますので、またタクシーで二手に分かれて向かいましょう」

「え!?」

　店を出たところで早乙女さんが口にした言葉に驚いた。

　夕飯を食べることは軽く聞いていたが、二手に分かれて……ということは、今ここにいるメンバー全員で食事をするということか？　つまり、竜崎先生と境先生も一いつ緒しよに……!?

「み、皆みんなで一緒に食事を？」

「ええ、勿論そうですよ」

　あの竜崎先生と一緒に食事!?

　こんな機会、一生のうちでこれが最初で最後なんじゃないのか!?　めちゃくちゃ嬉うれしいけど、同時に同じくらい緊張する！

「それとご存知かもしれませんが、別行動でしたが、今日大阪のとらのあなさんの方でも『ドラゴン』の作家さんのサイン会を行っていまして。せっかくなのでそちらの作家さん方も含ふくめて皆みなさんで会食をしようかと」

「え!?　そ、そうなんですか!?」

　誰だれがどこでサイン会をするかチェックしていなかったので、知らなかった。今日大阪で他ほかにもサイン会を行っている漫画家がいたのか。

　一体誰だろう。またしても有名ベテラン作家だろうか？　楽しみでもあるけど、益ます々ます緊張するなあ……。




　店を出て大通りへ移動してからそこでタクシーをつかまえて、行きと同じ組み合わせに分かれて、それぞれタクシーで店まで移動した。




「こちらです」

　タクシーを降りると、目の前に大きな建物があった。食事処どころの看板に目をやると、なんだか高級感溢あふれる雰ふん囲い気きの店ばかりが並んでいる。

　俺みたいな新人漫画家も、こんないい店で食事をさせてもらえるのか……。

　それから建物の中へと入って、エレベーターホールの前で竜崎先生方と合流し、みんなで店までエレベーターで移動する。

「お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

　店に入ると奥の席を案内された。十名くらい座れるような大人数向けのテーブル席だ。まだ他の作家さんは来ていないようだ。

「……！」

　店に入った順に適当に着席したところ、偶ぐう然ぜんにも、俺は竜崎先生の斜ななめ向かいの席になった。割と近いので、もしかしたら話せるかもしれない。さっきサイン会前に少し話して以降ほとんど話せていないので、是ぜ非ひ話したい。

　ちなみに、偶然だろうが、俺の正面には茉莉が座った。

　奥側の左ひだり端はしから境先生、竜崎先生、茉莉が座り、茉莉の横には三席ほど空きがある。

　その向かい、手前側は左端から編集者の椎名さん、早乙女さん、俺、という順で座り、同じく俺の隣となりも三席ほど空きがあった。これから来る他の作家や編集さんのための席になる。俺の隣、誰になるんだろう。

「あ、お疲れ様です～！」

　そこへ、スーツの男性がやってきた。なんだか見覚えのある……。

「……えぇっ!?」

　その男性の後ろにも何名かいて、その顔を見て俺は思わず声を上げた。

　そこには……同期作家の芹せり沢ざわと、一いちノの瀬せ白しら雪ゆきの姿があったのだ。

　な、なんで二人がここに!?

　今日大阪のとらのあなでサイン会してた漫画家って、この二人だったのか!?

「あ、君島先生！　お疲れっす～」

「……っ！　な、なぜ……」

　芹沢と一ノ瀬白雪も、俺の顔に気付いた。

　スーツの男性は、確か芹沢の担当編集者だった覚えがあるな。パーティーの時会った。

　他にも、見覚えのない人が二人程ほどいた。三十歳前後のスーツの男性と、私服姿の四十歳くらいに見える男性だ。

「あ、滝たき川がわ先生、お疲れ様です！」

「境君、竜崎さんもお疲れ様。君たちはゲーマーズだっけ？」

　私服姿の男性と、境先生が挨あい拶さつを交かわす。

　滝川先生……？　ってもしや、『少年ドラゴン』のベテラン売れっ子作家、『滝川一いつ成せい』先生か!?

　そういえば、今回のサイン会はベテラン漫画家のサイン会に新人漫画家をくっつける、というやり方だったもんな。とらのあなの方では、ベテランの滝川一成先生と、新人の芹沢と一ノ瀬白雪が一緒にサイン会を行ったということか。

　俺の隣には、偶然にも一ノ瀬白雪が座った。

「一ノ瀬さん、サイン会お疲れ様でした」

「…………」

　一ノ瀬白雪は青白い顔で呆ぼう然ぜんとしている。

「えっと……サイン会、どうでした？」

「……あ、あまりに大量のホモサピエンスを前に、失神寸前だった……」

　遠い目になって、一ノ瀬白雪は消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　考えてみれば、この一ノ瀬白雪がサイン会、って……よく最後まで務まったな？　ファンとちゃんとコミュニケーションとか取れるのか？　大勢の前に出たりできるのか？

「えっと、結構大変だったんじゃないですか？　その……ファンの人から話しかけられたりとか、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「……わ、我が同どう胞ほうの述べることは……大変興味深く、私にとって有益であったが……あのような状じよう況きよう下かでそれに満足な返事をすることなど不可能……」

　一ノ瀬白雪は難しい表情でボソボソと呟く。

　我が同胞？　って何だ？　もしかして、ファンの人のことを言ってるのか？

「……え、えーと……それはつまり、ファンの人の話してくれた内容はありがたかったけど、ちゃんとした返事が出来なかった、と……？」

　一ノ瀬白雪は無言でコクリ、と頷うなずいた。

「な、なるほど。確かに話しかけてもらえるのはめちゃくちゃ嬉しいけど緊張してうまく話せないですよね。じゃあ、サイン会中は全然話せなかったんですか？」

「あの男が……代わりに喋しやべったり、間に入って会話をさせようとしたり……勝手に余計な気を回していた……ように思う」

「あの男……ああ、編集さんが、ですか」

　一ノ瀬白雪が言う『あの男』というのは、確か担当編集者のことだった。

　担当編集者も一ノ瀬白雪の性格を分かっているので、色々フォローしたんだろうな。

　色々問題もあるみたいだが、なんだかんだ言って一ノ瀬白雪のよき理解者なんじゃないだろうか。

　そう──一ノ瀬白雪は、先月の同期会で「このままじゃ私の漫まん画がは駄だ目めになる」と言い、担当編集者の希望する展開を無理矢理描かかされている、と打ち明けた。

　それを聞いた俺と八や雲くもムラサキさんで、その話が本当なのか確かめるために一ノ瀬白雪の自宅にお邪じや魔まし、彼女の描いたネームと担当編集者に手を加えられた後の原げん稿こうとを読み比べた。

　読んだ上で、一ノ瀬白雪の言っていることは本当だったと分かり、俺は彼女に『もう少し担当編集者に自分の意見を述べた方がいい。そうしないと個性が潰つぶれてしまう』というようなことを伝えた。

　彼女はその後本当に担当編集者に自分の意見を述べることができ、担当編集者も聞き入れてくれ、その件に関してお礼のラインを俺にくれた。

　今日来ているスーツの男性は、もしかしたら一ノ瀬白雪の担当編集者なのかもしれないな。顔を見たことがないので分からないが。

「あ、君島先生の相方の生駒アギト先生っすよね!?　俺、君島先生の同期作家で仲のいい芹沢と申します！」

「え!?　は、はあ……」

　俺の向かいの席では、なんと茉莉の隣に芹沢が座り、積極的に挨拶しているのが目に入る。

　芹沢は前から一度パーティーで会った茉莉に興味を持っていて、仲良くなりたがっていた。隣の席になってしまうなんて、これは絶好のチャンスじゃないか。

「では、初対面の方同士もいらっしゃると思うので、お料理を注文したら軽く自己紹しよう介かいしましょうか」

　そこで、早乙女さんが全員に言う。

　メニューを開いて、びっくりした。コース料理のようだ。こんな高級な店来たことがない。

　遠えん慮りよしなくていい、と早乙女さんが言ってくれたので、腹ぺこだった俺はお言葉に甘えて四つあるコース料理の中で二番目に量が多いものを選んだ。それぞれ注文を済ませる。

　全員が注文を終えてから、俺と茉莉は一度席を立ち滝川一成先生の元へ移動して、名めい刺し交こう換かんと挨拶を交わした。

「は、初めまして！　昨年デビューしました霧島理人と申します。宜よろしくお願いします！」

「初めまして！　い、生駒アギトです！　宜しくお願いします！」

「こちらこそ宜しく。いや～、しかし若いねえ。今いくつ？」

「えっと、高校二年です」

「高校生!?　高校生で連れん載さいって、すごいなあ！」

　滝川先生は大先生なのに話しやすい方でありがたかった。

　他ほかでも、初対面の漫画家同士が名刺交換を交わしている。

「え、竜崎マナト先生って女性だったんですか!?」

　芹沢が竜崎先生と挨拶をして驚おどろいている声が聞こえてきた。

　そういえばあいつ、「俺のライバルは『ドラゴン』看板作家の竜崎マナト先生っすかね」とか前大口叩たたいてたよな……。

「自分、昔から竜崎先生の漫画が好きで！　憧あこがれの先生がこんな綺き麗れいな方だなんてすごく嬉しいです！」

　……っておい！　言ってることが全然違ちがうじゃねえか！

「あはは、やだも～、若いのに口が上手うまいんだからー」

　竜崎先生は笑いながら軽いノリで流していた。

　一通り挨拶を終えると、ちょうど料理が運ばれてきた。

　食事をしながら、最初は編集さんたちが漫画家たちに話を振ふって全員で会話をする、というような流れだったが、これほどの大人数なので、そのうちにいくつかに分かれてそれぞれで会話をするような形になっていく。

「初めてパーティーでお会いしたときから綺麗な方だな～って思ってたんですよね！　年も同じなんで是非仲良くして欲しいっす！　たまに同期会もやってるんで良かったらそれにもきてもらいたいですし」

「はあ……」

　向かいの席では、芹沢が茉莉に相変わらずガツガツ話しかけていた。あのチャラ男め、ここぞとばかりに話しかけまくりやがって……。茉莉の様子を見るに、適当に流しているように見えたので少し安心する。

　斜め向かいに座る竜崎先生は、境先生や編集さんたちと楽しそうに会話している。竜崎先生とは話したいが、勿もち論ろん、そこに入っていく勇気など毛頭ない。

「一ノ瀬さん、その後、漫画の方どうですか？」

　芹沢と茉莉が話しているのも気になったが、一ノ瀬白雪の漫画がその後どうなったのかも気になっていたので、俺は彼女に話しかけた。

「……！　あ、えっと……」

　一ノ瀬白雪は俺に話しかけられたのが意外だったのか、一いつ瞬しゆん戸と惑まどっている。

「ほ、報告した通り……以前よりは私の意見にも耳を傾かたむけるようになった。相変わらず、自分の意見を押しつけてくるような無能さもあるが……」

「え!?　は、はあ……」

　担当編集者だって近くにいるっていうのに、よく言えるなあ。俺は思わず、慌あわてて彼女の担当編集者（らしき人物）の方を確かく認にんする。

　まあ、一ノ瀬白雪の声って小さい上にボソボソしてて通らなくて聞き取りにくいから大丈夫か。向こうは向こうで会話してるみたいだし。

「それでも……後から私がメールで『あの箇か所しよは修正すべきではない』とか、『やはりこうしたい』ということを送れば、真ま面じ目めに検討するようになった……」

「……！　そうでしたか。いや、それは本当に良かったですね！」

　担当編集者が一ノ瀬白雪の言葉に耳を傾けるようになったようで、本当に良かったと思う。

「……な、何故なぜあなたは、一々そんなことを……私のことを気に掛かける？　あなたにとってはどうでも良いことなのに……」

　一ノ瀬白雪は、俺を警けい戒かいしているかのような目で俺を上うわ目め遣づかいで睨にらんだ。

「え!?　いやそりゃあ、同期作家のことは気になるじゃないですか」

「…………」

「それに、俺自身も一ノ瀬さんの漫画の一読者として、面おも白しろくなって欲しいって思いますし。あ、あと、それに……」

「……？」

　一ノ瀬白雪に協力したのはもう一つ理由があるのだが、言うべきか躊躇ためらった。

　俺が言葉に詰つまっていると一ノ瀬白雪が俺の顔を覗のぞき込んで、不思議そうにじっと見つめる。

　う、うーん……ここまで言ったからにはもう言うか。

「デビューした賞にも大きく差がありますし、まだまだこんなこと言える立場じゃないんですけど……い、一応！　同期作家ということで、俺は勝手に一ノ瀬さんのこと、ラ……ライバルだって思ってるんで……！　ライバルには、万ばん全ぜんの状態で戦っていて欲しい、っていうか……」

　言ってから、自分の顔がカァーッと熱くなっていくのが分かった。

　もしかしなくても俺、やっぱり、相当恥はずかしいこと言ってるよな!?

「ラ、ライ……バル」

　一ノ瀬白雪は俺の言葉を復唱して、呆然としている。
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「ライバルには万全の状態で戦っていて欲しい、だあ……!?　あんた、よくもまあそんな厨ちゆう二に全開なセリフ恥ずかしげもなく言えるわね!?　たまたま耳に入ってきたこっちが恥ずかしくなってくるくらいよ!?」

　そこで唐とう突とつに茉莉が向かい側から盛せい大だいに俺に突つっ込んできた。

「厨二全開!?　え、別にそんなつもりは……！」

　茉莉に言われて、余計に恥ずかしさが倍増する。

　ああ～っクソ、やっぱり超ちよう恥ずかしいこと言ったな！　っていうか、芹沢と話してたくせになんでそういうところだけ聞いてんだよ!?

「わ……解った。そういうことなら……私も、全力で面白いモノが描けるよう、これからも最大限努力する」

　俺が恥ずかしさで焦あせっていると、一ノ瀬白雪がなんだか納なつ得とくしたような様子でそう言ったので俺は少し驚いた。珍めずらしく、口元が少し緩ゆるんでいるように見えた。

「そういえば、生駒さんと霧島さんって二人で一つの漫画を合作してるんだよね～？　作画とストーリー担当に分かれてるってわけじゃないって聞いて、珍しいなーって思って。絵も話も二人でやるってなると結構大変じゃない？」

　そこで、俺の斜ななめ向かい、茉莉の隣に座る竜崎先生が俺たちに話を振ってきたので驚いた。ずっと話すチャンスを窺うかがってはいたが、まさかあちらから声をかけて下さるだなんて！

「は、はい！　そうですね、最初は大変でしたけど、今はそのやり方にも慣れてきたっていうか……」

　俺が竜崎先生の方を向いて緊きん張ちよう気味に答えると、正面の茉莉の視線を感じた。

「そういうものなんだ～！　なんか二人で描いてて困ってることとか悩なやんでることとかないの？　ほら、今日私はともかくとしてベテランの漫画家が二名いるわけだし、なんでも聞いた方がいいかなって思って！」

　竜崎先生は境先生と滝川先生の方に軽く視線を向けながら俺たちに告げる。

　いや、俺としては誰だれよりも憧れの竜崎先生に色々お聞きしたいんですが！

　これはもしかして、竜崎先生に色々聞ける絶好のチャンスなんじゃないのか？

　何か困ってることや悩んでること、か……。俺は少し真しん剣けんに考える。

　今、悩んでいることはある。

　今月の原稿が時間がなくて大変だとか、まだまだ俺がラブコメ描びよう写しやや女の子の絵が下手で困ってるとか……。

　いやでも、やっぱり俺が今一番に悩んでいることは……。

「え、えっと……その、俺たち今まで、プラスアシスタント一人で、三人の形態で原稿を描かいていたんですけど」

　俺は自分が今一番悩んでいることを竜崎先生に相談しようと、口を開いた。

「えっ……三人!?　少な！　高校生ってことは学校行きながらなのに、すごいね～!?」

　竜崎先生が俺の言葉に驚いた。三人でも、少ない方だったりするのだろうか。

「いえ、そんな……。ただ、今月からアシスタントが辞やめてしまって、今月の原げん稿こうを二人で仕上げなくてはいけなくて」

「えっそうなの!?　めちゃくちゃ大変じゃん！」

「あ、そうですね……」

　確かにそれは大変だが、俺が本当に悩んでいるのはそのことではない。

「そっか～、いや、そりゃあ大変だよ。一刻も早く新しいアシスタント見つけないとね」

「はい、そうなんですけど……。でも、前まで入ってくれてたアシスタントが辞めた理由っていうのが、イマイチよく分からなくて……」

「そうなの？」

「まだデビューしてない漫画家志望の子なんですけど、本人が言うには自分の原稿に時間を掛けたいからだ、ってことらしいんですが、まつ……生駒先生は『それが辞める本当の理由じゃないと思う』って言うし。本当にそういう理由で辞めたなら仕方ないって思うんですけど、そうでないならちゃんと事情を聞きたいなって思って、モヤモヤしてるっていうか……」

「アシスタントが急に辞めちゃって、理由がよく分からない、と……」

　竜崎先生は俺の話を真剣に聞いてくれている。

「生駒さんが、アシスタントが辞めたのには他に理由がある、って思ったのは、どういう理由でなの？」

　竜崎先生は茉莉に質問した。茉莉は少し考えてから口を開く。

「えっと……デビューが決まったとかで辞めるなら『時間がなくなる』っていうのは分かるんですけど、まだそういうわけでもないのに辞めるなんておかしいな、って……」

「え……あ、確かに！」

　茉莉の言葉に、俺が納得した。

「ってあんた、今までそんなことも疑問に思ってなかったわけ!?」

「いや、本人が忙いそがしくなるって言うなら本当にそうなのかな、って……」

「ふむふむ。なるほどね」

　竜崎先生が相あい槌づちを打つ。

「それから……辞めた後、なんか異様にそっけなくなって。連れん絡らくしてもそっけない返事しか来ないし。これは何か、仕事場の人間関係が嫌いやになって辞めたんじゃないか、って……」

「……！」

　それは、俺も思っていた。俺が連絡してもそっけなかったが、茉莉にもそっけない対応だったのか。

　確かに、アシスタントを辞めるなら辞めるで仕方ないけど、エミリちゃんは俺たちとの接せつ触しよくごと断たち切ろうとしてるように見えるんだよな……。

「なるほどー……。二人は、今アシスタントがいない状態で大変だと思うけど、新しいアシスタントを入れるつもりはないの？」

「あ……一応今、担当さんに探してもらってはいます」

「そうなんだ。じゃあ、新しいアシスタントが見つかったら、それで作業的には問題なくなると思うんだけど……それでも、やっぱり前のアシスタントに戻もどって欲しいと思う？」

「……！」

　竜崎先生に質問されて、俺は改めて考える。

　確かに、新しいアシスタントが来て、その人が仕事のできる人であれば、原稿作業的には問題なくなるかもしれない。

　だけど……。

「そう、ですね……。できれば、新しいアシスタントじゃなくて、前のアシスタントに戻って欲しいと思ってます」

「へぇー。そんなに優ゆう秀しゆうなアシスタントだったの？」

「はい、アシスタントとして優秀だったので助かりました。でも、それだけじゃなくて……あの仕事場は、もう三人の仕事場としての空気があって。彼女がいないとなんだか物足りないっていうか、寂さびしいっていうか……。一番の理由は、むしろそっちなんです」

　竜崎先生が質問してくれたことで、俺はやっと気付いた。俺がエミリちゃんに戻って欲しいと思っている一番の理由に。

　勿もち論ろん仕事面でも貴重な人材だったが、それ以上にエミリちゃん自身の人ひと柄がらだ。俺が言うのもなんだが、あの少し特とく殊しゆな仕事場にあそこまで馴な染じめるのは、最も早はや彼女しかいないんじゃないだろうか。

　三人がいてやっとしっくりくる。一人でも欠けるとバランスが崩くずれるというか、なんだか物足りなく感じてしまう。

　それでも、彼女が本当に夢に向かって頑がん張ばるために辞めたというなら、晴れやかな気持ちで送り出すことができたと思う。

　だが、茉莉の言うように、他ほかの理由で辞めるというなら……。

　さっき茉莉の話を聞いていて、改めて思った。エミリちゃんは、仕事先の人間関係が原因で辞めた可能性が高い、と。

　そうでないなら、俺たちとの交流を自ら遮しや断だんしたりしないはずだ。辞めた途と端たん冷たくなったってことは、俺たちに何か思うことがあって、俺たちから離はなれようとした、ってことなんだ。

　それならば、そう思った理由が知りたい。彼女がアシスタントを辞めてしまったことは悲しいが、それでエミリちゃんとの縁えんが切れてしまうなんて、もっと悲しい。

「私もね、昔アシスタントしてた子が急に辞めるって言い出したことがあって」

　そこで竜崎先生が語り始めたので、俺は真剣に耳を傾かたむける。

「まー正直、別にアシスタントとしてはそんなに技術があったわけじゃなかった。だけど、もう長いことアシに入ってもらってたから友達みたいになってて、私のことをよく分かってくれてる子で頼たよりにしてたから、ショックだったな～。二人にとって、そのアシスタントの子はそういう存在だったんだよね？」

「……！　はい……そう、ですね」

「私の場合は、正直に『あなたほど私のことを分かってくれてる優秀なアシスタントはいないから辞めないで欲しい』って伝えたら、その子が実は、『自分の技術が足りないから先生の足を引っ張ってるんじゃないか、って悩んでた』って話してくれて。私の説得を受けて、辞めるって言ったの取り消してくれたの」

「……！」

「二人のアシスタントの子も、案外そういう理由だったりするんじゃない？　やっぱり、一度話し合った方がいいと思う。辞めるにしても辞めないにしても、その子の本当に考えてることを話してもらいたいよね。自分が正直に気持ちを伝えれば、案外相手も素す直なおになってくれるんじゃないかって思うんだけど……」

　話し合うと言っても、俺は一度エミリちゃんを説得して失敗しているのだが……と思ったが、そこでふと思う。

『自分が正直に気持ちを伝えれば』か……。

　俺は果たして、自分の気持ちを正直に伝えただろうか？

　辞めないで欲しいと説得はしたけど、俺が口にした理由は……エミリちゃんのアシスタントとしての能力がすごいから、とか、茉莉が辞めないで欲しいと思ってる、とか……そういうことばかりを伝えた気がする。

　だけど俺がエミリちゃんに辞めて欲しくない本当の理由は、そうじゃない。彼女が仕事場にいないと、俺自身が寂しいから。それをまだ、伝えてない。

　俺がそんなことを言ったところで、エミリちゃんの気持ちが変わるはずないが、こっちが自分の気持ちを正直に話せば……竜崎先生の言った通り、エミリちゃんだって辞めた本当の理由を正直に話してくれたりするだろうか。

「そ、そう……ですね。俺、もう一度きちんと話し合って、自分の気持ちを正直に伝えてみます！　それで、辞めた本当の理由をもう一度聞いてみます！」

「そーだねえ。うん、それがいいと思う」

　俺の出した結論に、竜崎先生は微笑ほほえんでくれた。

「あの、本当にありがとうございました！　俺たちなんかの悩み相談に乗って下さって……」

　あの憧あこがれの竜崎先生に相談に乗って頂いて、その上真しん摯しなアドバイスを頂けるだなんて……本当に夢のようだ。

　竜崎先生の助言のおかげで、もう一度エミリちゃんにぶつかっていこう、という気持ちにもなれた。

「え～いやいやそんな大げさな～……」

「ちょっとマナちゃん、若者の会話にオバサンが無理矢理入って邪じや魔ましてんじゃないの？」

　そこで、竜崎先生の茉莉とは逆隣どなりに座る境先生が、竜崎先生にそんなことを言ってきた。俺たちが相談に乗ってもらっていたのに、邪魔、だなんてとんでもない！

「やだー、バレた？　……って、オバサンって何よ!?　オジサンに言われたくないって～！」

　竜崎先生の言葉に、周りの先生や編集さんが笑った。




　竜崎先生にアドバイスをもらって、決心が付いた。

　こんなにモヤモヤするくらいなら、もう一度エミリちゃんと話し合おう。

　今度はきちんと自分の気持ちを正直に伝えた上で、エミリちゃんにも辞めた本当の理由を聞いてみよう。

　それで本当の理由を言ってくれるか、戻ってくれるかなんて分からないが、このままモヤモヤしているよりはずっとスッキリすると思う。

　竜崎先生には、感謝してもしきれない。

　漫まん画が家かとして素晴らしい竜崎先生は、俺のような新人漫画家にも気を配って下さる、人柄的にも素晴らしい方だった。感謝の気持ちと同時に、嬉うれしい気持ちでいっぱいになる。




　やがて食事を終えて、このままホテルへと移動することになった。

　来たときと同じ組み合わせでタクシーに乗りホテルへ向かう。全員が同じホテルに泊とまるらしい。




「あんた、もう一回エミリと話しに行くの？」

　タクシーの中で、隣に座る茉莉が俺に尋たずねた。

　さっきの会話、茉莉も一応最後まで聞いてたみたいだな。

「うん、そのつもりでいるよ」

「ふん……良かったわね、憧れの竜崎先生に相談に乗ってもらえて」

「え？　うん、まあそうだけど……」

　茉莉だって相談に乗ってもらったっていうのに、何だよその言い方。

「まあ、ほんっ……の少しは期待してるわ」

「何だよそれ!?　っていうか、今回も茉莉はエミリちゃんと話すの一いつ緒しよに来ないの？」

「…………。あんたが一人で行った方が、面めん倒どうなことにならなくていいと思う」

「……？　それって、どういう……？」

「さっお二人共、ホテルに着きましたよ～！」

　早乙女さんの言葉で、ホテルに到とう着ちやくしたことに気付き、俺たちはタクシーから降りた。

　今の茉莉の言葉、一体どういう意味だったのだろう。

　茉莉が行くとまた、エミリちゃんが素直になってくれないとか、喧けん嘩かになって大変だとか、そういうことだろうか。それならまあ、納なつ得とくできるが……。




　ホテルのフロントで編集さんたちが手続きをする。

　編集さんから、俺、茉莉、竜崎先生、境先生の明日あした千葉へ行く組は明日の朝九時にフロントに待ち合わせという話があり、今日は各ホテルの部屋でゆっくり休むように言われた。

　芹沢、一ノ瀬白雪、滝川先生は明日も朝から別行動のようだ。

「境君と滝川先生は、この後道どう頓とん堀ぼりに飲みに行きますよね!?　今日はまだ全然お酒飲んでないですし！」

　解散した後、竜崎先生が境先生と滝川先生に声をかけた。竜崎先生って、お酒好きなんだな。

「まあ、マナちゃんが行くなら付き合うけど……」

「まあ確かに物足りないし、遅おそくならない程度に行きますか」

　境先生と滝川先生も賛同した。大人は酒が飲めて楽しそうだなあ。

「あ、霧島君も一緒に行く!?」

　俺が羨うらやましく思って見ていると、そんな気持ちがバレたのか、竜崎先生が俺にまで声をかけてくれた。

「え!?　えっと……」

「ちょっと、さっきから未成年に絡からまない！　若者は若者同士もう自由にさせてあげようよ」

　しかしそこで、境先生が竜崎先生に突つっ込んだ。いやむしろ、俺としては竜崎先生とご一緒できるなら行きたかったぐらいだが、まあ行ったところで酒飲めないからな……。




　編集さんたちも飲みに行くようだったが、俺たち未成年組は明日も早いし部屋で休むようにと早乙女さんから言われ、残念に思いながらもそれぞれ部屋へと移動する。

　まあそろそろ原げん稿こう作業を進めないといけないし、ちょうど良かったのかもしれないな。




　自分の部屋に入ってから、俺は鞄かばんから東京から持って来た今月締しめ切り分の原稿を取り出した。

　茉莉と一緒にやった方が効率がいいのだが、どうしよう。この部屋に茉莉を呼んでもいいが……。

　いや、それこそなんか沖おき縄なわの修学旅行のとき以上に緊きん張ちようするな!?　こんなベッドが一つしかないシングルの部屋に二人きりで作業、だなんて……。

　俺がそんなことを考えて一人悩なやんでいると、スマホのライン通知音が鳴った。

『芹沢暁あき人と：せっかくですし、女の子誘さそって部屋でゲームとかやりません!?』

　みんなで部屋でゲーム、か……。まあ確かに、せっかく大阪に来てみんなで同じホテルに泊まってるっていうのに、このまま原稿作業に入るのも勿もつ体たいないような気がするよな。

『まあ、いいけど……』

　原稿作業もしなければならないが、少し遊ぶくらいならまあいいかと思い、俺はそう返信した。

『芹沢暁人：じゃあ俺一ノ瀬さんにラインしとくんで、君島先生は生駒先生誘っといて下さい！　部屋はどこにします？　君島先生の部屋でいいっすか？』

『分かった。別にそれでいいけど』

　俺の部屋だったら、そのまま原稿作業できるしな、なんて考える。

　しかし、茉莉も一ノ瀬白雪もこんな話に乗るものだろうか？

　正直、二人とも同じくらい個性が強くてマイペースだし、協調性も社交性もないんだけど……。

　だが俺が茉莉にラインを送って数分後、意外にも了りよう解かいした、という内容のラインが返ってきた。芹沢から、一ノ瀬白雪もオッケーだった、と連れん絡らくが入ったので、驚おどろいた。

　案外、誘ってみるもんなんだなあ……。




「お疲つかれ様っす～！」

　すぐに芹沢が部屋にやってきて、それから時間差で茉莉と一ノ瀬白雪も俺の部屋に集まった。

　この四人で集まるって、改めてなんか変な感じだな。

「あ、そういえば俺は生駒先生と挨あい拶さつしたけど、一ノ瀬さんはまだじゃないっすか？」

「……！」

　芹沢の言葉に、一ノ瀬白雪がびくっとした。

　茉莉と一ノ瀬白雪が言葉を交かわすのって、これが初めてになるのか。さっきは席は近かったけど会話してる様子はなかったしな。

「あ……名めい刺し……部屋……」

　一ノ瀬白雪がボソボソと言う。部屋に置いてきたってことか。

「あ、まあそんな堅かた苦くるしい挨拶とかいいんじゃないですかね！　年も近いし！　えっと、じゃあまず、こっちが俺の相方の生駒アギトです」

　なんとなく俺の方が焦あせりつつ、まずは一ノ瀬白雪に茉莉を紹しよう介かいした。

「で、こっちが俺と同期の賞で大賞を取った一ノ瀬白雪先生」

　続いて、茉莉に一ノ瀬白雪を紹介する。

「生駒アギトです、宜よろしく」

「宜……しく……」

　一応挨拶らしき挨拶はしたものの、茉莉は仏ぶつ頂ちよう面づらで、一ノ瀬白雪は目を泳がせており、なんとなく気まずい空気になった。

　まあ、この二人が一緒になったところでこうなるのは目に見えていたのだが。

「えっと……じゃあとにかくゲームでもやるか！　芹沢、なんかゲーム持ってきたのか!?」

「いっぱい持って来たっすよ！」

　芹沢が自分のリュックを逆さにすると、中から色んな大きさの箱やら何やらがごちゃっと出てきた。

「な、何だこりゃ!?」

「全部オフラインゲームっすよ。こっちが今ハマってるボードゲーム。ＴＲＰＧ、カードゲーム……」

「なんでこんなにいっぱい持って来てるんだよ!?」

「最近兄貴に教わってこういうゲームがマイブームで。よく学校に持ってったりしてみんなでやってるんで、とりあえず一式持ってきたっす。今日君島先生も同じホテルだって聞いてたんで」

「学校で……!?　お前、男友達いないとか言ってなかったか？」

「え？　ああ、まー二人で遊ぶくらい仲のいい男友達はいないっすけど、学校で遊ぶ程度のライトな友達なら男女問わずいっぱいいますよ」

　な、なんというリア充じゆう……！　漫画も描かきながら学校で遊びも楽しんでるっつーのかよ。

「何やります？　ボドゲとかＴＲＰＧとか楽しいっすよ。やったことあります？」

「いや、ないな……」

「私もないわ」

「……」

　無言でコクリと頷うなずく一ノ瀬白雪。自分もない、という意味だろうか。

　ＴＲＰＧやボードゲームは、以前から少し興味があり、ルールを教えてもらいたい、やってみたい、という気持ちはあった。

　だが、今日はメンバーがメンバーだ。まずこの個性が強過ぎるメンバーでゲームやるって時点でハードルが高いだろうから、ややこしいゲームやって説明聞いたりなんだりは大変そうだ。原稿作業しなきゃいけないからあまり時間もないし。

「なんかこう、もっと単純な誰だれでも分かる奴やつはないのか!?　トランプとかウノとか！」

「えー、そーいうのは普ふ通つうすぎてつまんないから持ってきてないっすよ。あ、じゃあせっかく女の子もいることだし、これやります？　分かりやすいし」

　ゲームの山から芹沢が漁あさったのは……なんとまあ懐なつかしい風ふう貌ぼうのゲームだった。

　樽たるから黒ひげの海かい賊ぞくの顔が出ており、周りには短たん剣けんを刺さすための縦の穴がいくつもある。

　ここに短剣を刺していき、どこかを刺すと黒ひげの海賊が飛び出る仕組みになっていて、それを当ててしまった人が負け、という単純明快なゲームだ。子供の頃ころ、友達の家でやった覚えがある。

　随ずい分ぶん子供向けのゲームだな、よくこんなもん持ってんな、なんで女の子がいると黒ひげ危き機き一いつ髪ぱつなんだよ、などとたくさん突っ込みどころはあったが、他ほかのゲームよりはこっちの方が分かりやすくていいと思った。

「よし、じゃあこれにしよう！」

「なんであんたが仕切ってんのよ」

　茉莉に文句を言われつつも、特に反対意見はないようだったので、四人で黒ひげ危機一髪をやることに決まった。

「じゃ、レディーファーストで生駒先生からどうぞ」

　一番左にいる茉莉から、順番で短剣を刺していくことになった。ちなみに、茉莉の次は一ノ瀬白雪、俺、芹沢、という並び順だ。

　茉莉が無言で勢いよく短剣を樽にぶっさす。少しはびびったりしろよ……。

　続いて、隣となりに座る一ノ瀬白雪も同じく無言で短剣を刺した。女の子って、もっとキャーキャー言うもんじゃないんだっけ。今のところ、黒ひげが飛び出る気配はない。

「じゃ次、君島先生」

「ああ……」

　別に負けたところでどうということはないのだろうが、なんとなく少しびびってしまう。迷った挙句、一番上の穴へと短剣を刺す。あれ？　この短剣……。

「うわっ!?」

　俺が刺した途と端たん、黒ひげが勢いよく飛び出て俺の顔にぶち当たった。危ねえ、もう少しで目に入るところだったぞ。

「はい、君島先生の負け～！」

　芹沢が、どうしてそこまで？　というくらい楽しそうにゲラゲラ笑っている。俺が負けたことがそんなに面おも白しろいか？

「じゃ君島先生、罰ばつゲームお願いします！」

「……えっ!?　罰ゲーム？　そんな話あったか？」

「君島先生が今刺した短剣に、なんか書いてありますよね？　なんて書いてあります？」

「え!?」

　言われて確かく認にんすると、確かに短剣にはピンク色の文字が書かれていた。

「えーっと……『左隣に座ってる人をお姫ひめ様抱だっこする』ってあるけど……」

「左隣、ってことは一ノ瀬さんっすね」

「……はあっ!?」

　一ノ瀬白雪を、お姫様抱っこ!?

「ちょっと待て、これって……そういうゲームなのか!?」

「そうっすよ。全部の短剣にそれぞれ罰ゲームが書いてあるの、気付きませんでした？」

「あ、いや、さっき刺した瞬しゆん間かんになんか文字が書いてあるのは気付いたけど、なんだろうって思ってた……」

「ってことは、この短剣に書いてあることを、当たった人がやらなきゃいけないってこと？」

　茉莉が他の短剣に書かれている文を確認しながら芹沢に尋たずねる。

「そうっすね！　所謂いわゆる合コンゲーム的なやつっす。兄貴が持ってて」

「なんじゃそりゃ!?　先に言えよ！」

　そんなゲームだと知っていたら躊躇ためらっていただろうに……。だから女の子がいるからこのゲームにしよう、とか言ってたのかよ！

「はいじゃー君島先生、早くやって下さいっす！」

「えぇぇぇ!?」

　俺は戸と惑まどいながら一ノ瀬白雪を見る。一ノ瀬白雪は怯おびえたような目つきをしていた。やっぱりやめておいた方がいいんじゃ……。

「い、一ノ瀬さんは、だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

「…………ない」

「え？」

　俯うつむいてボソッと呟つぶやいた。聞き取れなかったが、大丈夫じゃない、と言ったのか？　ほら、やっぱり──。

「……も……問題ない」

「えぇえぇぇぇっ!?」

　黒ひげを当てたとき以上に、俺は驚いた。

「ほら、一ノ瀬さんも大丈夫だって言ってるんすから、早く男気見せて下さいよ！」

「な……!?　ちょ、……」

　そこで、俺と同じくらい戸惑っている人間がいることに気付いた。

　茉莉がこっちを見て、自分のことのように動どう揺ようしている。自分も当たったらやらなければならない、ということに戸惑っているのだろうか。

　あーもう、ゲームだし仕方ない！

「じゃ、失礼します……」

　俺は思いきって一ノ瀬白雪の背中と膝ひざ裏うら辺りを抱かかえた。一ノ瀬白雪は一瞬びくっと身体からだを強こわばらせる。

　彼女の身体は見た目通り軽く（ぶっちゃけ茉莉を抱えたときより軽い）、軽々と持ち上がった。

　芹沢はゲラゲラと笑いながら、茉莉は啞あ然ぜんとした様子で、俺たちを見ていた。

　俺のすぐ顔の下に一ノ瀬白雪の顔があり、右手には背中の温ぬくもりが、左手には膝裏や太ももの温もりがあって、疲れるとか大変だとか以上に、妙みようにドキドキしてしまう。

　一ノ瀬白雪って中身は色々問題ありだけど、見た目だけは美少女なんだよなあ……。

「…………」

　一ノ瀬白雪が、一瞬俺の顔を見上げた。至し近きん距きよ離りで見つめ合うことになり、益ます々ますドキドキする。すぐに彼女は顔を逸そらした。

「はい、じゃーもう下ろしていいっすよ～」

　芹沢のかけ声で、俺は彼女を床ゆかに下ろす。

「じゃ、続きやりましょーか」

「まだやんのか!?」

「当たり前じゃないっすか。じゃ、次俺からで」

　芹沢が短剣を刺す。何も起こらない。

　続いて茉莉が刺す。何も起こらない。

　一ノ瀬白雪が刺す。

「……っ!?」

　勢いよく黒ひげが飛び出た。一ノ瀬白雪は見ていて気の毒になるほど怯えていた。

「はい、一ノ瀬さん罰ゲームっすね！　なんて書いてあるっすか？」

　芹沢が短剣を引き抜ぬいて確認する。こんなに怯えてるのに、容よう赦しやねえな。

「えーっと、『右隣の人の顔を踏ふむ』っすね」

「…………」

　右隣の人……って、俺!?　また俺と一ノ瀬白雪かよ!?

　いやでも、これもなんかちょっとセクハラっぽいし、一ノ瀬白雪はこれこそ嫌いやがるんじゃ？

　と思い、俺が一ノ瀬白雪の方に顔を向けると、一ノ瀬白雪はすくっと立ち上がって、滅めつ多たに見たことのないキリッとした表情で俺の方を見た。

「えっ……」

　ちょっおい、やる気満々かよ!?　コミュ障の割に案外ノリがいいというか素す直なおというか……。

「はいほら、一ノ瀬さんは準備できてんすから、君島先生も早く寝ね転ころんで下さい！」

「う、うん……」

　仕方なく俺がカーペットの上に顔を横に向けて寝転ぶと、茉莉がなぜかこちらを睨にらみ付けているのが目に入った。

「じゃあ……行く……」

「ど、どうぞ」

　かけ声（？）の後、本当に一ノ瀬白雪は靴くつ下したで俺の右頰ほおを踏みつけた。

　さっきのお姫様抱っこはちょっと嬉うれしかったけど、これはさすがにあんまり嬉しくないぞ。俺Ｍじゃないし。

　あれ、でもこれ、頑がん張ばって目線を上に向ければ、一ノ瀬白雪は膝ひざ丈たけスカートを穿はいているので、もしかしてパンツ見える!?

「はいもういいっすよ～」

　しかしバレたら嫌だしさすがにそんな勇気は出ず、芹沢の声がして一ノ瀬白雪が俺の顔から降りた。

「……！」

　降りた瞬間、ほんの一瞬……彼女の黒いストッキングの中の白い何かが、チラッと目に入った。

　い、今のは……もしや……!?　いや、今のは事故だぞ！　俺、見ようと思って見たわけじゃないし！

「じゃ、次行きましょっか～」

「あ、ねえ！」

　続きを再開しようとしたところ、茉莉が声を上げた。

　なんだろう。もう時間も遅おそいし止やめよう、とか？　俺たちは原げん稿こう作業しなきゃいけないもんな。

「せ、席せき替がえ……っていうか場所替え？　とか、しないの？」

　茉莉が、なぜか身を乗り出して芹沢に訴うつたえかける。

　珍めずらしく真しん剣けんに何か言うと思ったら、場所替え!?　てっきり、もう止めようと言うのかと思ったのに、案外ノリノリなのか？　でも、さっきから不ふ機き嫌げんそうだが。

「あー、確かに罰ゲームやるペアが決まっちゃいますよね。じゃあ場所替えましょうか」

　芹沢の指示で、次からは芹沢、俺、茉莉、一ノ瀬白雪、という順で剣を刺さしていくことになった。

「よしっ！　さあ、早く始めてよ！」

　なぜか茉莉がやる気満々で芹沢に言う。

　なんでこのゲームにそんなにやる気満々なんだよ？　当たりを引かないようにしよう、と意気込んでいるのか？　なんだかさっきから茉莉の様子がおかしい……。

「俺まだ一回も当たってなくてつまんないからそろそろ当てたいっすね～」

　芹沢が言いながら刺すが、また当たらない。

　できることなら、芹沢にはこのまま当たって欲しくないものだ。……いや、芹沢が他ほかの女子とイチャイチャしたら、やっぱり面白くないしな。

　続いて俺が、当たって欲しいような欲しくないような……と、内心びびりながら刺す。当たらない。

　続いて茉莉が、どの穴にするべきか吟ぎん味みして長考に入る。

　俺が「早くしてよ」と言うと、「うるさいわね！」と言いながらやっと穴を決めて刺した。

　その瞬間、黒ひげが飛び上がる。

「来たあ──っ！」

　茉莉はなぜか喜んでいるように見えるのだが、俺の気のせいか？

「お、初の生駒先生っすね～！」

「ええ！　えっと、内容は……『右みぎ隣どなりの人と十秒間くすぐり合う』。…………」

　茉莉の右隣は、一ノ瀬白雪だ。

「…………」

　茉莉と一ノ瀬白雪は、無言で見つめ合った。互たがいに微び妙みような表情をしている。

「はい、じゃあ今から十秒っすよ～。よーい、スタート！」

　芹沢のかけ声で、くすぐり合いが始まる。

「ひゃっ!?　やっ、ちょっ、もう……！」

「……くっ！　はあ……、や、やめ……」

　容赦なくくすぐり合う茉莉と一ノ瀬白雪。なんだか笑いを堪こらえている声が無む駄だにエロいので少しドキドキしてしまう。

「はい、終しゆう了りよう──！」

「はあ、はあ、はあ……」

　十秒経過し、くすぐり合いが終わると、二人とも疲つかれ切っていた。

「あ、っていうかもう十一時なんすね。明日あしたも早いし、次で終わりにしときます？」

「えっ、次で終わり!?」

　意外と節度を持った芹沢の発言に、茉莉が驚おどろく。

　茉莉、まだこのゲームをやりたいってのか……？

「そうだな。俺たちは原稿作業も進めないといけないし」

「……！　え、ええ……そうね」

　俺が言うと、茉莉は一応納なつ得とくした様子で頷うなずいた。

　こうして、最後の黒ひげ危き機き一いつ髪ぱつが始まった。

　順番的に、茉莉の次の一ノ瀬白雪が剣を刺す。……何も起こらない。

　続いて芹沢の番に戻もどり、剣を刺す。

「おっ！」

　黒ひげが飛び出た。げげっ、ついに芹沢が当てやがった！

「よっしゃ──！　やっと当たった！　も～全然当たらなくてめっちゃつまんなかったっすよ！　さ、なんだろうな～♪」

　芹沢は大げさなくらい喜んでいた。クソッ、よりによって最後の最後で芹沢が女子とイチャイチャするなんて……。

「キター！　今までの中で一番ハードなやつ！」

「えっ!?」

「……！」

「マジか!?　な、何なんだよ!?」

　芹沢の言葉に、全員が反応する。

「『右隣の人を、後ろから十秒間ハグする』」

「なんだとっ!?」

[image: ]

　十秒間ハグ!?　それは確かに今までの中で一番ハードだぞ!?

　右隣って誰だれだ!?　まさか茉莉じゃあるまいな!?　えっと……。

「………………俺だ」

　俺は自分が芹沢の右隣に座っていることをしっかりと確かく認にんした。

「えぇ～っ君島先生っすか!?　女子じゃないのか～」

「俺だって嫌だわ！　なんで最後の最後でお前とハグしなきゃいけないんだよ!?」

「まー最後まで何も当たらないよりはいーか……。じゃ、行きますよ」

　芹沢が俺を後ろからしっかりと抱だき締しめる。そんな律りち儀ぎにやらなくてもいいのに……。まあ、芹沢が他の女子とイチャつくよりはマシだけど……。

　やがて十秒が経過し、誰も嬉しくない罰ばつゲームが終わった。

「君島先生と生駒先生は明日千葉っすよね？　俺と一ノ瀬さんは名古屋なんすよ」

「あ、そうなんだ」

「明日はもう別行動なんで、これでお別れっすね。最後にゲームできて楽しかったっす！」

「…………悪くなかった」

「え!?」

　芹沢はともかく、一ノ瀬白雪まで少し恥はずかしそうにそう言うので、俺は驚いた。一ノ瀬白雪も、意外と楽しんでたのか!?

「ちょっと時間が短すぎたわね……」

　茉莉も茉莉でそんなことを言った。まるでもっとやりたかったかのような発言だけど……。

「そ、そうだな。楽しかった。じゃあ二人とも、明日もサイン会頑張って」

　俺も芹沢と一ノ瀬白雪に挨あい拶さつをして、二人は俺の部屋を出て行った。

「茉莉……案外楽しそうだったね」

「え!?　ま、まあ、別に……。友達同士で、ゲームやったりしてはしゃぐのって、久しぶりだったし……」

　そうか……。茉莉って、前の学校だと友達いなかったんだもんな。

　芹沢、妙みようなゲームを持って来やがって……と思っていたが、茉莉が楽しかったなら良かったな。

「じゃあ、寝ねる前に原稿作業進める？」

「ええ、勿もち論ろん。あ、その前に……」

　茉莉は持って来た紙かみ袋ぶくろの中から、いくつか手紙を取り出した。それは、先ほどサイン会の最中にファンの人から頂いたファンレターだった。茉莉の仕事場に保管しようということになって、茉莉が持ち帰ることになったのだ。

「あ、ファンレター!?　読みたい！」

「そう言うと思って持って来たのよ」

　茉莉は俺にファンレターを渡わたす。まだ封ふうは切られていない。

「あれ、まだ読んでないんだ？」

「ええ。あ、あんたと一いつ緒しよに読もうと思って……」

「……！　茉莉……」

　茉莉の心こころ遣づかいに感謝しつつ、俺はファンレターの封を切って、茉莉と中の手紙を読む。

　そこには、『バトアイ』を読み切りのときから応おう援えんしてくれていたこと、茉莉の前作『ＹＡＭＯＭＥガール』も好きだったが『バトアイ』は更さらに好きであるということ、ヒロインの樹里亜が可愛かわいいのでこれからの活かつ躍やくを期待しているということ、などが書かれていた。

「なんか、めちゃくちゃ嬉うれしいし、もっともっと頑がん張ばんなきゃ、って気持ちになるな……」

　俺にとって初めてのファンレターを読み、感動しながら思わず呟つぶやいた。

「ええ、そうね。もっと読者の人たちにこの漫まん画がを好きになってもらえるよう頑張らないと……。よし、じゃあ早さつ速そく気合いを入れて頑張るわよ！」

　そこで茉莉が、原稿と画材をケースから取り出した。

　やっぱり、俺の部屋で二人きりでやるのか……。いや、いつも通り原稿作業やるだけだろ。何も緊きん張ちようする必要なんてないって！

　そう自分に言い聞かせ、俺たちは原稿作業に取りかかった。




「ちょっと、泉！」

「……はっ!?」

　作業を始めてから一時間半ほど経過した頃ころだろうか。

　茉莉に声を掛かけられて、気が付く。

「あんた今、椅い子すに座ったまま寝てたわよ!?」

「え!?　あ……昨日緊張して眠ねむれなかったから……」

　まずい、原げん稿こう作業中だったっていうのに！

「そんなんじゃ作業にならないじゃない。もう寝る？」

「いやでも、まだ一ページも進んでないし……」

「じゃあせめて仮か眠みん取ったら？　寝ぼけて原稿汚よごされたらたまったもんじゃないわ！」

「あ、う、うん……」

「十分経たったら起こすから」

「うん、そうして。宜よろしく」

　茉莉が原稿作業を進める中、俺はベッドに入り、十分間だけ仮眠を取ることにした。




　　　　＊




「ん、んん……」

　なんだか重くて寝苦しくて目が覚めると、ベッドの上だった。

　あれ、ここは……あ、そうか。今、サイン会で大阪に来てて……。

「……!?」

　俺の身体からだの上には、女の子が乗っていた。重くて寝苦しく感じたのは、これのせいだ。

「え、え、え!?」

　どういうことだ!?　なんで起きたら女の子が同じベッドで、しかも俺の上に乗ってるんだ!?

　今一度よく見ると、それは茉莉だった。すやすやと気持ち良さそうに眠っている。

　あれ？　昨日、みんなでゲームした後俺の部屋で原稿作業を進めてて、確かその後俺がベッドで仮眠をとるって話になったんだよな？　けど……もう、朝？

　茉莉からはなんだかいい匂においがするし、俺の身体に当たっている腕うでも足も柔やわらかくて、興奮が収まらない。何より……この体勢だと、俺の腹あたりに茉莉の胸が当たっている。ああ、茉莉の胸の感かん触しよくが柔らかい──

　って、違ちがうだろ俺！　今、何時だ!?

　九時にホテルのフロント集合だったが、まだ九時じゃないよな!?　茉莉が乗っかってるせいで動けない。

「ちょっと茉莉、起きて！」

「ん、うん……」

　俺が必死で大声を出して茉莉を揺ゆさぶると、やっと目を開ける。

「……え……ちょっ!?　な、な、なんであんたが!?」

　茉莉は俺の姿を見て驚いて、慌あわてて起き上がった。

「それはこっちのセリフだよ！　確か、俺が仮眠して、十分経ったら起こしてもらうはずだったよね!?」

「……っ！　はっ！　そ、そうだった……あの後、私も、本当に寝ちゃって……」

「え？」

「[image: ～][image: ～]っ！　え、えっと、あ、あんたを起こそうとしたんだけど、私も前日眠れなかったから眠くて……と、途と中ちゆうから記き憶おくないの！　た、多分、寝ぼけてあんたのベッドを自分のベッドと間違えて寝ちゃったんだと思うけどっ……」

　茉莉は俺と目を合わせずに、焦あせった様子で早口で言い切った。

「え、そうなの？」

「そ、そうよ！　ちゃ、ちゃんと十分経ったら起こそうと思ってたの！」

「そっか……って、今何時!?」

　俺はベッドから飛び降り、机の上にある携けい帯たいを見る。八時前。よ、良かった……。

「ああもう、昨日お風ふ呂ろ入ってないのに！　荷物の整理もしてないし！」

　茉莉は慌てて原稿を片付けると、俺の部屋を出て行った。




　ああ、朝からびっくりした……。なんだってあんな状態になってたんだ？

　まだ茉莉の匂いや身体の感触が残っている。

　起こそうとしてたけど眠くて寝ぼけて寝ちゃった、みたいなこと言ってたけど……間違えて一緒のベッドで寝るだなんて、どんだけ眠かったんだよ、茉莉。

　一人悶もん々もんとしながら、俺も漫画の道具や自分の荷物を片付けた。




　八時まではホテルの朝食が食べられたようだが、寝ね坊ぼうしたせいで間に合わなかった。

　朝九時に、竜崎先生、境先生、早乙女さん、椎名さん、茉莉、俺、のメンバーでフロントに集合する。

「おはようございまーす……って、なんだか竜崎先生と境先生、お疲つかれじゃありません？」

「昨日マナちゃ……竜崎先生に付き合ってたら、結局三時頃ごろまで飲むハメになりまして」

　境先生が、目に隈くまを作って言った。竜崎先生も顔が疲れているように見える。

「疲れが翌日に残るようじゃ、もううちらも若くないよね……」

　竜崎先生がため息をついて言う。見た目は十分若そうに見えるけど……一体いくつなんだろう。

　竜崎先生、境先生、滝川先生は昨晩、夜中の三時まで飲んでたのか。すごいなあ。

「君島さんも眠そうですね？」

　早乙女さんが俺に声をかける。

「え、ああえっと、みんなでゲームやって、その後原稿やってたんで……」

「え!?　サイン会に来てまで仕事してんの!?　若者、偉えらすぎっ！」

　俺の言葉に、竜崎先生が大げさなくらい驚おどろいていた。

「い、いえ、そんな……」

　まあその仕事も、あまり進めないうちに眠くなってしまったのだから竜崎先生に褒ほめてもらう資格などない。

　ああ、このサイン会で頑張って進める予定だったっていうのに、二人して眠ってしまうだなんて……。

　これは、東京に戻もどってから死にもの狂ぐるいで原稿作業頑張らないとな！




　それからホテルを後にし、タクシーで分かれて新大阪の駅まで向かう。

　新幹線で東京駅まで向かい、そこから電車で千葉のサイン会会場まで移動するらしい。




　朝ご飯を食いっぱぐれたため腹がぺこぺこの俺は、駅で買った弁当を新幹線の中で食べ、その後は睡すい眠みん不ぶ足そくを取り返すためにひたすら爆ばく睡すいしていた。




　眠っていたら、あっという間に東京駅へと辿たどり着いた。

　東京駅から電車を乗り継ついで、千葉中央駅へと向かう。

　千葉中央駅は、思っていたより東京駅から遠かった。




「えーっと、駅からお店までとても近いはずなんですけど……」

　千葉中央駅へ辿り着き、駅を出ると、早乙女さんが携帯の地図を見ながらキョロキョロする。

　途と中ちゆう乗り換かえで迷ったり電車が遅おくれたりしていたため、予定より少し遅れ気味だった。

「あ、あっちですね！」

　少し迷いかけながらも、なんとか『とらのあな　千葉中央店』を見つけることができた。




「わっ、すごいですね～！」

「……！」

　店に入り、階段でサイン会を行うイベントスペースがある二階へ上がろうとすると、階段の両側の壁かべ全面にサイン会の告知ポスターがたくさん貼はられていた。

　竜崎先生と境先生のポスターに混じって、俺たちの『バトアイ』のポスターも何枚か貼られている。

「す、すごい……」

「今はちょっと急ぎなんで、帰りに写メ撮とりましょうね！」

　感動しつつ、早乙女さんの言うとおり帰りに必ず写メを撮ることにした。




『とらのあな　千葉中央店』のサイン会会場は、奥の扉とびらを入った、少し小さめのクローズスペースだった。

　イベントスペースはオープンスペースとクローズスペースと二カ所あるらしく、オープンスペースだと店に来たお客さんから注目を浴びてしまうため、というお店側の配はい慮りよから、今回はクローズスペースでの開かい催さいになったらしい。

　イベントスペースに辿り着き、富士見社の営業さん、とらのあな千葉中央店の店長さん、店員さんと昨日と同じように名めい刺しを交こう換かんして挨あい拶さつをした。

「えっと、今日のサイン会は昨日と逆で、一部が君島さんと生駒さん、二部が竜崎先生と境先生になります。待つためのスペースがないので、竜崎先生と境先生は、大変申し訳ないのですが二部開始の時間まで外で時間を潰つぶして頂くことになります。喫きつ茶さ店てんなどの経費は勿もち論ろん出ますので、後で領収書を頂ければと思います。君島さんと生駒さんは、一部のサイン会が終わりましたら、今日はもう終しゆう了りようとなります。現地解散で申し訳ありませんが、私が駅までお送りします」

　早乙女さんから、今日の流れの説明を受けた。

　その後、店長さんからも説明を受ける。

　今日の会場は昨日の会場と違って狭せまいため、イベントスペースには少しずつお客さんを入れる形にするらしい。

　机の前に五名程度並ぶスペースがあるため、最初の五名のお客さんはこちらに並んでもらい、それより後の人はイベントスペースの外に並んでもらうみたいだ。

　昨日と違って、大勢の前で話したりサインをしたりしなくていいのは、緊きん張ちようしなくて済むのでありがたかった。

　また、昨日は五十名一気にサイン会を行ったが、今回は二十五名ずつに分けて、少し休きゆう憩けい時間を挟はさんでくれるらしい。

「それじゃ、僕たちは一いつ旦たん外に出ますね。生駒先生、霧島先生、サイン会、頑がん張ばって下さいね！　それでは、また！」

　境先生が、俺たちに挨拶をする。

「え、あ……」

　あ、そうか……もうここで、竜崎先生と境先生とはお別れなのか。

「若い子たちとお話しできて楽しかったよ～。良かったら二人とも、またご飯とか行こうね！」

「……！　は、はい！　こちらこそ、お話しできて本当に楽しかったです！　二日間、色々ありがとうございました！　また、是ぜ非ひ宜よろしくお願いします！」

　社交辞令かも知れないが、竜崎先生のお言葉は本当に嬉うれしかった。俺は二人に挨拶をする。

「わ、私も、お会いできて嬉しかったです！　ありがとうございました！」

　茉莉も、慌てた様子で俺の後に続いて挨拶をした。




　憧あこがれの漫まん画が家かと、たくさん話ができて、相談にまで乗ってもらえたなんて……今思い返しても本当に夢のような時間だった。







「それでは、到とう着ちやくして早々で申し訳ないのですが、あと五分程ほどでサイン会を開始しますので、お二人共、宜よろしくお願い致いたしますね」

　お二人が会場を後にした後、早乙女さんが俺たちに告げる。

「はい！」

「問題ないわ」

　テーブルの上に用意してもらったお茶を口にして落ち着いてから、やがて今日のお客さんがスタッフの方の案内でスペースの中へと五名ほど、入って来た。

「きょ、今日はありがとうございます！」

　昨日は緊張のあまりほとんど自分から話しかけられなかったので、今日は自分からお客さんに話しかけようと心に決めていた。

　一人目のお客さんは、三十代くらいの男性だった。

「いやー、まさかこんなにお若い方々が描かいてらっしゃるなんてびっくりです！　薫かおるの女装姿が可愛かわいすぎて一話目で一ひと目め惚ぼれしました！」

「えっ!?　薫ですか!?　あ、ありがとうございます！」

　まさか主人公の薫（男）を好きだという人がいるなんて驚きだった。所謂いわゆる、男の娘こ萌もえ、ってやつなんだろうか？　何にせよ、自分の漫画のキャラを好きだと言ってもらえることはめちゃくちゃ嬉しいことに変わりない。

　それからも、ファンの方々は嬉しい言葉をかけてくれた。

「今日のために、神奈川からチャリで来ました」

「えぇっ!?　すごく遠いですよね!?　あ、ありがとうございます！」

「テスト中なのに来ちゃいました！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　ありがとうございます！」

「今就活中なので、就活の励はげみにします！」

「ありがとうございます！　就活頑張って下さい！」

「あの、握あく手しゆしてもらってもいいでしょうか？」

「え!?　も、勿論！　俺なんかで良ければ……」

　今日も今日で、千葉のお客さんたちはとても温かい。優やさしい言葉の数々に、思わず感激した。

　大勢のお客さんの前でない、ということもあるし、慣れてきたということもあり、昨日よりは少しまともにお客さんと話すことができるようになってきた気がする。

　また、今日も千葉で有名なお菓か子しなどのプレゼントや手紙を下さったファンの方がいて、びっくりしたと同時に本当にありがたく思った。




　俺たちの漫画『BATTLE IDOL!』は、元からの生駒アギトのファンもいるとはいえ、連れん載さいが始まったばかりなのにも拘かかわらず、こんなにたくさんの読者の方々に応おう援えんしてもらえているんだ。

　もっともっと実力を上げて、面白い漫画を、魅み力りよく的なキャラを描けるよう、これからも頑張ろう。

　今回のサイン会を通して、俺は改めて固く決意した。






５









　大おお阪さかと千ち葉ばで夢のような二日間を終え、俺たちは東京へ戻もどってきた。

　締しめ切りまで、約一週間。

　エミリちゃんを再び説得すると決めたのはいいものの、今月はそれよりも原げん稿こうを上げることが最優先だ。今月の原稿は、どうしたってもう二人で仕上げなければならない。

　時には学校に原稿を持って行って、授業中先生の目を盗ぬすんで作業したり、二日ほど学校をサボったりもして、必死で原稿作業を進めた。







「お邪じや魔ましまーす！」

「がんばってっか～？　学校サボるほどとは、相当原稿やばそうだな」

「ああ、二人とも……よく来てくれたね」

　学校をサボった日、ついにはみなせと橋はし本もとにまでアシスタントを頼たのむこととなった。

　特に橋本にはなるべく頼みたくなかったのだが（異常に不器用で任せるのが怖こわいため）、もう今やそんなことも言っていられない。

　玄げん関かんの扉を開けて二人を招き入れて、仕事部屋まで案内する。

「まさか二人からまたアシスタントの要よう請せいが入るなんて驚おどろいたよー！　これでもうあたしも立派なアシスタントの仲間入りだよね！」

「泉せん、クマやべえけど大丈夫か？　ま、俺たちが来たからにはもう安心しろって！」

「はは……期待してるよ」

　橋本お前、消しゴムかけしかできねえだろ！　と思ったが、アシスタント頼んだ身分で流石さすがにそんなことは言えない。




　みなせには枠わく線せん引き、ベタ塗ぬり、トーンを任せることとなる。橋本には試ためしに一度トーン貼りをやらせてみたところ、トーンの台紙を突つき破って下の原稿用紙まで切りやがったので、やっぱり消しゴムかけしか安心して任せることができない、という結論に達した。

「わー、今月みみるタンの出番多いね!?　みみるタンのパンツのトーン貼りたい！」

　みなせが原稿作業を進めながらキャッキャと騒さわぐ。みみるタン、というのはみなせの『バトアイ』内でのお気に入りのキャラで、一言で説明するなればロリでツンデレな主人公達のライバルである。

「香こう月づきさんの声って高くて寝ね不ぶ足そくの頭に響ひびくわね……もっと低音で喋しやべってくれる？　それから、みみるのパンチラシーンなんてないわよ」

　テンションの高いみなせとは逆に、寝不足でローテンションな茉まつ莉りが呟つぶやいた。

「えー!?　残念～！」




「お疲つかれ様です、姉さん、お兄さん」

　夜になり、食事は出前でも取るか、なんて話になっていたところ、茉莉の妹の杏あん璃りちゃんが仕事場へやってきた。

「あ、杏……」

「杏璃ちゅわぁ────ん！」

　俺の声を遮さえぎって、みなせが声を張り上げたかと思うとル●ン三世のごとく飛び上がって杏璃ちゃんに抱だきつこうとする。

「ちょっと香月さん！　うちの妹にセクハラかまさないでよ！」

　杏璃ちゃんがびくっと怯おびえ、茉莉が慌あわてて立ち上がって杏璃ちゃんの前に立ち、みなせが杏璃ちゃんに抱きつくのを阻そ止しした。
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「だって杏璃ちゃんに会えたの久しぶりなんだもん！　茉莉ちゃんに会わせてって言っても会わせてくれないし！　あああ、久しぶりに見てもやっぱり完かん璧ぺきなロリ美幼女っぷり！　ペロペロしたいよぉぉ～！」

　おいみなせ……慣れない原稿アシスタントなんかやらせてしまったから疲れておかしくなってるのか？　それともそれが本ほん性しようか？

「当たり前でしょ！　いくら同性とは言えそんなこと言う変態ロリコンに会わせられるわけないじゃない！　杏璃だって怯えてるし……」

　確かに杏璃ちゃんは茉莉の言うとおり、みなせに怯えて茉莉の後ろに隠かくれていた。

「で、杏璃、今日はどうしたの？」

「はい。原稿作業で忙いそがしいと聞いたので、ご飯を持ってきたです」

「「ご飯!?」」

　杏璃ちゃんの発言に、思わず俺と茉莉は声を荒あららげた。

　それってまさか、杏璃ちゃんの手料理か!?　杏璃ちゃんの手料理を食べて俺が腹を壊こわしたのは、まだ記き憶おくに新しい。ああ、今思い返しても恐おそろしい！　杏璃ちゃんには悪いが、できればもう食べたくない……。

「それってもしや、杏璃ちゃんの手料理!?　美幼女の手料理ペロムシャしたい～！」

「そう……じゃあ香月さんに全すべて譲ゆずるわ。あなたの胃腸がどうなっても構わないなら」

「姉さん、酷ひどいです……。今日は、ボクの手料理じゃなくて母さんの作った食事を持って来たのに……」

「ええっ!?　そうだったの!?　なんてありがたい！」

　思わず本音が口から出た。

「……兄さんも、そうと分かったらすごい食いつきようですね……そんなにボクの料理食べたくないですか。酷いです。ボク病やみます。もう立ち直れません」

　ま、まずい、まだ小学生の杏璃ちゃんの繊せん細さいなハートを茉莉と二人して傷つけてしまうなんて、俺たちはなんて酷いことを……。

「えぇ!?　ご、ごめん杏璃ちゃん！　決してそういうつもりで言ったんじゃないんだ！　そんなこと言わずに元気を出して……」

「じゃあ結けつ婚こんして下さい」

「どういう流れで『じゃあ』なの!?」

「あ～もう泉ギャーギャー騒いでないで食事の用意するから手伝って！」

「あ、はい……」

　茉莉が杏璃ちゃんを連れて仕事部屋を出てリビングへと移動したので、俺もそれについていった。料理をレンジでチンしている間に皿や箸はし、お茶を並べ、準備が出来たらみなせと橋本もリビングへ呼んでみんなで食事をしながら休きゆう憩けいを取った。




　結局その日は、翌日が休みだったこともあり二人とも泊とまりがけでアシスタントをしてくれた。最終的に消しゴムかけ作業が全て終わった橋本には、はみ出しようがない簡単な部分のベタ塗りの作業をしてもらった。

　なんだかんだ言って二人とも、めちゃくちゃ協力的だしいい奴やつらだよな。

　お礼は『飯を一回奢おごってくれる程度でいい』と言われていたが、ここまで長時間ガッツリやってもらったからにはきちんとアシスタント代を出すことにしよう。




　　　　＊




　アシスタントが辞やめたこと、また新しいアシスタントがまだ見つかっていないという事情を汲くんで、今月は早さ乙おと女めさんがいつもより五日ほど締め切りを延ばしてくれている。

　二人が手伝ってくれたこともあり、なんとか無事に締め切りまでに原稿を完成させることができた。




　そして七月五日。

　早乙女さんが延ばしてくれた締め切り日に、俺と茉莉は直接完成したばかりの原稿を出版社へと持って行った。

「はい、しっかり受け取りました。アシスタントがいなくて大変だった中、本当にお疲れ様。先月中にアシスタントが見つけられなくて申し訳なかったわ。今月こそは、入れそうな人を見つけたわ。きちんと話がついたら紹しよう介かいするから」

　仕事モードの早乙女さんが珍めずらしく申し訳なさそうな表情で俺たちに告げる。

　新しいアシスタント、か……。

「あ、あの……大変ありがたいんですけど、そのお話……もう少し待ってもらってもいいですか？」

　俺は思わず、そう口にしていた。

　早乙女さんは不思議そうな表情をする。茉莉は黙だまって俺を見ていた。

「あの、実は……」

「……椿つばきさんを、もう一度説得してみるつもりなのね？」

「え!?」

　俺が何も言う前から早乙女さんに図星を突かれて、驚いた。

「大阪に行ったときタクシーの中で、そう話してたじゃない」

「あ……！　は、はい……」

　そういえば、タクシーでその話をしてたとき、早乙女さんも助手席にいたんだもんな。

「あなたたちの中で何かあったなら、私がどうこう言える範はん疇ちゆうではないわ。ちゃんとお互たがいが納なつ得とくのいくまで、きちんと話し合った方がいいわね」

「は、はい……！　せっかくアシスタントを探して頂いたのに、すみません！」

「私はあなたたちが完成度の高い原げん稿こうを上げてくれればそれで構わないのよ。あ、そうだ、それとついに、『バトアイ』一話目の正式なアンケート結果が出たわよ」

「……えっ!?　ほ、本当ですか!?」

　先月末がアンケートの最終的な締しめ切りだとは聞いていたので、もしかしたらもう集計結果が出ているのだろうか、とは思っていたが……今日聞けるだなんて！

「えっと、その、結果は……」

「二位よ！」

「……！　に、二位……」

　俺と茉莉は、早乙女さんの言葉に驚いた。

「先月号でアニメ化が決まった作品が一位だったから、こればかりは仕方がないわ。でも、新人で二位だなんて、上出来すぎるくらいよ！　二人とも、もっと喜びなさいよ！」

　仕事モードの厳しい早乙女さんが手放しで褒ほめてくれたことからも、二位という順位が立派なものだということが分かる。

「あ……ありがとうございます！」

　一位を取れなかったことは残念だが、二位でも予想していたより上だったので、十分に嬉うれしかった。二話目以降で一位を取れるよう、もっともっと頑がん張ばろう！

「……一話目は椿さんが一いつ緒しよに頑張ってくれたってことも、いい結果を出すことができた要因なのかしらね」

「……！」

　早乙女さんが俺たちを見て、少し微笑ほほえんで言う。

「彼女があなたたちにとって、そこまでかけがえのない大事なアシスタントなら、意地でも引き戻もどせるよう頑張りなさい。健けん闘とうを祈いのるわ」

「……！　は、はい！」




　出版社を後にして、俺は色んなことが頭を駆かけ巡めぐっていた。

　三話目が無事完成して、本当に良かった。みなせと橋本にも感謝だな。やっと少しの間自由になれる。帰ったら思いきり寝ねたいな。

　それから、一話目が読者アンケートで二位を取れて、素す直なおに嬉しかった。

　その結果は、勿もち論ろん俺と茉莉が、時間がないながらも二人で力を合わせて全力で頑張った成果、だとは思うが……。

　早乙女さんの言うとおり、一話目を全力で手伝ってくれたエミリちゃんの力だって、当然影えい響きようしていると思う。

　このタイミングでそんな嬉しい報告が聞けるなんて、まるで、やっぱりエミリちゃんをアシスタントに戻もどすべきだ、という神のお告げなんじゃないか、なんて思えてくる。

「二位、か……。できれば一位が良かったけど、でも十分嬉しいよね」

「当たり前でしょ。私の前作なんて、一話目が五位で、それが最高順位だったんだから……二位なんて早乙女の言う通り、上出来すぎるくらいよ。あんたはそのすごさが分かってないみたいだけど……」

　茉莉は少し呆あきれつつも、感動を隠せない様子で言った。

　そうだったのか……。一話目で二位なんて、すごい結果なんだ。改めて、喜びを嚙かみしめる。それならば、尚なお更さら……。

「俺……このままエミリちゃんの家に行って、話してこようかなって思うんだけど」

　疲つかれ切った身体からだを早く休ませたい、という気持ちも勿論あったが、それ以上に今俺はエミリちゃんと話したかった。

　やっと原稿作業が片付いて自由の身になれて、今一番したいことは……エミリちゃんと、もう一度きちんと話すことだ、と思った。

「……！　そう……」

　茉莉は俺の言葉を聞いて真剣な表情になり、短く返事をした。

　今度は、きちんと俺が彼女に辞めて欲しくないんだ、という自分の正直な気持ちをぶつけよう。

　それでも彼女がアシスタントを辞めた本当の理由を話してくれず、アシスタントにも戻らないというなら、もう仕方ない。そこまで本心をぶつけても無理なら、流石さすがにもう諦あきらめがつく。




「…………。なんか、全然既き読どくつかないな……まさか、ブロックされてる？」

　出版社から駅に向かうまでの間、エミリちゃんに『話したいことがあるから今日会えないかな？』というラインを送った。

　茉莉の仕事場とエミリちゃんの自宅がある駅まで電車で移動している間に、ラインを送ってから二十分ほどが経過したのだが、まだ未読のままだった。もうとっくに学校は終わっている時間だと思うのだが……。




　もうすぐ目的の駅に到着するという頃に、やっとエミリちゃんから返信が来た。ブロックされたわけじゃなくて良かった。と、思ったのも束の間。

『椿エミリ：今日は忙いそがしいので会うのは難しいです』

「えっ……」

　俺はショックのあまり思わず声を上げる。

　いやでも、忙しいなら仕方ないし……。

『じゃあ、いつなら会えるかな？　場所はエミリちゃんの学校とか家の近くとかでいいし、そんなに時間は取らせないからさ！』

　とにかく話したい一心でラインを返す。

『椿エミリ：暫しばらくは原稿作業で忙しいので難しいです』

「なっ……!?」

　これ、忙しいってのはただの断り文句で、明らかに俺と会いたくない、ってことだよな!?

　なんでこんなに話すのすら拒きよ絶ぜつするんだ!?　やっぱり俺のことが嫌いやで、俺に原因があってアシスタントを辞めたのか!?

　ここまでハッキリと拒絶されたら、もう諦めるべきなのかもしれない……。だけどここでエミリちゃんを諦めたら、アシに戻らないのは当然、エミリちゃんとの縁えんもこれで切れてしまうんじゃないだろうか。

　それなら、せめて本当の理由を聞きたい。尚なおのこと、最後にきちんと話したい。

「エミリ、なんて？」

「暫く忙しいから話せない、って……」

　やがて電車は仕事場とエミリちゃんの自宅の最寄り駅に停車した。

「俺……もうこのままエミリちゃんの家に行ってみる！」

　電車から降りた俺は、覚かく悟ごを決めて茉莉に告げる。

「えっ!?　エミリに、話せないって言われてるんでしょ？」

「だけど……ここで話さなかったら、エミリちゃんともう一生このまま話すことも会うこともできずに終わる気がするんだ！」

「泉……」

　俺の言葉に、茉莉は驚いた様子で少し黙っていたが、

「……分かった。エミリのこと、任せたわよ」

　と、少し笑って言った。




　エミリちゃんのアパートには一度行ったことがあるので、なんとなく道程は、覚えている。

　気付けば俺は走り出していた。走りながら、ポケットからスマホを取り出しエミリちゃんに電話をかける。

　どうせ出てもらえないだろう、と思っていたが……。

「……もしもし？」

　不ふ機き嫌げんそうな、俺を警けい戒かいしているかのような声で、エミリちゃんが電話に出た。

「あ、エミリちゃん!?　お、俺だけど……ぜえはぁ……」

「何の用ですか？　……っていうか、なんで息切れてるんですか？　ハアハア言ってて気持ち悪いんですけど！」

「え!?　いや、実は今俺……」

　電話をしながらエミリちゃんの家に向かうための角を曲がったところで、俺は走っていた足を止めた。なぜなら……前方にエミリちゃんの姿が見えたからだ。

「えっ……えぇ!?　き、君島さん!?」

　エミリちゃんは走ってきた俺の姿を見て、驚おどろいた様子で放心していた。もうここはエミリちゃんの家のすぐ近くなので、俺がいることに驚いているのだろう。

　学校から帰宅途と中ちゆうだったのか、セーラー服姿で学校鞄かばんを肩かたにかけている。

　家に着く前に偶ぐう然ぜん出会えるなんて、なんてタイミングが良かったのだろう。

「な、なんでここに……!?」

「い、いや、あんな風に返されたら、もうこのまま会えないんじゃないか、って思って……」

「……っ!?　だ、だからって、わざわざわたしの家まで押しかけて……!?」

　エミリちゃんは怒いかりのあまりか、顔を真っ赤にしている。

「そういうの、なんて言うか知ってます!?」

「え？　……ストーカー？」

「自分で分かってるんじゃないですか！」

「と、とにかく……もう一度だけ話をさせて欲しいんだ！」

　俺が声を張って言うと、通りがかりの犬の散歩中の人などがじろじろと物もの珍めずらしそうにこちらを見た。

「……っ！　ああもう、家のご近所に変な噂うわさでも立てられたら困るんで、とにかく場所を変えます！」

　エミリちゃんは恥はずかしそうにそう言ってから、歩き出した。俺は慌あわてて彼女の後ろを付いていく。




「で？　なんですか？　また生い駒こま先生に言われて来たんですか？　作業に支障をきたすからアシスタントに戻れって伝えてこい、って？」

　すぐ近くの公園へと移動して、エミリちゃんが俺の目を見ずに呆れた様子で尋ねた。

「いや、えっと……まずは『バトアイ』の一話目のアンケート結果が出たんだけど、二位だったんだ。その報告と、エミリちゃんのおかげもあるから、改めて感謝を伝えようと思って……」

　まずはその報告がしたいと思い、エミリちゃんに告げた。

「……！　そ、そう……ですか。それは、おめでとうございます……。で、話はそれで終わりですか？」

「いや！　それで俺改めて、俺たちの漫まん画がにはエミリちゃんの力が必要なんだ、って思ったんだ」

　俺の言葉を聞いて、なぜかエミリちゃんの顔から表情がなくなる。

「……それはどうも。だけどわたしは、何度も言ってますけど……」

「だけど、それだけじゃない！」

　俺はエミリちゃんの言葉を遮さえぎって声を張った。

「この間の遊園地でも、エミリちゃんがアシスタントを辞めたら、技術的な戦力が減って困るとか、そういうことを言ったと思うんだけど……俺がエミリちゃんに戻って欲しい本当の理由は、そうじゃなかった」

「え……？」

　覚悟を決めて軽く息を吸う。




「アシスタントとして、とかそういうことじゃなくて……あの仕事場には、エミリちゃんがいないとダメなんだ！」

「…………」

　俺は気付いたら声を張り上げていた。

　それは、俺が今日どうしてもエミリちゃんに伝えたかった言葉。

　エミリちゃんは俺の言葉を聞いて、目を見開いて放心していた。

「あの空間にエミリちゃんがいないとどうしても調子狂くるうっていうか、物足りないっていうか……正直言って、寂さびしいんだよ！　俺も……恐おそらく、茉莉も。エミリちゃんに戻って欲しい本当の理由は、むしろそっちなんだ！」

「き……君きみ島じまさ……」

　もうここまで来たら、エミリちゃんにわたしのことが好きなんですか？　だの、キモいだの、なんと言われてもいいと思った。

　なんと思われたとしても、俺の本当の気持ちを伝えて、戻ってもらえるよう説得しなければ、と思った。

「だから……これが最後の頼たのみだ。もう一度……アシスタントに戻ってくれないか!?」

　エミリちゃんは俺の言葉を聞いて、俺を罵ば倒とうするわけでもなく、ただ黙だまって呆ぼう然ぜんとしていた。

　暫くの間黙って俯うつむいて何かを考えていたが、やがて俯いたまま口を開く。

「なん、ですかそれ……自分がそう言えば、わたしが仕事場に戻るとでも？　とんだ自うぬ惚ぼれですね……」

「は!?　い、いや、そんなこと思ってないって……」

　エミリちゃんは俯いたまま低い声で呟つぶやいた。思ってもみなかったことを言われて、俺は動どう揺ようする。

「わ……わたしだって……」

　エミリちゃんは顔を上げて俺を見た。その目には、涙なみだが溜たまっていたので俺は驚いた。




「わたしだって……本当はまだあの仕事場で、働いていたかった……っ！」




「……え!?　エミリちゃ……」

　俺はエミリちゃんが必死に絞しぼり出した言葉に、耳を疑った。

　エミリちゃんの方も、アシスタントを続けたかった、だって？

「じゃあ、どうして!?」

「それは……わ、わたしが……」

　エミリちゃんが切なげな表情で、声を絞り出す。

「わたしが……君島さんを……」

「え……!?」

　エミリちゃんは何かを伝えようとしているのか、潤うるんだ瞳ひとみのまま、真しん剣けんな様子で俺を見つめた。

　そのときエミリちゃん越ごしに見えた空は丁度夕暮れ時で、びっくりするほど綺き麗れいな紫むらさき色いろが広がっていた。彼女の潤んだ瞳とバックの夕焼けは、まるでドラマのワンシーンを思わせるくらいに美しかった。

　だけどエミリちゃんは、途中で視線を俺から逸そらしてしまう。

「…………いえ、そ、その……お二人の、漫まん画が家かコンビとしての結けつ束そくが固いから……わたしの居場所なんかないんじゃないか、って思っちゃって……」

「え……!?」

　なんだよ、それ……。エミリちゃんは、そんなことを思ってアシスタントを辞める、なんて言い出したのか!?　それが、エミリちゃんがアシを辞めた本当の理由……!?

「わたしなんかいても、二人の邪じや魔まをするだけなんじゃないか、って……」

「何言ってんの!?　そんなことあるわけ……」

「……だけど、今の君島さんの話を聞いて分かりました」

「え？」




「やっぱりあの仕事場には……わたしが必要みたいですね」
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　恥ずかしそうに苦く笑しようして、彼女は言った。

「仕方ないから、また戻もどってあげることにします」

「エ、エミリちゃん……！」

　俺は感激のあまり思わず、エミリちゃんの両手を摑つかんだ。

「本当!?　本当の本当に戻ってくれるの!?」

「……！　ちょ、ちょっと！　セクハラです！　調子に乗らないで下さい！」

　エミリちゃんはキッと俺を睨にらむと、すぐに慌てた様子で無理矢理手を引っ込める。

「あっ、ご、ごめん！」




　まさかエミリちゃんが、あんなことを思って仕事場を辞めただなんて……本当にびっくりした。

　だけどこれでやっと、前のように三人で仕事ができるんだ。そのことが、俺は本当に嬉うれしかった。




「……！　エ、エミリ!?」

　エミリちゃんが茉莉とも話をしたいと言うので、そのまま俺が彼女を連れて茉莉の仕事場へ行くと、ソファーに寝ね転ころんでいた茉莉がエミリちゃんの姿を見て驚いて声を上げた。

「生駒先生、ご迷めい惑わくお掛かけしてすみませんでした……。あの、こんなこと言うのも烏滸おこがましいですが……」

　エミリちゃんはさすがに茉莉には申し訳なく思っているようで、かしこまって話し始めた。のだが……。

「あんた、戻ってくれる気になったの!?」

　茉莉は勢いよくソファーから立ち上がってエミリちゃんの元へ来ると、エミリちゃんの肩を両手で摑んだ。

「……っ！　は、はい……。勝手しましたが、もし許して頂けるようなら……」

「そう……本当に勝手なんだから。……よく戻ってきてくれたわ」

　てっきり少しは悪態をついたりするものかと思っていたが、茉莉は嬉しそうな表情でエミリちゃんの両手を握にぎった。エミリちゃんが戻ってきたことを茉莉が心底喜んでいることがよく分かった。

　その様子にエミリちゃんは驚おどろいた様子で戸と惑まどっていたが、やがて再び涙目になって、

「また……宜よろしくお願いします」と、頭を下げた。




　　　　＊




　それから休む間もなく第四話目の原稿に取りかかった。

「この原稿トーン上がりましたよ。背景も描かきますか？」

「ああ、じゃあお願い！」

　エミリちゃんが戻ってくれて、仕事の作業効率は驚くほど上がった。

　エミリちゃんがいるといないのとでは、こんなにも違ちがうものなんだな。一カ月ぶりにエミリちゃんと一いつ緒しよに仕事をして、改めて実感した。




「あの、生駒先生……新しいネーム、見て欲しいんですけど」

　エミリちゃんが仕事場に戻ってすぐ、彼女は茉莉にそんな風に申し出た。

　茉莉はエミリちゃんからノートを受け取って、その場で見始める。

「次の投とう稿こう作!?　俺も見ていい!?」

　つい気になって、俺は茉莉の後ろからエミリちゃんのネームを覗のぞき込む。

「え!?　……まあ、君島さんにも協力してもらったんで、別にいいですけど……」

　協力？　一体何のことだろう、と思いつつも、ネームに目を通す。

　ネームを読んでいくと、遊園地デートをするというエピソードが出てきた。これって、俺と一緒に遊園地で取材したときのことを元にしてるんだよな？　協力って、このことか！

　主人公の彼氏である『龍りゆう也や』が、格好良く主人公の『美み怜れい』をリードしていた。失敗ばかりだった俺とは雲うん泥でいの差だが、心なしか、俺の言動が元になっているような気がした。

　エミリちゃん、あんだけバカにしてたのに、俺の言動を元にするだなんて……。恥ずかしい思いをしながらも『龍也』になりきろうと頑張った甲か斐いがあるもんだ。

「ちょっ、君島さん何ニヤニヤしてるんですか!?　キモッ！」

　俺がそんなことを思いながらエミリちゃんに目をやると、いつも通りエミリちゃんに罵ば倒とうされた。

　こんな風に罵倒されることさえ、久々だから悪くないなんて思う俺は、Ｍの気でもあるのだろうか……。







　それから、一話目から四話目の原稿でコミックスの第一巻分になる、と早乙女さんから話があった。一巻の発売日は十月で、余よ裕ゆうがあったらコミックスの作業も少しずつ進めて欲しいと言われていた。

　つい先日俺にとって初めての連れん載さいが始まったと思っていたのに、もうコミックス一巻が発売されるだなんて……。

　とりあえず、コミックスには『一』が付く──つまり一巻で打ち切りなわけではないと聞き、一安心した。




　七月下げ旬じゆんからは夏休みに突とつ入にゆうしたこともあり、あんなに作業がギリギリで死ぬ思いをした先月や先々月が噓うそみたいに順調に原稿作業が進む。

　締しめ切り日よりも前に、『バトアイ』第四話目の原稿が完成した。




　それから二話目の正式なアンケートの順位が三位だった、と早乙女さんから聞いた。




　その後は五話目以降の展開の打ち合わせをしつつ、コミックスの作業に入る。表紙と裏表紙のカラーイラスト、著者プロフィール、著者あとがき、原稿の修正作業……。

　漫まん画がの作業で忙せわしなく過ごしていたら、あっという間に時間は経過していく。

　三話目のアンケート結果は一つ順位を下げて四位、四話目も同じく四位だった。早乙女さんに言わせれば、『十分上出来』とのことらしい。




　二カ月の時が経過して、ついに十月がやってくる。




　　　　＊




「おお～！　本当に売ってる！」

『BATTLE IDOL!』一巻の記念すべき発売日。

　秋あき葉は原ばらのオタクショップに、俺は茉莉とエミリちゃんと共にやって来た。

　実際店頭に自分たちの本が並んでいるのが見たいし、お客さんが手に取る様子も見たかったからだ。

　秋葉原の様々なオタクショップでは、『バトアイ』一巻にＰＯＰを付けて目立つところに平積みにする、という気合いの入った売り方をしてくれていて、俺は思わず感動した。

「ちょっとあんた、興奮しすぎ！　嬉しいのは分かるけど、そんな大声だしたら作者だってバレるわよ!?」

　俺を注意する茉莉だって、そんなこと言いつつテンションが高まっているようだ。

「え!?　あ、そっか……」

「いや、まだそこまで有名な漫画じゃないですし、バレて騒さわがれたりはしないと思いますけど……」

　エミリちゃんがそんな俺たちの様子を見て、冷静に突つっ込んだ。




　　　　＊




　それから更さらに二週間後。




　いつも通り仕事場で『バトアイ』七話目の原稿作業を進めていると、茉莉の携けい帯たいが鳴る。

「あ、早乙女」

　茉莉は一度作業を止めて電話に出た。

　早乙女さんか、一体何だろう。

　来月から作業に入る八話目で、一応二巻分の原稿が溜たまるわけだが……まさか、二巻打ち切りの連れん絡らくだったりしないよな!?

　いや、最新の四話目の順位が四位だったから、まさかそんなはずはないと思うが……。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。ええ、……。…………はっ!?」

　茉莉が突とつ然ぜん声を荒あららげたので、俺は驚いた。

　何だよその反応!?　もしかして、やっぱり打ち切りの連絡じゃ……。

「茉莉!?　何!?　何なの!?」

　思わずいてもたってもいられなくなった俺は、迷めい惑わくだろうと思いながらも、電話中の茉莉に声を掛かけた。

「はい、すみませんうるさくて。ちょっと待って下さい……」

　茉莉は一度電話から口を離はなす。

「あ～もううるさいわね！　電話中だってのに……」

　茉莉は俺を睨んで怒おこった後、




「『バトアイ』が……ＣＤドラマ化が決まった、って……」




「え……えぇえぇえぇぇ!?」

　驚くべきセリフを、口にした。






あとがき









　ご無ぶ沙さ汰たしております、村むら上かみ凛りんです。この度たびは『オレと彼女の萌もえよペン』四巻をご購こう入にゆう頂きありがとうございます！

　今巻の中で泉せんと茉まつ莉りが初めてサイン会を行う、というイベントがありました。ご存知の方もいらっしゃるとは思うのですが、実はこの部分は半分ノンフィクションです（笑）。

　まず順を追って説明させて頂きますと、少し前に、全国のいくつかの書店員さんが考えて下さった『萌えペン』のＰＯＰ（店頭広告）の中から面おも白しろいと思ったものを私が選出させて頂き、選出した二店てん舗ぽでサイン会を開かい催さいさせて頂く、という『萌えペン　ＰＯＰコンテスト』なる企き画かくがありました。

　そこで大賞を受賞された『ゲーマーズ　なんば店』様、『とらのあな　千葉店』様にて、実際にイラスト担当のつかこ先生と一いつ緒しよにサイン会を開催させて頂きまして、そのときの様子を元に執しつ筆ぴつさせて頂いた次し第だいです。

『萌えペン』のサイン会は初めてだったもので、実際に『萌えペン』読者の方と初めてお会いできて、泉のように『萌えペン』のファンの方ってこんなにいるんだ……と改めて感動してしまいました。

　感想や好きなキャラを聞かせて頂いたり、温かい励はげましのお言葉を頂いたり、お手紙やプレゼントを頂いたりと、本当に嬉うれしく夢のような時間で、今以上に頑がん張ばろうというパワーを頂きました。サイン会にご来場下さった読者の皆みな様さま、本当にありがとうございました！




　最後に毎回恒こう例れいですが、この場を借りて謝辞を。担当編集様。いつもご迷めい惑わくをおかけしてすみません。今巻でもご指導ご鞭べん撻たつのほどありがとうございました。

　イラストレーターのつかこ様。今回も素す敵てきなイラストをありがとうございました！　男性のロマンが詰つまったとても魅み力りよく的な表紙イラストでした！

　コミカライズを執筆して下さっている森もりみさき様。素晴らしいコミックをありがとうございました。そして、お疲つかれ様でした！　原作以上にエロ可愛かわいく魅力的な茉莉に毎月ドキドキでした。またサイン会の際は素敵なお花を頂きまして誠まことにありがとうございました！

　最後にいつもご愛読下さっている読者の皆様、今巻もありがとうございました。次巻もどうぞ見守って頂けたら幸いです。


村上凛
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